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　序章






　何ど処こを探しても愛など無かった。

　底の浅い打算だけが冷え冷えと横たわっているだけだ。誰だれもが愛だの恋こいだのは犬にでも喰くわせろと嘲あざ笑わらっているが如ごとくに──あまりにそれは露ろ骨こつな有様だった。

　彼女はその事については特に感かん慨がいは無かった。

　諦あきらめるのは得とく意いだった。物心ついた時から世界は手に入らないものだらけだった。

　元々あまり経済的に余よ裕ゆうの無い生活ばかりをしてきた。父は若くして死に、母は女手一つで自分を育ててきた。地方の貧まずしい寒かん村そんでは母一人娘むすめ一人が生きていくのさえ簡単ではなかった。彼女が十四の時に母は働き過ぎで身体からだを壊こわして寝ねたきりとなった。

　そんな母だから感かん謝しやこそすれ軽けい蔑べつなど出来る筈はずが無い──たとえ娘に欲よく得とくずくの結けつ婚こんを薦すすめたとしても。先の長くない老人の妻となってその財産をかすめ取って来いと命じられても。母にとって生きるという事は、どれだけ他人の財さい布ふから金きん銭せんを上じよう手ずにかすめ取れるかという事に尽つきたのだ──そういう生き方しか出来なかったから。

　彼女には好きな人がいた。

　恋人ではない。好きだと告つげた事も無い。典てん型けい的てきな片かた思おもいだ。

　だが彼女はその気持ちを棄すてた。

　母の事は大切だったし、好きな人と自分ではあまりに住む世界が違いすぎて釣つり合わないと分かっていたからだ。末っ子とはいえ王おう国こく騎き士しの家の四男と、貧びん乏ぼうな庶しよ民みんの小娘が寄り添そえるなどという話は、おとぎ話の中にだけ許ゆるされる奇き蹟せきだ。その恐おそろしく少ない──文字通りに絵え空そら事ごととも言うべき可能性に賭かけて目の前の『幸福』を逃のがせる程ほど、彼女は楽らつ観かん的てきではなかった。

　そう。幸福だ。

　自分が母の薦め通りに嫁とつぎさえすれば皆みなが幸せになれる。

　相手は裕ゆう福ふくな商人だった。年齢はもう六十を越こえていたが、妻に先立たれ、独ひとり寝の夜が寂さびしいという事で、そこそこに見目の良い再婚相手を求めていたのだ。彼女はそんな商人に見み初そめられた訳わけだが──商人としては彼女に愛情など感じてはいなかったろう。若く、それなりに容よう姿しが整っている娘にしては、比ひ較かく的てき安く手に入れる事が出来る、というだけの事だった。愛あい玩がん動どう物ぶつを──いや少し変わった家具を買う様な気持ちであったに違いない。

　だがそれでも彼女は別に構かまわなかった。

　商人と結婚さえすれば──彼に黙だまって従したがい、抱だかれてさえいれば、少なくとも自分も母も貧ひん困こんからは解放される。毎晩、明日食べるパンの心配をしながら身を寄せ合って眠る必要も無い。商人とて彼女に愛情を捧ささげる事など求めていないだろうし、彼は目的のものが手に入って満足するだろう。

　誰も困こまらない。むしろ皆が幸せになれる。

　そう思ったからこそ彼女はさしたる疑問も苦く悩のうも無く商人の元に嫁とついだ。

　しかし──





　咳せき込こむ音に彼女は振ふり返った。

　夫が苦しんでいる。

　妻としては形だけでも夫を案じる様子を見せねばなるまいし──たとえ夫婦という関係が無かったにしても、彼女としては苦しんでいる相手を見て見ぬ振りをする程に、冷れい酷こくな気持ちにはなれなかった。愛の無い関係とはいえ、彼女にとって夫は憎にくい相手でも嫌きらっている相手でもない。苦しんでいる老人がいれば手を差し伸のべる──それを当然と思う程度には彼女は良心的だった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　尋たずねてベッドの傍かたわらに膝ひざをつく。

　病人の看かん病びようは母で慣なれている。もっともその甲か斐い無なく母は半年前に亡くなった。娘が嫁ぐと決まった途と端たんに気が緩ゆるんだのだろう──彼女が待ち望んだ『幸福』をその身で充じゆう分ぶんに感じる前に母は逝いってしまった。

　夫の額ひたいに浮かぶ汗あせを拭ふき取りながら彼女は重ねて尋ねる。

「大丈夫ですか？」

「…………」

　夫は答えない。ただ複雑な感かん慨がいの滲にじむ眼で彼女を見ている。

　若い時の無茶が祟たたったのだろう──一代で財ざいを成した商人の夫は、体調を崩くずして寝込む事が多かった。彼女と結婚してからも何度倒たおれたか分からない。以前は数日に一度といった程度だったのが、一年を過ぎる頃ころには毎日の様に倒れる様になっていた。

　屋や敷しきにはメイド達も何人か居たが、夫の面めん倒どうを見るのは彼女の役目だった。夫がそう望んだからだ。

　夫の手が延びる。

　彼女は逆らわず抱き寄せられるがままになっていた。

　親子どころか祖父にも等ひとしい様な老人であったが、もう夫に抱かれる事には抵てい抗こう感かんは無かった。結局は慣れの問題でもあるし──彼女にとっては初めての男性でもある。憎いと思っている訳でもないので、何度か肌はだを重ねていれば多少の情は移るものだ。

　しかし──

「駄だ目めです──貴方あなた。お身体からだに障さわりますから」

　抱き寄せられた姿し勢せいで彼女は囁ささやく。

　その言葉に納なつ得とくしたのか、あるいは元々それ以上の行こう為いに及およぶつもりなど無かったのか、夫は彼女を抱き寄せた姿勢のまま、動かない。しかし身を離はなそうとすると、夫は腕うでに力を込こめて──それは非力な彼女から見ても哀かなしい程に微び々びたるものではあったが──彼女が離れるのを阻はばむのだった。

「…………」

　それで老人が納得するなら──そう思って彼女はただ抱きしめられるがままになっている。愛情は無いが嫌けん悪お感かんも無い。ただそれが妻の義務なのだろうと思うだけだ。

　しかし──

「私は──」

　夫が口を開く。

「私は御お前まえが……憎にくい……」

「……貴方？」

「御前はどうしてそんなにも……優やさしいのか」

「……？」

「優しい癖くせに……どうしてこんなにも遠いのか」

「……貴方？」

　夫の言葉の意味が分からない。

　この人は一体何を言っているのか？

「分かっている。ああ──分かっているとも。これは自じ業ごう自じ得とくでもある」

　夫は自じ嘲ちよう的てきな笑えみを浮うかべる。

「我が妻よ。我々は損そん得とくずくで結婚した。それはお互たがいに分かっていた筈だ」

　頷うなずいても良かったが──彼女は何な故ぜかそれを躊躇ためらった。

「私は若く美しく自分の言いなりになる家具の様な妻が欲しかっただけだ。御前の母は私の財産を目当てにしていただけだ。御前は──母と私が満足し、自分も貧困から解放される事を望んだだけだ。

　それ以上の感情は最初から我々の間には無かった。

　だが……やはり今いま更さらながら私は思い知らされたよ。夫婦とはそういうものではない。御前が私に尽つくしてくれればくれる程に、肌を重ねれば重ねる程に、御前の心が私に向いていないのを思い知らされる」

「私は──」

「我が妻よ。今更こんな事を言っても御前は笑うかもしれないが──私は心底御前が愛いとしい。たまらない位に御前が愛しい。女は星の数ほども抱いたが、御前ほど愛しいと思った女は居ない。あるいは……私はこの年になって初めて恋をしたのかもしれん。

　だが──」

　咳き込んで夫は言葉を切る。

「だが……私は御前を愛しているが、御前は私を哀あわれんでいるだけだ。こうして向かい合い、御前を抱いていても、私の恋は一方通行だ。その事実が私に絶望を与あたえる。御前は私を哀あわれな老人として思い遣やりはしても、決して愛しはしないだろう。その事が残ざん酷こくな位にはっきりと分かる。私の想いは結実する前に虚きよ無むに散さん逸いつするばかりだ」

「貴方、それは──」

「辛つらいのだ。苦しいのだ。我が身を苛さいなむ病びよう魔まなどこれに比べれば何ほどの事も無い」

　老人は謡うたう様に言った。

「こんな事ならば……こんな事になるのならば……御前と一いつ緒しよになどならなければ良かった……！」

　老人は彼女を抱きしめながら低く低く嗚お咽えつした。

「…………」

　彼女は返すべき言葉が見つからなかった。

　老人の言葉全すべてを理解した訳でも納なつ得とくした訳でもない。だが頷ける部分は幾いくつも在あった。

　自分はこの老人を愛していない。愛する事も多分出来ない。出来るとしてもその為ためには圧あつ倒とう的てきに時間が足りない。恐らくこの老人の余よ命めいはもう一年と無いだろう。

「私は御前が愛いとしい……愛しいが……憎い……御前が居るから私はこんなにも苦しまねばならん。好き放題をやって満足して死ぬ積もりが……こんなにも私には未み練れんが在る。御前に愛されないままに死んでいくのがこんなにも恐ろしい。こんな気持ちを私に与えた御前が……私は心底憎い……」

「貴方、私は──」

　やはり弁べん解かいの言葉は見つからない。

　見つからないままに彼女はただ老人の胸の中で嗚咽を聞いていた。





　一年後に老人は亡くなった。

　老人が死したと知るや否いなや名ばかりの親しん戚せきが雲うん霞かの如ごとく押し寄せて遺のこされた財を食らい尽くしていった。天てん涯がい孤こ独どくと思われていた老人に何ど処こにこれだけ──と思う程の数の者達が何かと名めい目もくをつけては老人の財の取り合いを続ける様を横目で見ながら、あるいはこういった者達に屍し肉にくを漁あさられるかの如く全てをむしり取られるのが嫌いやだからこそ、夫は妻を欲したのではないかと彼女は思った。

　気が付くと彼女の元には僅わずかな金が残るだけとなっていた。

　既すでに屋敷にも彼女の居場所は無かった。老人の親戚を名乗る親子が乗り込んできて我が物顔で住み始めたからだ。

　彼女は僅かな金と身の回りのものを鞄かばん一つにまとめて屋敷を出た。

　特に行く当てもないまま、道に敷しき詰つめられた枯葉を踏ふみ締しめながら歩き出し──ふと二年半を過ごした屋敷を振り返る。

　結局……誰も幸せにならなかった。

　それぞれが納得する幸せを得る為に行動した筈はずだった。互いの望む幸せをすり合わせて妥だ協きよう点てんを探った筈だった。なのに誰も幸せになれなかった。夫に至いたっては後こう悔かいと苦く悶もんばかりを抱いて逝いった。

　彼女は誰に尋たずねるでもなく──心底から不思議そうに呟つぶやいた。

「…………何が、いけなかったんだろう？」

　十八の若さで未亡人となってしまった少女の疑問は、残ざん酷こくな程に晴はれ渡わたる秋の空にゆっくりと溶とけていった。



    

  
    
      　第一章　恋こいする少女






　晩ばん冬とうの蒼そう穹きゆうを悠ゆう然ぜんと雲が流れてゆく。

　からりと心地ここちよく乾かわいた──ただ見上げているだけで穏おだやかな気分になれそうな空模も様ようである。つい十日ほど前まではたとえ風が無くても、切り付けてくる様な寒気に誰だれもが身を縮ちぢ込こめていたものだが……ここ数日は日向ひなたに立てば春めいた暖かささえ感じられる様になってきた。

　長い長い冬が終わる。

　野山では気の早い草木が、堅かたく閉じていた芽を少しずつ綻ほころばせているだろう。緩ゆるみ始めた土の下で近付いてくる春の気配を感じながら、今か今かと出番待ちをしている種子も数多いに違いない。

　そんな空気の中で──

「あー……いい天気だ……」

　──と箒ほうき片かた手てにやたら年寄り臭くさい事を年寄り臭い口調で呟つぶやいているのは、まだ十代後半とおぼしき一人の少年であった。

　かなり端たん整せいな顔立ちをしていはいるのだが、何ど処こか気け怠だるいというか物もの憂うげな物もの腰ごしのせいで美男子になりきれていない様な印象がある。後こう頭とう部ぶで束たばねられた黒の長髪も、いかにも『散さん髪ぱつをさぼってます』といった雰ふん囲い気きで、あまり彼の容よう姿しを引き立てるのに貢こう献けんはしていない。

　まだ若いだの何だのを論じるのも馬ば鹿か馬鹿しい様な年齢であるにもかかわらず、長ちよう身しん痩そう躯くにまとわりつかせている、いかにもだるそうな──ただそこに在ある事そのものを面めん倒どう臭がっているかの様な風ふ情ぜいは、既すでに人生そのものに倦うんだ老人のそれに近い。

「……んー……」

　少年は枯かれ葉はを掃はき集める手を止めて拳こぶしを軽く丸め、自分の肩かたを叩たたく。この仕草がまたやたらに年寄り臭く──口にこそ出さないが全身で『面倒臭い』と主張しているかの様な雰囲気があった。

　その時──

「おにいさま──……」

　ふと何ど処こからか響ひびいてきた声が少年の背中に触ふれた。

　幼おさない甲かん高だかさを多分に含ふくんだ声である。

「…………」

　少年の動きが一いつ瞬しゆん止まる。

　彼はしばらく何かを葛かつ藤とうするかの様に顔をしかめてそのまま固こ着ちやくしていたが……やがてそれまでにも増して面倒臭そうな表情を浮かべて振り返る。

　そこには。

「お兄様ぁ──……っ!!」

　彼の背にしていた建物──煉れん瓦が造りで二階建ての店てん舗ぽ兼けん居きよ宅たくである──を回り込み、土つち煙けむりの尾おを引きずりそうな勢いで少年に向けて突とつ進しんしてくる人ひと影かげが在った。

「おにいさまあぁ──……っ！」

　永く引き裂さかれていた愛いとしい人の名を呼ぶかの様に、甘あまく切せつない口調で人影はそう叫さけぶと、勢い余あまった様子でふわりと跳とんだ。

　白い日差しの中に小こ柄がらな影が舞まう。

　自みずからの重みを忘れたかの様な軽やかなその姿すがたは、まるで風に踊おどる妖精シルフの様だった。

　そして──

「…………」

　少年はというと慌あわてず騒さわがず──まるでそれさえもが面倒臭いといった様子でひょいと片手だけを挙あげて掌てを広げた。

　──ぱんっ！

　小こ気き味み良よい程の軽く乾かわいた音と共に、人影の描えがいた放物線が停止する。

　少年の顔がん面めん目め掛がけ殺人的な勢いで突つっ込こんできた人影の膝ひざ頭がしらは、見事に彼の掌に受け止められていた。

「…………」

「…………」

　時間さえもが戸と惑まどい、息を潜ひそめるかの様な一瞬。

　飛とび膝ひざ蹴げり体勢の人影。それを片手で受け止める少年。二人は絶ぜつ妙みようとも言うべき均きん衡こうを示しめし、まるで両者揃そろって一つの彫ちよう像ぞうであるかの様に固着している。

　やがて──

「……ったく」

　少年はその体勢に飽あきたかの様に、面倒臭そうな溜ため息いきを一つついて──まるでゴミでも捨てるかの様に、ぽいっと気軽な動きでその人影を放り投げた。

「──にゃっ!?」

　膝蹴りをかましてきた相手は短い悲鳴を漏もらして地に落ちる。

「なにすんのよっ!?」

「それはこっちの台詞せりふだ」

　少年は物もの憂うげな口調でそう言った。

　彼の目の前に尻しり餅もちをついているのは──小こ柄がらな少女であった。

　年齢は十二か三といった所か。

　優ゆう美びである。上品でもある。可か憐れんと評ひようしても違い和わ感かんは無かろう。だが脆ぜい弱じやくでは決してない──そんな何処か猫を思わせる顔立ちの少女であった。

　結ゆい上げた金きん髪ぱつやくるくるとよく動く大きな碧へき眼がんの為に、下町の娘むすめらしい活発さがまず目に付くが──髪かみを下ろし着き飾かざって静かに佇たたずんでいれば、何処の姫ひめ君ぎみか令れい嬢じようか、と見み紛まごう者も居るだろう。

　まあいかに見み目め麗うるわしかろうと、いきなり飛び膝蹴りなんぞかましている時点で気品もへったくれも無かったりはするが。

「折せつ角かくこう、綺き麗れいに決まったんだから、ここは素直に感じ入って顔面で受けるのが人としての道でしょうっ!?　きらきらと虹にじのよーに鼻血とか噴ふきながら!!」

　少女は喚わめいた。

「……パシフィカ」

　お兄さまと呼ばれていた少年が黒の双そう眸ぼうを半はん眼がんにして──物もの凄すごく無ぶ粋すいでしょーもないものを呆あきれ果てて睥へい睨げいするかの様な温度の低い眼で、少女を眺ながめた。

「人としての道を論ろんじる前に──いきなり飛び膝蹴りをぶちかます自分の言動に、疑問を持たんのか、御前は」

　だが少女──パシフィカは立ち上がると、何ら悪びれた様子も無く反そっくり返った。

「乙女おとめの行動はいつも唐とう突とつで不思議に満ちているものなのよ！」

「俺おれは何よりも御前の頭の中身が不思議だ」

「ああ……天才は何い時つの世も理解されにくいものなのよね」

「とことんな馬鹿も理解はされないけどな」

「可哀かわい相そうなシャノン兄──大丈夫よ。とことん馬鹿でも連続発はつ情じよう魔までも年中倦けん怠たい期き人間でも生きる権利はあるわ」

「誰だれが連続発情魔だ」

　そこだけを突っ込んだ所を見ると『年中倦怠期』という言葉には彼自身異い論ろんが無いのかもしれない。

「そう！　それよ！」

「あ？　なんだ？」

　顔をしかめながら言うシャノン。だがパシフィカは重じゆう罪ざい人にんを糾きゆう弾だんする裁さい判ばん官かんの様にびしりと人差し指をシャノンに突きつけて喚いた。

「普ふ段だんはもう『俺は女になんか興きよう味みないのじゃよ』──みたいな感じで爺じいさんみたいに枯かれたふりしてる癖くせに、陰かげではやる事やってるなんて！　見み損そこなったわよシャノン兄！　ド助すけ平べ！　恍こう惚こつ老ろう人じん！　その隠おん密みつ助平な根こん性じようを鉄てつ拳けん制せい裁さいしてあげるからちょっとそこに座すわりなさい！」

「だから何の話だ、何の」

「しらばっくれる気？」

　パシフィカが怒ど鳴なる。

　その時──

「あ──あの」

　少し躊躇ためらうかの様な声が二人の間に割って入った。

「……ん？」

　シャノンが眼を瞬しばたたかせて振り返る。

　その瞬間──

「隙すきありッ!!」

「──久しぶりだな」

　叫んで回し蹴りを放ってくるパシフィカの方を見もせず、ひょいと箒ほうきで残った軸じく足あしを払はらいながらシャノンは言った。

「にゃっ!?」

　ずで──と再び尻しり餅もちをつくパシフィカ。すかさず立ち上がろうとするその頭上に──逆さか手てに持たれた箒の柄え頭がしらがすとんと落ちた。

　その一いち撃げき自体は、痛いと言う程の事も無いのだが──

「ぬうっ!?」

　パシフィカは地面に座すわり込んだまま動けなくなった。要するに箒の柄で頭を押さえられているだけなのだが──どういう力を掛かけられているのか、どれだけ足あし腰こしに力を込めても立ち上がれないらしい。

「卒業式以来か」

「そ──そうね」

　何処か辟へき易えきした声で言ったのは──彼と同じ歳とし位の少女であった。

　穏おだやかな表情がよく似に合あう清せい楚そな顔立ちで、長い茶ちや褐かつ色しよくの髪とやや下がり気ぎ味みの眼が穏おん和わな印象を醸かもし出しているが──しかし着ているものがどうにもこれと合っていない。

　生き地じは明らかに絹きぬ、しかも随ずい所しよに金糸銀糸を使った飾かざり刺し繍しゆうが施ほどこされている品だ。貴族のもの程に華か美びではないが、それでも田舎いなか町まちで普ふ段だん着ぎにして歩くには少々違い和わ感かんのある代しろ物ものであった。

「元気？　ラクウェルも」

「俺は見ての通りだ。ラクウェルは──まあいつもの調子だがな。多分、世界が滅ほろんでもあいつはあのままだろ」

　妙みような確信のこもった口調で断だん言げんするシャノン。

　少女は微び苦く笑しようでそれに応じて──それから真顔に切り替かえ、改めて話を切り出した。

「あの……シャノン。ちょっと話があるんだけど……今、忙いそがしい？」

「んー……」

　思し案あんの表情を浮かべながらぐりぐりと箒を回してパシフィカの頭を抉えぐるシャノン。箒の下では『ぐぬぬぬ』とか言いながらパシフィカがかなり剣けん呑のんな表情を浮かべているが、シャノンは全く意に介かいせず面めん倒どう臭くさそうな口調で言った。

「まあ別に忙しいって程じゃないが。何か話でもあるのか？」

「え……ええ」

　そう言いつつも少女の眼は困こん惑わくした様に、シャノンの隣となりに座り込んでいる──というか座り込まされているパシフィカへ、ちらりちらりと気まずそうな視線を向けている。

「ねえ──お兄様ン」

　言葉面づらとは裏うら腹はらにやたらと悪意と敵意を満まん載さいした猫ねこなで声でパシフィカが言った。

「とってもとってもお仲がよろしい様ですけど、この方、お知り合い？　だったら私にも紹しよう介かいしてくださらないかしらあ？」

「……気き色しよく悪いからその喋しやべりはやめろ。ゴルダ家位は御お前まえも知ってるだろうが。中央通りにでっかい事務所の建ってる──」

「そだっけ？」

「そうだよ。で──彼女はそこのお嬢じようさんだよ。リステル・ゴルダ。俺やラクウェルの日曜学校の同級生。知らずに連れてきたのか、御前は」

　ちなみに──このマヌーリンではフランキ伯はく爵しやくの出しゆつ資しで十代の少年少女に簡単な読み書きと四し則そく演えん算ざんを教える日曜学校が開かれている。王都の貴族子弟が通う学校に比べると明らかに程度の低い教育機き関かんではあるのだが、それでも通っていてまず損そんは無いという事で、庶しよ民みんからゴルダ家の様な金持ちまで、多くの家がこの日曜学校に子供達を通わせている。

「だって『シャノンさんはご在宅でしょうか？』って聞かれただけだもん」

　ふて腐くされた様子で言うパシフィカ。

「ただそれだけの事で飛び蹴げりかましてくるのか、御前は」

「ふーんだ」

　そっぽを向くパシフィカ。

「あ……あの」

「ああ、すまん。用があるんだったよな」

　ひょいと箒を持ち替えて言うシャノン。

　さすがにもう突っかかる気は無いのか、パシフィカはお尻しりの辺あたりに付いた土つち埃ぼこりをはたき落としながら、立ち上がった。表情はふて腐れたままではあったが。

「こんな所で立ち話もなんだな──まあ、あがってくれ」

　そう言ってシャノンは家の方を指し示した。





　乾かわいた空気を咆ほう吼こうが叩いた。

　怒ど声せいではない。悲ひ鳴めいでもない。ただ純じゆん粋すいな衝しよう動どうから輪りん郭かくも定さだまらぬままに発せられた絶ぜつ叫きようである。そこに明めい確かくな意味など無く──故ゆえにこそ野太く獣けものじみたその声は、聴きく者を例外なく威い嚇かくする荒あら々あらしさを伴ともなっていた。

「──!?」

　エネア・パラオードはびくりと小こ柄がらな身体からだを震ふるわせて顔を上げる。後頭部で二条すじに束たばねられた赤毛が彼女の内心を代だい弁べんするかの様に大きく揺ゆれた。

「な……なんなの……？」

　彼女が怯おびえるのは無理もない。

　人ひと里ざと離はなれた山やま奥おくならばいざ知らず──昼下がりに貴族の屋敷で耳にするには、それはあまりに脈みやく絡らくの無い唐とう突とつなものではあった。

　右を見ても左を見ても、長々と延のびた廊ろう下かには彼女の他ほかに人ひと影かげは無い。音の源みなもとを自ら確かめるにせよ誰かを呼びに行くにせよ──次の行動は自分で決するしか無い様であった。

「えっと……えっと……」

　気の小さいエネアとしては即そく座ざにその場から逃にげ出したかった。

　だが新人といえども彼女は雇やとわれの身である。問題の声が目の前に在る扉とびらの向こうから──雇こ用よう主ぬしの部屋から聞こえてきたとなれば、様子も窺うかがわずに立ち去るのは不義理に過ぎるというものだろう。

「あ……あの……御お館やかた様さま？」

　エネアは意を決すると手にしていた室内掃除用の箒を握にぎり締しめ、扉に近付いて声を掛けてみた。



    

  
    
      　答えは──無い。

「あう……」

　エネアはしばし黙もつ考こうしてから──手にしていた室内用の箒を握り締めた。武器と呼ぶには貧ひん弱じやくに過ぎるかもしれないが、無いよりはましだろう。

　軽く扉を叩たたいてみるが、やはり反応無し。

　エネアは猛もう獣じゆうの檻おりを開けるかの様にゆっくりと慎しん重ちように扉を開いてゆく。

　そして──

「ああもう。またですか──御館様!?」

　声はいきなり背後から来た。

　びっくりして振り返ると──いつの間にやってきたのか、そこにはエネアの先せん輩ぱいであり上司でもあるところのコリーン・タボールが立っていた。

　先輩といっても歳としはエネアよりも二つか三つ下──二十歳に達するか達しないかといった所だろう。金きん髪ぱつを男の様に短い髪形にしているが、いつも潤うるんでいるかの様な大きな碧へき眼がんのせいか、あるいは豊ほう満まんな体からだつきのせいか──何処か年齢以上に艶つやっぽい雰ふん囲い気きがある。

　エネアと同じく紺こん色いろのワンピースに純白のエプロンといった格かつ好こうで、当然ながら頭にはフリル付きの髪留めヘツドドレスを載のせている。誰が見ても一いち目もく瞭りよう然ぜん──メイドサーヴァントの装よそおいである。

　ただし何な故ぜか彼女の腰こしにはそれらの統一感をぶち壊こわしにする様なものが堂々と提さげられていたりする。

　長ちよう剣けんだ。

　初めてこれを見た時にはエネアも怪け訝げんに思ったものだが、コリーンが──彼女を含ふくむ四人の先輩メイド達が、単なる家メ政イ婦ド役やく以外に館の警けい護ご番ばんを兼かねているのだという話を聞いてとりあえずは納なつ得とくした。というか納得しているのだと自分に言い聞かせた。

「コ……コリーン先輩？」

「どしたのエネア。そんな顔して──」

　言いながら何の遠えん慮りよもなく開きかけの扉を突き飛ばす様にしてコリーンは開いた。

「──そうか。あなた初めてだったっけ？」

　ふと思い付いた様にコリーンが言う。

「は──初めてって？」

「御館様の発ほつ作さ」

　訳が分からず眼を白黒させているエネアを入り口に残し、コリーンはずかずかと雇用主の執しつ務む室しつに入ってゆく。

　部屋の中にはただ一人、雇用主である所のルイギス・フランキ伯爵が居た。まあ此こ処こは彼の執務室なのだからして、それは別に普ふ通つうの事ではあった。だが──そうなると先程の咆ほう吼こうはこのフランキ伯爵が出したものという事になる。

　しかも──

「おお──コリーン。それにエネア」

　執務机の向こうで厳いかめしい顔をした初老の男性が振り返った。

　怒った顔は容易たやすく想像できるが笑顔はなかなか想像しにくい──そんな顔立ちである。もっともエネアは未いまだこの雇やとい主が本気で怒いかりを露あらわにした所を見た事が無い。外見とは裏腹に、その言動は穏おん和わそのもので『人間を見た目で判断してはいけない』などとエネアは実感したりしていた。

　だが。

「御館様……？」

　エネアは思わず怪け訝げんそうに呟つぶやいていた。

　いつもは綺き麗れいに調ととのえられている灰はい色いろの髪かみがぐしゃぐしゃに乱れ、何本も前髪がほつれ毛となって垂たれ下がっていた。何やら大だい乱らん闘とうか悶もん絶ぜつの後を想わせる様子である。

　フランキ伯爵しかこの部屋に居ないという事は──そんな髪の有り様は、恐おそらく彼自身が両手でかきむしった結果なのだろう。よく見ればネッカチーフは大きく緩ゆるみ、シャツも一番上のボタンが取れている。

　いつも穏和でかつ冷れい静せい沈ちん着ちやく──およそそうした行こう為いとは無む縁えんの様に見える雇い主の乱れた格好を見ていると、エネアは目の前の人物がまるでよく知るフランキ伯爵とは別人なのではないかと思ってしまった。

「良いところに来た。コリーン」

　フランキ伯爵は落ち着いた声で──しかし何処か運動直後の様に荒あらい呼吸を挟はさんだ口調で言った。

「私を夜の闇やみに覆おおい隠かくせっ！」

「……は？」

　びしりと明後日あさつての方向を指差しながら言う雇用主の台詞せりふの意味が分からず、間の抜けた声を漏もらしたのはエネアだけで──コリーンはその意味が分かっているらしく、うんざりした表情を浮かべて言った。

「御館様……道楽もほどほどになさいませ」

「何を言うか。適てき度どな娯ご楽らくこそが明日の活力となって我が政務を支えておるのだ」

　フランキ伯爵はそう言い、そして右手に握っていた紙し片へんを振って見せた。

「しかも今回はただ道楽だけという訳でもない」

「はあ……」

　と曖あい昧まいに頷うなずくコリーン。

　フランキ伯爵が手にしているのはどうも手紙らしいのだが、何が書いてあったのかはエネアは無論、コリーンにも分からないらしかった。

「そういえばエネアは初めてであったな。コリーン。彼女を例の部屋へ」

「はい」

　コリーンは呆あきれたかの様な表情で小さく頷うなずくと──エネアを振り返っていきなり表情を切り替え、嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「エネア。いらっしゃい──」





　地方都市マヌーリン。

　ラインヴァン王国西部辺へん境きよう地ち域いきに属ぞくする地方都市である。市し壁へきも在り領りよう主しゆが居きよを構かまえる街まちではあるが──はっきり言ってしまえば辺境地域には珍めずらしくもない平へい凡ぼんな田舎いなか町の一つだった。

　それでも比ひ較かく的てき、特とく徴ちようらしい特徴というものを挙あげるとすれば、比較的温おん暖だん湿しつ潤じゆんな風土と領主であるフランキ伯爵の善ぜん政せいのお陰かげか……此こ処こに住む人々は概がいして穏和で人当たりが良いという事であろうか。

　周囲には地図上の記き載さいさえろくに無い未測量の森や山が広がっており、未み踏とう地域の中には魔ま族ぞくの遺い跡せきなども残っていると言われている。この為に山師めいた自じ称しよう『冒ぼう険けん者しや』なる連中がこうした未踏領域への中ちゆう継けい基き地ちとして利用する街でもあるが──その結果としてマヌーリンの街は田舎町によく見られる閉へい鎖さ性も無く、余よ所そ者ものにも寛かん容ようなところがあった。

　だから──ある日突とつ然ぜん、素す性じようも定かではない一組の若い夫婦がやってきて街まち外はずれに住み着いたとしても、特に顔をしかめる者は居なかったし、彼等の子供がよちよち歩きを始める頃ころには、すっかりその若夫婦は街の住人として問題なく受け入れられていた。

　そして更さらにそれから十九年。

　あまり余よ裕ゆうの無い暮くらしぶりではある様だが、問題の夫婦が始めた店──『武ぶ具ぐ全ぜん般ぱん取とり扱あつかい・カスール商店』は潰つぶれる事も無く、今も街外れの土地に田舎では珍しい二階建ての家屋を構えて営業を続けていた。

　もっとも、いくらよく自称『冒険者』だの何だのが訪おとずれる街とはいえ、目立った脅きよう威いの無いこの街で武具の類たぐいがそうそう売れる訳でもなく──結果的にカスール商店は農具だの工具だのの修理を請うけ負おったり、何処に依い頼らいを持ち込んで良いのか分からない様な、雑用の類を一手に引き受ける便利屋と化していたのではあったが。

　それはさておき──

「…………」

　ラクウェル・カスールは倒れていた。

　自分の部屋から出た所でいきなり力尽つきた彼女は、行き倒れの変死体の様に自宅の廊ろう下かに転ころがっている。ただしその表情はそれでもなお何処かのんびりしていて、あまり緊きん迫ぱく感かんが無かったりするが。

　カスール家の現在の構成は父一人、息子むすこ一人、そして娘二人となっている。

　言うまでもなくその内の息子と娘一人ずつはシャノンとパシフィカだ。そしてもう一人の娘がシャノンの双ふた子ごの姉──ラクウェル・カスールであった。

　男女の違ちがいこそあれ、さすがに双子──顔立ちはシャノンとよく似に通かよっているが、彼が何処か物もの憂うげに緩ゆるんでいる表情なのに対して、ラクウェルはというと何処か幸せそうにとろけた表情が、いつもその整った顔に貼はり付いている。

　かなりの美少女──ではあるのだが、それが第一の特とく徴ちようになっていないのはやはりシャノンの姉だからか。何というか……彼女の纏まとう条理も必然も超ちよう越えつした様な呑のん気きさは、側そばに寄る者はおろか周囲の空間さえも理り不ふ尽じんに浸しん食しよくしそうな感じがあった。



    

  
    
      　そんな訳で、彼女が家の廊下に倒れていても──まあいつもの事でもあるからだが──パシフィカはちっとも驚おどろきはしなかった。

「……ラクウェル姉。そんな所で寝てたら風か邪ぜひくよ」

「パシフィカ……」

　うっすらと眼を開いてラクウェルは──この期ごに及およんでも何処かのんびりと緊迫感に欠けた口調で言った。

「しばらく見ない間に大きくなって──」

「ラクウェル姉が部屋にこもってたのは二日間でしょうが。ミジンコじゃあるまいし、それで眼に見えて大きくなってたら化ばけ物ものだわよ」

「そうだったかしら……？」

　とろんと更に幸せそうな表情を浮かべてラクウェルは首を傾かしげた──やはり変死体のよーに床ゆかに倒れたまま。

「ところでパシフィカ……何かあったの？」

「何かって何が!?」

　傷口にでも無ぶ遠えん慮りよに触さわられたかの様な──やたらと不ふ機き嫌げんそうな声が、ラクウェルの問いをこれ以上は無いという位に肯こう定ていしていた。

「なんだか不機嫌そうに見えたから」

「不機嫌？　どこが!?」

　喚わめくように言うパシフィカ。

　だが彼女はふと何かを思い付いたかの様に、表情を切り換かえてにやりと笑うと、改めて姉を──この期に及んでも床に倒れたままの──眺ながめた。

「そうだ──ラクウェル姉。ちょっと頼たのみがあるんだけど」





「ろくなもんは出ねえけどな」

　そう言って盆ぼんに載のせて運んできた香こう茶ちやをリステルに手て渡わたしながら、シャノンは言った。

「……ありがとう」

　微び笑しようを浮かべてそう言いながら両手でリステルはカップを受け取り、短く溜ため息いきをついた。

　ちなみに──此こ処こはシャノンの自室で、リステルはシャノンが普ふ段だん使っている机の椅い子すに座すわっている。本当ならば店か、あるいは家の食堂にでも通すべきなのだろうが──話の途と中ちゆうに誰だれが入ってくるか分からないからと店はリステルが難なん色しよくを示し、食堂は現在散らかっているからとシャノンが拒こばみ、結局話し合いの場は此処に落ち着いたのである。

「シャノンの部屋ってこんな感じなんだ……」

「男の部屋ってのは大体同じようなもんだろ──まあよく知らんが」

　言いながらシャノンが自分の部屋を見回す。物が多く──模も擬ぎ剣けんの隣となりに何故か木き彫ぼりの人形だの手製の笛ふえだのが置かれている雑ざつ多たぶりではあるのだが、これは彼の性格なのか今はたまたまなのか……全体的に整せい理り整せい頓とんが行き届とどいた感じがする。

「私は私の部屋しか知らないし。男の子の部屋に入るのって初めてなの」

「それは光栄だな」

　苦く笑しようしてシャノンが言う。

　さすが育ちの良い金持ちの御お嬢じよう様さま──兄の部屋とはいえノックも無しに乱らん入にゆうしてくる妹とはえらい違いである。

「それでね──シャノン」

　リステルは意を決したように姿し勢せいを正す。

　だが──

「ああ──ちょっと待て」

　そう言うとシャノンは立ち上がり──模擬剣を手に取った。

「……シャノン？」

　リステルの怪け訝げんそうな声には応こたえず、彼は黙だまって模擬剣を構え──そしていきなり扉に向けて突つきを放った。

　ごずっ！　とかなり危険な音を立てて模擬剣が扉を突き破る。刃はは落とされているとはいえ、切っ先は尖とがっているし、剣身を貫つらぬく芯しんは鋼こう鉄てつである。それなりの力を込こめて突き込めば薄うすい木製の扉くらいはぶち抜くのもそう難むずかしくない。

「──ぬおっ!?」

　同時に──扉の向こうで野太い男の声がした。

「…………」

　シャノンは黙だまって剣を引き抜くと、うんざりした表情で扉を開く。

　そこには彼の放った突きを避よけた体勢なのか、身体からだを奇き妙みような形に曲げた姿勢で──まるで踊おどっている最中にも見える──固まっている大おお柄がらな男が一人居た。

「むう。気け配はいを察したか。精しよう進じんは怠おこたっていない様だな。父は嬉うれしいぞ」

　何というか──野の放ほう図ずという言葉がぴったり来るかの様な男である。歳は五十歳前後であろうか。やけにごつい容よう貌ぼうにごつい体たい躯くをしていて、何やら獰どう猛もうな獣けものを想わせる姿すがたなのだが──何処かその表情には人ひと懐なつっこいものが潜ひそんでいた。

「……親おや父じ。一応聞くが何の真ま似ねだ？」

「うむ。息子が女の子を自分の部屋に連れ込んだのだ。ここは親として見物──もとい見守ってやらねばと想ってな」

　そう言うと男──つまりはシャノンの父親であるところのユーマ・カスールは拳こぶしを握り締め、明後日あさつての方向を見つめて感かん極きわまった様な表情を浮かべた。

「天国の母さん。見ているか──御前の息子は今大人おとなの階段をにょろっと上がろうとしているぞ……」

「…………」

　シャノンは無む言ごんで模擬剣を突き出す。

「ぬおっ!?」

「…………」

「むむっ!?」

「…………」

「くおっ!?」

　呆ぼう然ぜんとリステルが見守る中、ぶんぶんと剣を振り回しながらシャノンは、彼の攻こう撃げきをひょいひょいとかわすユーマを追って廊下の奥おくへと消えて行き──数十秒後にシャノンだけが肩で息をしながら戻ってきた。

「……すまんな」

　言って扉を閉じる。

「……面おも白しろいお父さんね」

　苦笑してリステルは言った。

「面白すぎて頭が痛いけどな」

　呻うめくように言うシャノン。

「で──なんだ、話って？」

「うん。それがその──」

　リステルは若じやつ干かん頬ほおを赤らめて黙だまり込む。

　そんな彼女の仕し草ぐさが妙に初うい々ういしくてシャノンは正直少しどぎまぎした。

　普ふ段だんから暴あばれ馬の様な妹や、疫えき病びようの如ごとき幸福感を無意味に撒まき散ちらす姉と暮らしているせいか──こうした年とし頃ごろの娘が恥はじらう様は妙に新しん鮮せんだったりもする。

「シャノンは、好きな人って居る？」

　ふと──全く唐とう突とつにリステルはそう切り出した。

「それは異性でって意味か？」

　リステルが頷うなずくのを見て──シャノンは僅わずかに顔をしかめて言った。

「特には……居ないな」

「そうなんだ」

　微笑してリステルが言う。

　実のところシャノンは今現在、あまり異性に興きよう味みが無い。

　剣けん術じゆつ修しゆ行ぎようや家業手伝いが忙いそがしくて余よ裕ゆうがないという事もあるが──最大の原因はやはりラクウェルとパシフィカであろう。

『恋れん愛あいとは大いなる錯さつ覚かくである』などという皮ひ肉にくげな言葉が在るが、シャノンの場合、双子の姉や妹の言動を四六時中見ているので、幸か不幸か彼の様な年頃の少年には珍めずらしく、異性というものに対して幻げん想そうを──過か大だいな憧どう憬けいを抱いだかなくなっているのである。

　無論、だからといって女性に全く興味が無いという訳ではないのだが、十代の少年少女によく見られる様な、『恋愛そのものに焦こがれる』様な感覚は彼には無い。

「実はね……私好きな人がいるの」

　はにかんだ様な表情でリステルが言った。

「でもね……その人ってさ。物もの凄すごく鈍にぶいっていうか……仲は悪くないんだけど……その……私の気持ちに気付いてくれないのよね。全然その気が無い事は無いと思うんだけど──」

「ふむ──」

　いまいち話が見えずに曖あい昧まいな返事をするシャノン。

　リステルの話そのものはまあ理解出来るが──それを自分に話す事に何の意味があるのか。最初は同級生のよしみという事で、カスール商店の『便利屋』的な側そく面めんを何か期待して来たのかとも思ったのだが……あまりそういった話題でも無い様に思える。

「まあ話は分かるが──」

「それで、ね」

　彼女は再び頬を紅く染そめながらシャノンから視線を逸そらして言った。

「その人の名前なんだけどね……」





　所変わって──此こ処こはラクウェルの部屋。

　彼女とパシフィカの前には小さな陽炎かげろうの如ごとき映像がゆらゆらと揺ゆれていた。

　この陽炎は無論、自然発生のものではなく──〈智女神スノトラ〉と呼ばれる軍ぐん用よう偵てい察さつ魔ま法ほうの一種である。

　母親譲ゆずりで異常な程の魔力の才能を持ったラクウェルは、既すでに二十歳にして軍ぐん属ぞくの魔ま導どう士しでもなければ習得不可能な──無論違い法ほうでもあるのだが──魔法を身に付けている。しかも基き礎そ部分以外は誰に教わった訳でもなく、母の覚え書きを手て掛がかりに自分で理論を組み立て魔導式を補ほ完かんして幾いくつもの魔法を覚えたのだ。普通の魔導士から見れば『天才』というより『怪かい物ぶつ』である。

　この〈智女神スノトラ〉も彼女がそうやって習得し使いこなす魔法の一つであった。

　本来は偵てい察さつ用の魔法だ。光を増ぞう幅ふくしあるいは曲くつ折せつさせて本来は見えない場所の光景を幻げん像ぞうとして目の前に映し出すのがその効果で、今は窓まどを介かいしてシャノンの部屋の中が空中に描えがき出されている。しかも──これは本来の〈智女神〉には無い効果なのだが──どういう手を使っているのか音声付きという芸の細かさである。

『でもね……その私が好きな人ってさ。物凄く鈍いっていうか……』

「──これって」

　自分で気付いているのかいないのか──パシフィカは幻像の中のリステルを親の敵かたきでも睨にらみ付ける様な視線で眺ながめている。

「やっぱりあれかしらねえ……」

　のほほんとした口調で言うラクウェル。

「うう……」

　パシフィカは唸うなるような声を出した。

　この手の事には恐おそろしく鈍いシャノンは、全く想像が及およんでいない様だが──彼はいつもの面めん倒どう臭くさそうな表情のままリステルの次の言葉を待っている──これはどう見ても告白の前振りではないか。

『その人の名前なんだけどね……』

　リステルがそう言った瞬しゆん間かん。

「……！」

　パシフィカは扉を吹ふっ飛ばし兼かねない様な勢いでラクウェルの部屋を飛び出していった。

「まあ──」

　疾しつ風ぷうの様に妹が駆かけ抜けていった方を眺ながめてラクウェルはのんびりと言った。

「パシフィカはいつまで経たってもお兄ちゃん子ねえ──」





「せ……先せん輩ぱい？」

　コリーンの後ろについて屋や敷しきの廊下を歩きながらふとエネアは不安げな声を上げた。

　何か違ちがう。普段と違う。

　先程の伯はく爵しやくは無論だが、コリーンの様子も何というか──ちょっといつもとは違う。その落差がエネアの警けい戒かい心しんを著いちじるしく刺し激げきしていた。

「一体何を──？」

　立ち止まってコリーンが振り返る。

「そろそろ貴女あなたも知ってもいい頃だとは思っていたのよ？」

　そう言って笑うコリーンの顔はやけに妖よう艶えんで──エネアの脳のう裏りに何か淫いん靡びなものを連想させた。思わず更に一歩後方に逃げるエネア。しかしコリーンはそんな彼女を追い詰めるかの様に一歩二歩と近付いてくる。

「知ってもいい頃って──な、何をですか？」

　何やら空気が不ふ穏おんである。

　気が弱い分、エネアは周囲の変化にはかなり敏びん感かんなところがあるのだ。彼女の感覚が告げている。これはまずい。やばい。何だか分からないけどきっと面めん倒どう事ごとが待っている。

「この屋敷の──秘ひ密みつ」

　囁ささやくかの如き密ひそやかな声にエネアは思わず身を強こわ張ばらせた。

「ひ……秘密ですかっ!?」

　秘密。つまりそれは密やかに秘め隠かくされるもの。つまりそれは誰だれも彼もが知っていてはいけないもの。大体においてそれは、とてもいけない事か、とても恥はずかしい事か、あるいはその両方である訳で──

「…………」

　色々と──お子様にはちょっと見せられない様なものも含ふくめて──想像がエネアの脳裏を過よぎる。大体においてそれらはあまり楽しそうな内容ではなかった。

「いや、あの、私、遠えん慮りよしたいなあ、とか、思ったり──」

「ふふふふふふふふ」

　コリーンはひとしきり笑ってから言った。

「駄だ目め」

「ひっ──」

「貴女にもよおく知っておいて貰もらわないとね。ふふふふふ。さあ──いらっしゃいな」

「あのあの、先輩、あの、なんだかよく分かりませんけど、私、私心の準備が──」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　コリーンは場にそぐわぬ程の──いっそ不自然と言っても良い様な優やさしい笑えみを浮うかべて言った。

「慣なれればきっと気持ちよくなるわ」

「いやあああああああっ!?　なんだか知らないけど勘かん弁べんしてくださいいいっ!?」

　きゃあきゃあと悲鳴を上げて手て脚あしをばたつかせるエネアであったが──細い肢し体たいの何ど処こにそんな力が秘められているのか、コリーンはまるでちょっとした手荷物でも運ぶかの様な気軽さで後輩のメイド少女を引きずり始めた。

　向かっているのは廊下の突き当たりらしい。

　伯爵の執しつ務む室しつや寝室よりも更に奥──屋敷の最深部とも言うべき場所である。

　そしてそこには──以前より『決して入ってはいけない』と執しつ事じに厳げん命めいされてきた地下室への階段が在る筈はずなのであった。





　眼を丸くして驚おどろきの表情を露あらわにしているシャノン。

　そしてその前では頬ほおを紅こう潮ちようさせたリステルが恥はじらう様に俯うつむいている。

　次に口にすべき一言を互たがいに模も索さくしつつも思い付かない──といった状態なのは誰の眼にも明らかだった。

　そして──

「ちょっと待ったあああっ!!」

　近所中に鳴り響ひびく様な叫び声と共に、どばん！　と扉を蹴け破やぶる程の勢いで、シャノンの部屋に乱入してくる影かげが在った。

　言うまでもなくパシフィカである。

「シャ、シャ、シャノン兄っ!!　いいこと!?　天が許ゆるしても地が許してもミユティエん家のおじさんが許しても、ふ、不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうとか、そーゆーのはこの私が許さないからね!?」

　口から泡あわを噴ふきかねない勢いでそう宣のたまうパシフィカ。

「なんだ、いきなり。お客さんに失礼だろうが。それに何だよ、不純異性交遊ってのは」

　さすがに顔をしかめてシャノンが言う。

「大体、不純だろうが純粋だろうが、リステルが交際するのに、なんで御前の許しがいるんだよ？」

「だ、だってそれは、その──あの」

　無論、咄とつ嗟さに割って入ったパシフィカに、理論武ぶ装そうの用意などある筈が無い。

「あの、その。ええと──」

「あ──」

　それまで呆ぼう然ぜんと飛び込んできたパシフィカを見つめていたリステルであるが──ふと何かに気付いた様な表情を浮かべて言った。

「ええと……パシフィカさん、よね？　あのね、多分勘かん違ちがいがあると思うの──」

「何が勘違いよっ!?　っていうか貴女ももうちょっと考えなさい、こんな脳のう味み噌そ老ろう人じんと付き合っても良い事なんてないわよっ!?」

「……はあ？」

　指差されたシャノンが顔をしかめて言う。

「誰が脳味噌老人か──というか、何の話だ、何の？　いつから俺とリステルが付き合うって話になったんだ？」

「──へ？」

　眼を瞬しばたたかせてパシフィカが言葉に詰つまる。

「え？　でも、だって──」

「盗ぬすみ聞きしてたな？　それも中ちゆう途と半はん端ぱに」

「う──」

　じろりとシャノンに睨にらまれてパシフィカは言葉に詰まる。

　シャノンは長々と溜ため息いきを吐ついてから言葉を続けた。

「何をどう勘違いしたのか知らないけどな。リステルの話ってのは仕事の事だぞ」

　そう言ってシャノンは手にしていた一通の封筒をパシフィカに示しめして見せた。

「仕事？　え？　でも──」

　先程の会話の内容を想い出すパシフィカ。

　あれが恋愛話以外の何に繋つながるというのか──

「すまんな、躾しつけの悪い妹で」

　そう言ってシャノンが溜息をつく。

「いいのよ……もう」

　苦笑するリステル。

　彼女は若じやつ干かん諦あきらめと恥はじらいの入り交まじった表情でパシフィカに向き直ると、言った。

「私ね、好きな人がいるの。その人に手紙を渡わたしたいんだけど……今は少し離はなれた所に居るから、なかなか手渡しする機会が無くて。でもちょっと事情があって急いでるの」

「へ？　え？　あ──そ、そう、なんだ？」

　眼を白黒させてパシフィカが言う。

「ええ。その人、巡じゆん回かい商人の商隊キヤラバンに居て定住してないから──普通に手紙を出したらいつ届とどくか分からないのよ。それで特別に届けて貰もらおうって思って──」

　そう言ってリステルは微笑ほほえんだ。

「だから大丈夫。貴女のお兄ちゃんを取りに来た訳じゃないから、安心してね」

「だ──誰がっ!!」

　喚わめくパシフィカ。そんな妹の様子を横目で見ながらシャノンは腕うでを組んだ。

「しかし仕事となると一応親父にも──」

「うむ。話は聞かせて貰った」

　一同の頭上から声が降ってきた。

「…………」

　無言で上を見上げるシャノン──そしてリステルとパシフィカ。

　彼等の注視する中、ごとりと天てん井じようの板が外はずされる──そこから顔を出したのは、言うまでもなく先程廊下の向こうに消えた筈はずのユーマであった。

「親父……色々言いたい事があるんだが」

「言うな。親と子は固い絆きずなで結ばれている。言葉など不要だ」

「……いつか切断してやるからな」

　呻うめく様に言うシャノンの横に、大おお柄がらな身体からだには不ふ似に合あいな程の軽い身のこなしで飛び降りてくるユーマ。彼は尊そん大だいな様子で腕を組んで言った。



    

  
    
      「商隊の通る道と大体の予定は分かっておるだろうし、ちゃっちゃと行って渡してくるだけだから、簡単な仕事だ。私が出で張ばる事もあるまいて。とはいえ、街の外に出るとなるとパシフィカではまだ危険だし、ラクウェル一人でもまた色々と不安が残る。シャノン──御前が行ってきなさい。報ほう酬しゆうは御前の小こ遣づかいにしていいぞ」

「まあ……そうなるか」

　シャノンは肩を竦すくめて言った。

　シャノンはリステルから託たくされた手紙をひょいとひっくり返す。そこには『ソイ・ニコノフ様へ』という文字が書かれていた。

「まあこれ一通運ぶだけで三百セトメだってんだから、申し訳ない位だな」

　そう言ってシャノンは微び苦く笑しようする。

　だが──

　まさか『手紙を一通運ぶだけ』の仕事が、とんでもない事態に──謎なぞの仮か面めん伯はく爵しやく率ひきいる謎の暗黒メイド軍団と戦うなどという羽は目めになるなどとは、当然この時の彼はまだ知る由よしも無かったのであった。



    

  
    
      　第二章　恋文急行便






　ぽくぽくと単調に続く蹄ひづめの音。

　晩ばん冬とうの──肌はだ寒ざむい空気の中にもほのかな温ぬくもりをもたらす乾かわいた陽射しの中で、シャノンはふと馬を止めた。

「…………」

　午後の街かい道どう。

　彼の他ほかに人の姿すがたは見えない。ただ陽の光が照らし出す風景の中──何ど処こか遠くで鳥の啼なく声が伝わってくる。

　彼は普ふ段だん着ぎの上から旅りよ装そう用の上着を帯おび、腰こしには護ご身しん用という事で鞘さやに収まった剣けんが一本吊つられている。これは実は刃はの付いていない練習用のものであるが──剣身は本物と同じく鋼こう鉄てつなので、棍こん棒ぼうの代わりにはなるし、上う手まく使えば人の肌や肉程度なら何とか『斬きる』事も出来たりはする。

　彼は馬から下りて腰の剣に手を添そえた。

　ゆっくりと呼吸を計はかる。

　いつでも抜ばつ剣けん出来る様に肩かたの力を抜ぬいて自然体で立ちながら、彼は言った。

「──出てこい」

　まだまだ父親であるユーマには及およばないが、彼も気け配はいを読む程度の事は出来る。

　達たつ人じんになればその質や数まで読みとって相手の性別から年ねん齢れい、背せ格かつ好こう、果ては大まかにだが考えている事まで判別出来るそうだが……さすがに今のシャノンにはそこまでの芸当は無理である。まあせいぜいが隠れている人間にも気付く、といった程度だ。

　だがそれだけでも、戦いにおいては大きな差となる。戦せん闘とうとは常に正面から向き合って正々堂々と──という訳ではないからだ。少なくとも気配を読みとれる者にはまず不ふ意い打うちは通用しない。

「…………」

　返事が無い。

　特に何者かに恨うらみを買う様な心当たりも無いが、街道には物取りや追い剥はぎの類たぐいも出るので気は抜けない。

　シャノンは一歩前に踏ふみだし──

「──ほらラクウェル姉。見つかっちゃったじゃない」

「おかしいわねえ」

　飽あきる程に聞きまくった声を耳にして、シャノンは思わずつんのめりかけた。

　同時に、彼のすぐ近くの空間が揺ゆらいだかと思うと……そこにはパシフィカとラクウェル、それに加えて異様なモノの姿が出現していた。

　六本脚あしの……何か得え体たいの知れない生物だ。

　いや。半はん透とう明めいの──まるで濁にごった硝子ガラスで出来ているかの様な感じである──体たい躯くを見ていると分かるが、これは生物ではなく半自じ律りつ型がた魔ま法ほうの類たぐいなのだろう。

　大きさはシャノンの乗っている馬の倍近く、全体的にもこもこと丸っこい形状だが、どことなく形は馬に近い。強しいて言うのならば太りまくった驢ろ馬ば、という感じか。

　そしてその横腹には何な故ぜか『すれいぷくん壱いち号ごう』と記しるされていたりする。

「きちんと姿は消えていたと思うんだけど」

　首を傾かしげて頬ほおに指先を当てながらラクウェルが言う。

「色々問いたい事はあるが、それは何だ？」

　シャノンは半はん眼がんでそのラクウェル達を背中に乗せている半自律型魔法を眺ながめた。

　ぱお～。

　どうにも気の抜ける声でその半自律型魔法が鳴く。何の意味があるのかシャノンにはさっぱり不明だが、なかなか芸が細こまかい。

「あ、これがね、これがね、一昨日おととい復ふく元げんに成功し完成した高速移動用の半自律型魔法〈神王馬スレイプニル〉なのよ。基礎構造の式しかなかったから、外がい装そうは私が適てき当とうに作ったんだけど」

　ちなみに最近のラクウェルは、母親の形かた見みの中から見つけた魔導式の覚え書きを基にして各種魔法を自分なりに復元するのに熱中している。

　元々魔法の才は在った彼女だが、田舎いなかに住んでいては新しい魔法の理論や情報を得る事もあまり無く……そのせいで少々つまらない想いをしていた様だ。だが母の覚え書きを見つけてからは、本来ならば習得さえ違法であるところの軍用魔法の再現を幾つも幾つも嬉き々きとして行っていた。

　それはさておき──

「そもそも……なんで御お前まえ達が此こ処こに居るんだよ？」

「いや、何となく面おも白しろそうだったから」

　と答えたのはパシフィカである。

「……ラクウェル。御前もお姉さんなんだから、この無む責せき任にん放ほう蕩とう娘むすめの突発性災さい害がいのよーな思いつきを諫いさめる位の良識は在ってもいいと思うぞ」

「誰が無責任放蕩娘よ」

　言うパシフィカの顔の真ん中を指差すシャノン。パシフィカはさっと攻こう撃げきを避よけるかの様に身を逸そらして指先から逃のがれる。

「…………」

「…………」

　もう一度パシフィカを指差すシャノン。しかしひょいと身をかわすパシフィカ。更に追つい尾びするシャノンの指先。それを右へ左へとかわし続けるパシフィカ。

「…………」

「あたたたたたっ!?」

　がっちり左手でパシフィカの頭部を掴つかんで固定し、右手の人差し指でその頬をぐりぐりと抉えぐりながらシャノンはもう一度ラクウェルを振り返った。

「大体、別に今回は手紙渡しに行くだけだぞ？　付いてきたって特に面白い事なんかないだろうに」

「今回はこの〈すれいぷくん壱号〉の起き動どう実験を兼かねてたから。別に何処でも良かったんだけど、それなら普ふ通つうの馬との差とかもしらべておきたかったし──」

「……然さ様ようで」

　言って溜ため息いきをつくシャノン。

　魔法に関する事が行動理由に絡からんでいた場合、ラクウェルを説得するのはほぼ不可能である事を彼はよく知っていた。まあ他の場合でもシャノンがラクウェルと口で争って勝てた試ためしは殆ほとんど無いのだが。

「ああもう痛いわねっ!?」

　言ってシャノンの左手を無理矢理外すと、パシフィカは言った。

「大体シャノン兄はずるいわよ？」

「なにがだ？」

「どーせ隣となりの街へ行くついでに遊んできたり、美お味いしいモノを食べてこよう、とか想ってんでしょ？　自分ばっかり！」

「──あのな」

　うんざりした表情でシャノンは言った。

　彼は以前から父ユーマの代わりに仕入れに出たり、他の街──隣とは言うが馬の脚あしでも丸一日以上かかる距きよ離りである──へ品物を届けに出で掛かける事も多いのだが、パシフィカは物心付いてからは殆どマヌーリンの外に出た事が無い。

　そのせいか、郷きよう里りから出た経験のあまり無い年とし頃ごろの少年少女が、ついつい抱いだいてしまう幻げん想そう──『此こ処こでない所には、きっと此処には無い素す敵てきな何かがあるに違ちがいない』──を抱きがちなのである。他の街に行けば、それはもう驚おどろきのけぞる様な美味しいものとか、感動に打ち震ふるえる様な美しいものとか、そういうのと出会えると思い込んでいるのだ。

「何処の街も大差ないって言ってるだろうが。全く御前は──」

「大差ないかどうかは私が決める事でしょ」

　まあそれはその通りではある。

「だったら勝手に行けばいいだろうが。俺は一応仕事なんだよ、し、ご、と。お気き楽らく極ごく楽らくの御前とは違うの」

「何よ──」

　とパシフィカが反論しかける前に──

「シャノン、そういう言い方ってないわよ。パシフィカはね、お兄ちゃんと一いつ緒しよに行きたかったんだから──」

「そこ！　事実を捏ねつ造ぞうしない!!」

　姉の方を指差して喚わめくパシフィカ。

「パシフィカ、おまえ──」

　シャノンは若じやつ干かん頬を紅こう潮ちようさせ、面めん食くらった様な表情を浮かべて──

「まさか俺の小こ遣づかいで飲み食いするのが狙ねらいかっ!?」

　と胸元を押さえる。

　そこにはリステルから貰もらった仕事料の前金が入っていた。

「ばれたっ!?」

　とパシフィカ。

　総額三百セトメの半分──百五十セトメ。確かに親から小遣いを貰っている様な子供の感覚からすれば、それなりに大金ではある。ちなみにパシフィカの小遣いは月に三十セトメ、シャノンの小遣いは五十セトメである。

「この暴食一代娘が、俺にばっかたかってないで、少しは自分で稼かせいで喰くおうとか、たまには兄に奢おごろうとか、そういう殊しゆ勝しような心がけはないのか!?」

「ないわっ！」

「断だん言げんしたな？　おまえきっぱり断言したな？」

「臨りん時じ収しゆう入にゆうなんだから気前よく妹に奢るのが兄としての道でしょっ!?」

　──などと。

　言い合いをする二人を眺ながめながら、ラクウェルは微び苦く笑しようを浮かべて言った。

「二人とも意地っぱりねえ。ねえ？」

　ぱお～。

　ラクウェルの言葉に同意するかの様に〈すれいぷくん壱号〉は鳴いた。





　長い長い溜息が我知らずに漏もれた。

「嗚あ呼あ──」

　眼を閉とじれば想い出せる貌かおが在ある。

　ただ瞼まぶたを下げて仮かり初そめの暗黒を作るだけで見る事の出来る姿が在る。夜空に輝かがやく星の、いや月の如ごとくに、その容よう姿しが自然と浮かび上がってくる。

　嗚呼──瞼の君よ。

　しかし眼を閉じれば閉じる程に僕は渇かつ望ぼうを覚えずにはいられない。

　仮初めの闇やみに描えがかれる君の姿は、あくまでも幻まぼろし。万能ならぬ身が記き憶おくに従したがって作り上げた紛まがい物。本物の輝くかの様なその愛らしさには敵かなう筈はずもない。

　だがそれでも僕は眼を閉じて君を思い出す。

　たとえ僕の記憶が描き出す不完全な紛まがい物であろうとも、今は遠く離れているこの身であれば、本物の君のその姿を見る事は出来ないのだから。だから嗚呼──瞼の君よ。浅ましくも幾いく度どとなく君の幻げん像ぞうを想そう起きする僕を、どうか軽けい蔑べつしないでおくれ──

「…………」

　──などと。

　無関係の人間が知ったら血が出るまで背中を掻かきむしりたくなるよーな事を想いながらソイ・ニコノフは旅の空の下に居た。

　ちなみに本人はとことん大おお真ま面じ目めである。

　まあ程度差は無論ある訳だが、大体において十代の恋れん愛あいとはそういうものであろう。よく言われる喩たとえで『恋愛とは麻疹はしかの様なものだ』──とはさすがに極きよく論ろんかもしれないが、思い込みの激はげしい時期故ゆえ、どうしても一度好きになってしまうと周りなんぞ見ずに突つっ走ぱしってしまい易やすい。

　だがそれが悪いという事ではあるまい。

　人を好きになるという事はごく自然であるし、冷さめきったまま人生を送るよりは何倍も楽しく、また有ゆう意い義ぎであろう。周りにはとことん迷めい惑わくだったりもするが。

「リステル……」

　呟つぶやいてソイは空を見上げた。

　幼おさない頃ころはよく少女と間ま違ちがわれた彼のその線の細さは今でも変わらない。骨ほね太ぶとだとか豪ごう快かいだとかそういう言葉とは一生縁えんが無い──そんな容よう貌ぼうの少年である。髪かみは柔やわらかな亜あ麻ま色いろ。大きな瞳ひとみは鳶とび色いろ。体格はというと短たん身しん痩そう躯く。巡じゆん回かい商人達の商隊キヤラバンで働いているので、それなりに筋肉はついている筈はずなのだが、全体で見るとやはり華きや奢しやな感じが否いなめず──年下趣しゆ味みの女性なんぞが見たら舌したなめずりして寄ってきかねないよーな感じである。

　それはともかく。

「ソイ。妄もう想そうにふけるのもいいけど、あんまりぼーっとしてて転ころげ落ちても知らないよ」

　そう言って声を掛けてくるのは、ソイが乗る馬車──彼は貨物室の屋根の上に座すわっていた──の御ぎよ者しや台だいの人物だった。

「愛いとしい恋人に会う前に轢れき死ししたら馬鹿みたいだよ」

　御者台に座る人物の名はハンナ・デトニスク。

　年齢三十五にして隊員二十名余りの商隊を率ひきいる女性で、隊内での通り名である『姐あね御ご』が全すべてを言い表している様な人物だ。

　錆さびの様な色のざんばら赤毛に、いつも誰だれかをねめつけているかの様な細い灰色の瞳ひとみ。男と見み紛まごうかの様な四角い顔と、それを支える大おお柄がらな体躯。ソイとはあらゆる意味で正反対──性別から外見的な雰ふん囲い気きまで──ではあるが、ソイから見れば母亡き後に自分の面倒を見てくれた親同然の人でもあった。

　ちなみにソイが振り返ると、彼やハンナの乗る馬車の後ろには、他に九台の貨物馬車が連なっている。先頭の一台を含ふくむ、これら十台の馬車が〈デトニスク商会〉の商隊であった。

　山さん賊ぞくなどに襲おそわれた際、密集隊形を採とり易やすい様にと、馬車はいずれも殆ほとんど距きよ離りを置かずに隊列を組んでいる。確かに転げ落ちて身を起こすのが遅おくれれば、後続の馬車馬に踏ふまれたりして大おお怪け我がをしかねなかった。

　一行は現在、通行税の高い主要街道から一本外れた枝えだ道みちを進んでいる。森の中を通る経路ルートで道としてはろくに整備もされてはいないが、まだ主要街道に近い為ためにあまり無む法ほう者ものの類たぐいと出くわす事も無かった。

「こ、恋人だなんて、そんな、僕は別に」

　慌あわてて言うソイにハンナは声を上げて笑った。

「はは。どの口で言うかね、この色ガキ。あんたを預あずかってもう八年だよ？　私にばれてないとでも思ったかい──てーか、隠かくしてる積つもりだったのなら、あんた、少し反省しな。これから商売人としちゃやってけないよ。仮か面めんでも被かぶるかい？」

「…………」

　ソイは溜息をついた。

　汚きたない言葉ではあるが、ハンナの言っている事は大体において間ま違ちがっていない。

　独身の彼女は親友の忘れ形がた見み──ソイの事だ──を自分の後あと釜がまに据すえる事を考えてはいる様だが、確かにソイは商人としての看かん板ばんを背負っていくには少々人が善よすぎるし、思い切りも悪い。そして何より問題なのはすぐに考えている事が貌かおに出る、という事だった。

「まあもうフランキ伯領内には入ってるしね、早けりゃ来週始めにはマヌーリン入りするさ。それまではも少ししゃっきりしておくれ。そうそう、その時には私にもどんな子か紹しよう介かいしとくれよ」

「は……はい」

　顔を赤らめてソイは頷うなずいた。

　だが──

「ん……？」

　不意に、ハンナは馬車の手た綱づなを引き絞しぼる。

　思わず落ちそうになって、ソイは慌あわてて馬車の屋や根ね縁べりにしがみつき、同時に後続の馬車に向かって叫さけんだ。

「停車、停車──！」

　ぎちぎちと車輪や車体を軋きしませながら荷物満まん載さいの馬車が停止する。後続の九台も相そう互ごに衝しよう突とつする寸前で何とか停車する事が出来たようだ。

　そして──

「なんだい、あんたは!?」

　ハンナが叫ぶ。

　怪け訝げんさと若じやつ干かんの苛いら立だちが入り交まじった声である。ハンナにしては珍めずらしい。

　不ふ審しんに思ったソイは屋根から降りて御者台の方に回る。

　そこで彼が見たのは──

「…………家メ政イ婦ド？」

　それはまあ──言ってみれば貴族や豪ごう商しようの屋や敷しきで働いている家メ政イ婦ドそっくりの格かつ好こうをした娘むすめらしかった。

『らしい』──というのは娘が殆ほとんど肌を露ろ出しゆつしていないからと、その色調が変であるからだ。黒い長なが袖そでのワンピースの上から付けているのは真まっ赤かな──血の様に真っ赤なエプロン。頭部にはヘッドドレス、そして手には革かわ手て袋ぶくろ。顔の上半分は何やら蝶ちようを模もした様な仮面が覆おおっており、全身で着用者の素そ地じが見えていると言えば、鼻から下の口元と、後頭部で尻尾しつぽの様に束たばねられた二条すじの赤毛のみであった。髪かみの艶つやや口元の膚はだを見ている限りでは、中身が老ろう婆ばという訳でもない様だが──

「誰だか知らないが、危ないだろう!?」

　ハンナが怒ど鳴なる。

　物もの怖おじしない女性である。普ふ通つうはこれだけ変な相手ならちょっとは引くものだが。

　その色しき彩さいや仮面も妙みようなら、そもそも家の中での作業着であるメイド服を着た娘がこんな森の中に立っている事自体が普通ではないのである。

「…………」

　娘はもじもじと──その奇きっ怪かいな格好からすれば、かなり違い和わ感かんのある態度ではあった──身じろぎしていたが、手にしていた棒ぼうの様なものを持ち上げて、構かまえた。

　格好が格好なのでてっきり箒ほうきか何かだと想っていたのだが、持ち上げられたその先にははっきりと鋼はがねの輝かがやきが宿やどっていた。

　短たん槍そうである。

「──!?」

　ハンナとソイ、それに何事かと前に出てきていた他の商隊員達は顔を見合わせた。

　正直言って、追いはぎだの山さん賊ぞくだのの類たぐいは珍めずらしくないのだが、なんというか──この娘は格好といい、態度といい、どうにもそれらしくない。

　では何か、と問われれば全く訳わけが分からないのであるが。

「え……えと。あの」

　娘が短槍を構えながら、やっぱりどこかもじもじした様子で言った。

「ふはははははははは…………はは……はははははは……はは…………は…………」

　ひょっとしたら高らかに笑おうとしているのかもしれないのだが、どうにもおどおどしているというか、気き後おくれしている様な感じなのでそうは聞こえない。笑い声と言うにはその響ひびきは妙に虚うつろだった。

　眼を丸くしたまま無む言ごんでハンナ達が眺ながめていると、その黒いメイドは急に不安になったらしく、笑い声を引っ込めて──呻うめくように言った。

「あの。えっと。その──」

　とやっぱりもじもじ。

　そして──

「ええい遅おそいッ！」

　ばさりと枯かれ葉はを跳はね飛ばしながら──どうやら地面に穴あなを掘ほってそこに潜ひそんでいたらしい──もう一人、同じ様なメイド然ぜんとした格好をした人ひと影かげが起き上がり、やはり手に持った得え物ものでびしりと先のメイドの後頭部をぶん殴なぐった。

「──あう。痛いです、先せん輩ぱい」

　べしゃりと地面に突つっ伏ぷしてから、ひょいと身を起こして言ったところを見ると、この娘が相当に頑がん丈じようなのか、それとも見た目や音ほど強力な一撃ではなかったのか。

　まあそれはともかく──

「黙だまりなさい。折せつ角かく美お味いしい役やくを譲ゆずってあげたのに、その様ざまはなんですか」

　後から出てきた娘も同じ格好ではあるのだが、差別化なのか何なのか、顔に付けている仮面はより派は手でなものになっている。

　そして手に持っているのは、長ちよう剣けん。こちらも何やらごてごてと装そう飾しよくが付いている上に、柄つかの部分にはやったらめったら精せい密みつでそれっぽい造りの『目玉』がくっついていて、見るからに凶きよう悪あくというか悪っぽい感じである。

「こ……これって実は美味しい役だったんですか!?」

「……やはり貴女あなたには精神的な教育が足りなかったようね」

「ああっ、嫌いやっ、地下室で『悪の心得』朗ろう読どく五千回はもう嫌ですっ!!」

　身を震ふるわせて後ずさる先の娘。

「あのさ──」

　ハンナが呻くように言った。

「私ら、行ぎよう商しようの途と中ちゆうで急いでんだけど。漫才コミツクチヤツトやるなら余よ所そでやってくんない？」

「ほら見なさい。貴女のせいで漫才などと言われてしまいましたよ」

　びしりと先の娘を指差しながら言う後の娘。

「うう、すいません」

「ああ、そこの愚ぐ民みん。我々は漫才芸人ではない。今のはなしだ、これからきちんとやるからその眼を見開いてよく見るがいい！」

　言ってから、娘は剣を振りかざし、大声で高らかに笑い始めた。

「ふはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは──」

「…………」

　半なかば呆ぼう然ぜんとその様を見つめるハンナ達。

　そして──

「あ、あの──」

　とてとて、といった感じで歩み寄ってきた先の娘が、申し訳わけなさそうに言った。

「そこでこう、突っ込んでくださらないと」

「はあ？」

「ははははははははは──げほっ！　ええい愚民、そこで『だ、誰だ!?』とか誰何すいかしなければ、次の段階に移うつれないではないか！」

「そ、そういうもの？」

　思わず問い返すソイ。

　ちなみにハンナは既すでに呆あきれた様子で御者台に戻り、のんびり煙草たばこをふかしていたりする。

「どうもそういう決まりらしいので。私も実はよく分からないんですけれど。よろしくお願いします」

　ぺこり、と頭を下げられて、ソイは頷うなずいた。

「は、はあ──」

「そういう訳わけでもう一度だ。ふはははははははははははは──」

「えーと……、だ、誰だ」

「貴き様さま等ら愚民に名乗る名前は無い！」

「…………」

　なら誰何を求めるのは無意味なんじゃないかなあ、とかソイは思ったが、また目の前のおどおどした娘が困りそうなので黙だまっておいた。

「ただ我われ等らの事は〈地じ獄ごくの暗黒メイド軍団〉とだけ覚えておけばよい！」

「はあ──」

　なんか趣味センスの悪い名前だなあ、などとも思うが、指し摘てきするのも悪いような気がして、これも自分の胸に留とどめておく。

「貴様等はたった今から、我等の捕ほ虜りよである！　全すべての物資を潔いさぎよく差し出すのならよし、さもなくば命は無いものと想え!!」

「──結局、新手の山さん賊ぞくかい」

　溜息をついてハンナが言う。

「バーデル、セラフィオ、出番だよ！」

　ハンナの声と共に、二人の男が後続の馬車から姿を現した。共に体格の良い──しかし筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうというよりは、よく絞しぼり込まれた体たい躯くの人物だった。

　共に手には柄えのやや長い棘付き棍棒モーニングスターを持っている。

「おい嬢じようちゃん──今なら悪い冗じよう談だんと見み逃のがしてやるぞ」

　バーデルが軽々と棘付き棍棒を振り回しながら言う。

　長剣に比べるとけれんには欠けるが、実のところ、使う人間が使えば生なま半はん可かな剣は叩たたき折られ、甲かつ冑ちゆうに守られている相手でも一撃で沈ちん黙もくせざるを得ない凶きよう悪あくな武器である。

　そして扱あつかう手つきからしてバーデルとセラフィオがこの武器の扱いにかなり熟じゆく練れんしているのは間違いが無い。

「だがこれ以上悪ふざけを──」

　そこまで言って──不意に、本当に何の脈みやく絡らくも無く唐とう突とつに、バーデルは前のめりに倒れて動かなくなった。

　一いつ瞬しゆん遅おくれてセラフィオも。

　そして──その背後には、それぞれ一人ずつ、やはり黒いワンピースと紅あかいエプロンをしたメイドの姿があった。何をどうしたのかはさっぱり分からないが、このメイド達が二人を──本人にも恐おそらくは気付かぬ内に倒してのけたのであろう。

「悪ふざけをすればどうするというのだ？」

　高らかに笑ってから長剣の娘は改めてハンナに切っ先を突きつける。

「…………」

　さすがのハンナも愕がく然ぜんとした様子で御者台から腰こしを浮うかし、そのままの姿勢で固こ着ちやくしていた。

　このメイド達──ただの阿あ呆ほうではない。

　というかきっちりかっきり正しよう真しん正しよう銘めいの阿呆ではあるかもしれないが、それに不ふ似に合あいな程の実力を持っている。

　バーデル達はかなり武道にも精せい通つうした元傭よう兵へいである。デトニスク商会専属の護ご衛えいとなってもう四年、山賊だの強ごう盗とうだのを退しりぞけた回数は両手に余あまる。

　その彼等がこうもあっさりと──

「愚おろかな愚民共どもめ」

　長剣を構えた娘が勝ち誇ほこった口調で言って笑う。

　短槍の娘の方がその傍かたわらに戻って言った。

「先輩、形容詞が重ちよう複ふくしてます」

「…………」

　べし、と剣身の腹はらでもう一度ぶん殴なぐって短槍のメイド娘を地に這はわせてから、剣の方のメイド娘は高らかに宣言した。

「最初から素す直なおに従したがっていれば良いものを。だが刃は向むかった以上は生まれてきた事を後こう悔かいする様な地じ獄ごくが貴様等を待っていると心得よ！」

「く──」

　さすがのソイも洒落しやれにならない事態と気付いて身構える。

　争い事はどうにも好きになれないが、相手は四人──人数ではこっちが四倍以上いるのだ。何とか逃にげる位は出来るかも知れない……

「引っ立てろ!!」

　高らかに命ずる剣の娘。

　次の瞬しゆん間かん──

「──!!」

　ハンナが愕がく然ぜんと声にならない呻うめきを漏もらす。

　枯かれ葉はを撥はね飛ばしながら総計三十人近い武ぶ装そう集団が身を起こすのを見て、ソイは自分の考えが甘あまかった事を思い知った。





「来てない？」

　眉まゆを顰ひそめてシャノンは聞き返した。

　マヌーリンから馬でおよそ一日。

　隣となり街まちであるアスタールの商人組合にデトニスク商会の商隊に会いたいと問い合わせたのだが──

「予定では昼前には着く筈はずだったんだがねえ。正直、困っとるんだわ」

　年寄りの組合事務所職員は膝ひざの上に乗った猫の背中を撫なでながら言った。

「ふむ……？」

　シャノンは首を傾かしげる。

　商人組合に加入している巡じゆん回かい商人の商隊はその移動経けい路ろや日程を報告する義ぎ務むがある。商品の過か剰じよう供きよう給きゆう、あるいは極きよく端たんな供給不足による価格の急きゆう激げきな変動を防ふせいだりするのと同時に、巡回路の安全性、移動に必要な時間とそこから弾はじき出される各種費用、その他を資料として統計的に算さん出しゆつする為である。

　故ゆえに、伝でん書しよ鳩ばと、あるいは市し井せいの魔ま導どう士しの通信系魔法を使って各地の商人組合支所はそれぞれの商隊の動きを一応把は握あくしている。実を言えばシャノン達もリステルから念のために、とデトニスク商会が提出したこのアスタール・マヌーリン間の行こう程てい書しよの写しは貰もらっていて、それに従したがってここまでやってきたのだ。

　組合員によれば、三日前に前の街をデトニスク商会が出発したのは間違いない事の様だった。時刻は既すでに夕方、順調に行程を消しよう化かしていれば確実に着いている時刻である。

「事前に提出されてた行程を見る限りじゃ、土ど砂しや崩くずれだのなんだのが起きる様な場所は無かったし、ここ半年ほどは領内では山さん賊ぞくの被ひ害がいもきかねえしなあ。まあ脱だつ輪りんだの何だので一日やそこら遅れる事は無い訳じゃないんだがね」

「はあ──」

「明日の夕方辺あたりまで待って来ない様なら、捜そう索さく隊たいを出すかもしれんが、それまでは待つしかないなあ」

「そうですか」

　シャノンは組合職員に礼を言って建物を出た。彼の姿を認めて組合の玄げん関かん脇わきで待っていたラクウェルとパシフィカが立ち上がる。

「どうだった？」

　とパシフィカ。

「やっぱり来てないらしい。予定では昼前に着いてる筈なんだが」

「事じ故こでもあったって事？」

「いや、まだそうと決まった訳じゃないみたいだけどな」

　シャノンは言って頬ほおを掻かいた。

「さてどうしたもんか。万が一、何かの理由で事前に提出された行程書と違う道を通っているのなら、下へ手たに動かずにここで待っていた方が行き違ちがいにならずに済すむ」

「それはそうね」

　ラクウェルが頷うなずく。

「しかし──」

　シャノンが懐ふところから一枚の封ふう書しよを取り出した。

　リステルから預あずかってきたソイ・ニコノフ宛あての手紙である。彼女の話によると『急ぎの用件なので、可能な限り早く、出来れば明後日までに届とどけて欲しい』との事だった。つまりは今日中に届けられるのが最さい善ぜんではあったのだ。

「少しでも早く届けてあげたいよね」

　とパシフィカ。

「それって懸想文ラブレターなんでしょ？　それも至急の」

「まあ──多分な」

　内容までは聞いていないが、リステルの話からすれば、恐らくはそうだろう。

　互いに好き合っている男女。自覚はあるし、相手も自分と同様であるという確信はある。

　しかしやはり互いに恋人を名乗る程の踏ふん切ぎりも無いままに、中ちゆう途と半はん端ぱな関係が続いてきた──そこで一方が渡す手紙といえば、やはりこれは恋文だろう。

「待っていれば何日か後にはマヌーリンに来た筈なんだし──なのにわざわざシャノン兄を雇やとって手紙を届けさせたいっていうんだから、やっぱり一いつ瞬しゆんでも早く相手に読んで欲しいんだよ」

「それはそうだけどな。行き違いになってしまったら余よ計けいに時間を食うだろう。確実さをとるか、時間をとるか──」

「私が此こ処こに残ってようか？　行き違いは防ふせげるでしょ？」

「それはいいが、御お前まえ、どうやって連れん絡らくする積つもりだよ？　ラクウェルの〈すれいぷくん壱いち号ごう〉使っても、遅れる事には変わりないだろうし」

「あ、そうか。手紙は一通しかないもんね」

　それをシャノンが持って行ってしまえば、結局はソイに渡すのが遅れる事になってしまう。連絡はそれこそ〈すれいぷくん壱号〉を高速移動させれば比ひ較かく的てき短時間で済すむかもしれないが──

「シャノン──地図はある？」

　不意にそんな事をラクウェルが尋たずねてくる。

「地図？　そりゃ持ってるが」

「デトニスク商会が通りそうな道っていうのは、大体分かるわよね？」

「んー……多分な。あの商隊は専属の護ご衛えいが居るらしいから、主要街かい道どうを通る可能性は低いし」

　巡回商人の商隊は巡回路を選ぶ際には大体二通りに分かれる。

　高い通行税を払はらいながらでも比較的安全な主要街道を行くか、そうでなければ通行税はかからないが、治ち安あん騎き士し等らの巡回が手て薄うすな枝えだ街道を行くか、である。

　後者の場合、当然ながら山賊や強盗の類たぐいに襲おそわれる可能性が高くなる訳で、通行税で浮ういた費用を、護衛役への賃ちん金ぎんに回す商隊も少なくない。シャノン達が会うべきデトニスク商会の商隊は後者の様だった。

　もっとも主要街道でも出る時は山賊が出るし、枝街道でも山賊は出ない事も多い。あくまで可能性の問題であり──どちらをとるかは商隊の隊長の判断によるだろう。

「元々通る予定だった道がここだ」

　シャノンが懐ふところから携けい帯たい用の地図を取り出し、左手で馬の鞍くらにその端はしを押しつけて広げながら、右手でそこに書かれた道の一本を示した。

「主要街道を通ればそれだけ通行税がかかって値段に跳はね返るからな──俺ならここか、ここを通る。多少回り道だが、比較的馬車でも通りやすいだろう」

　彼が示したのは、いずれも主要街道側の枝道であった。それぞれ、あまり離はなれていない。大おお雑ざつ把ぱに言えば主要街道とほぼ平行に走っている道だ。

「そう離れてはいないわよね？」

「まあ直線距きよ離りではな。しかし一本は森、一本は谷間を通っているからな。見通しはきかないぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　ラクウェルはのんびりとしたお気楽な表情でそう請うけ負おった。

「何が大丈夫なんだ？」

「あのね、もう一つ新しく復元に成功した魔法があってね？」

「そうなのか？」

「警けい戒かい探たん査さ系けいので〈楽園アスガルド〉っていうの。普通は三人で使う魔法なんだけど、探たん知ち対象の条件を絞しぼれば、処しよ理りとしては軽くなるから、私でも何とか起動して使える筈はず。十台の商用貨物馬車の集団ってそんなにあちこちにいないでしょ？　移動しながらは起動出来ないけど、探査範囲半はん径けいを移動する度に起動していれば、見逃す確率は殆ほとんど無いと想うし」

「ふむ……」

　シャノンは腕うでを組んで考える。

　今一つラクウェルの魔法は──それも覚えたての魔法には不安が残る。探査系の魔法で爆ばく発はつだの何だのが起こるとも思えないのだが、そういった常識的な判断の斜ななめ上を行くのがラクウェルの常つねでもあった。

「シャノン兄。探しに行こうよ」

　パシフィカが言う。

「手紙の事が無くても──その隊商、到とう着ちやくが遅れてるのは事実だし、ひょっとしたら事故で困ってるかもしれないでしょ。一刻を争あらそう事じ態たいかもしれないじゃん」

「…………」

　しばしシャノンは妹の顔を見つめていたが──

「そうだな」

　微び笑しようして彼はぽん、と妹の金きん髪ぱつ頭に掌てを置いた。

「ラクウェル、頼たのむ」

「ええ」

　双子の姉は微笑ほほえんで頷うなずいた。



    

  
    
      　第三章　悪の軍団






　瞼まぶたを閉じて仮かり初そめの暗黒を作る。

　少し意識を向けると──無数の小さな正六角形が互たがいに連なりながら、まるで水をぶちまけるかの様な速さで四方八方に広がってゆく。蜂はちの巣す模も様ように敷しき詰つめられた均質な図形の群むれは、どこまでもどこまでも展開して行き──やがて闇やみを覆おおい尽つくした。

　その真ん中。

　全すべての六角形が展開してゆく基点となった最初の六角形。そこには今三つの光点が瞬またたいている。

「んー……」

　三つの光点はそれぞれに色が違ちがう。白は自分自身を示す色。そしてその側そばに在ある青が二つ。通常はこれは友ゆう軍ぐんたる事を示す色である。

「確認したいのだけど。パシフィカ……ちょっと動いてみてくれる？」

「──ん。こう？」

　青い点の一つがひょいと動いて他ほかの二つから離はなれる。

　軽けい快かいな足音が遠ざかってゆくのと同時に青い光点はするすると一直線に移動して、隣りん接せつする六角形の中に移った。

「問題なく起動したみたいね。ありがとう、もういいわ」

「もういいぞ……ってどこまで行く積つもりだ、あいつは」

　呆あきれた様な声が言い──一ひと際きわ声を大にして続けた。

「おーい！　戻もどってこいそこの猪いのしし！」

　待つ事数秒。

　闇の中の光点が行きを上回る速度で戻ってくると同時に、駆かけ寄ってくる足音が大きくなる。そして──

「誰だれが猪よっ!?」

「世界の果てまで真まっ直すぐ突つっ走ぱしる積もりか御お前まえは。程度というものを知っておかないといつか身を滅ほろぼすぞ」

　──などとお馴な染じみの会話が聞こえる。

　ラクウェルは苦く笑しようしつつ眼を開けた。

　先程瞼を閉じる前に見たものとほぼ同じ光景が視界の中に流れ込んでくる。違う点と言えば目の前の金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女──妹のパシフィカが顔を真まっ赤かにしつつ肩で息をしている事だけだ。

　双子の弟のシャノンはというと、ラクウェルが目を閉じる前と寸すん分ぶん違たがわぬ姿し勢せいで、その長身を手近な樹じゆ木もくの幹みきにもたせかけている。

　弟と妹の姿すがたの向こうに見えているのは、晩ばん冬とうを迎むかえた街道の風景である。冬と言っても街道脇わきの常じよう緑りよく樹じゆが丸まる裸はだかになる事は無いのだが……それでも乾かわいた風に梢こずえが揺ゆれている風景は何ど処こかまだ寒々しい感じがする。

「で──どうだったんだ？」

　とシャノンが尋たずねてくる。

「やっぱり問題なく起き動どうしてるわ。パシフィカとシャノンも設せつ定てい通り探知しているし」

　言ってラクウェルはのほほんとした笑えみを浮うかべた。

　艶つややかな長い黒くろ髪かみと大きな黒こく瞳どうのせいで、こうした表情を浮かべると何ど処こか童どう女じよの様な愛らしさを彼女の顔立ちは醸かもし出す。これが街の若い男達にはやけに人気ではあるのだが──生憎あいにくと双子の弟や、同性である上に毎日見慣れている妹としてはさしたる感かん慨がいも無い。

「でもソイって人の居場所は分からない？」

　とパシフィカが尋たずねてくる。

　ラクウェルは少し肩を竦すくめて頷うなずいた。

「そうなのよね……」

　ソイ・ニコノフ。

　シャノン達は日曜学校の元同級生リステル・ゴルダの依い頼らいにより、現在彼宛あての手紙を運んでいる途と中ちゆうであった。数日後にはリステルの住むマヌーリンの街に彼の所しよ属ぞくする商隊キヤラバンがやってくる筈はずなのだが、どうも急ぎの要件らしく、わざわざ彼女はシャノン達に手紙の送付を依頼したのである。

　だが。

　リステルから渡された資料の通りであれば、とっくに隣となり街まちに到とう着ちやくしている筈の商隊であるのに──どうも予定が遅れているのか、到着期日を過ぎても彼等が街にやって来た様子は無い。

　そういう訳わけでシャノン達は、ラクウェルが最近、母親キャロルの覚え書きから再現に成功したという警けい戒かい探たん査さ系けいの結界魔法〈楽園アスガルド〉によって、ソイの居場所を探る、という方法に出ていた。

　ちなみにこの〈楽園〉は元々陣じん地ちの周囲に接近してくる敵を事前に察さつ知ちする為ためのもので、敵軍と友軍を区別出来る様に、認にん識しき対象に関して幾いくつかの条件を設定する事が出来る。

　当然、今回はリステルから教えられたソイ・ニコノフの背せ格かつ好こう──間ま違ちがって他人に渡したらいけないという事で、事前に細かく聞いてきたのだ──を探知対象とした。

　年ねん齢れい十八。身長はシャノンよりも頭半分小さい位。やや痩やせ形がたで──

「ソイ君以外は全すべて探知対象から外している分、探知範はん囲いは広げてある筈なんだけど。見当たらないわねえ」

「ふむ……いっそ探知対象条件をもっと緩ゆるめるってのはどうだ？」

　とシャノン。

「単純に『人間』ってだけで調べてみるとか……ここら辺まで来ればそう人数も居ないだろうしな」

　元々シャノン達はそのソイ・ニコノフという人物の背格好を自みずから見て知っている訳では無い。無論、シャノン達にそれを伝えたリステルは直接知っている訳だが、どうしてもその言葉を伝える者と受け取る者の間では誤ご解かいの類たぐいが生じる恐おそれはあるし、そもそも『恋こいする乙女おとめ』であるところのリステルが、懸け想そう相あい手ての背格好にかなり『脚きやく色しよく』を加えてしまっている可能性も否ひ定ていは出来ない。親の欲目ならぬ恋人の欲目という奴やつだ。

　無論──だからといって探たん索さく条件を『人間』とだけしてしまうと、際さい限げんなく該がい当とうする存在を探知し続ける事になる訳だが……今シャノン達が居るのは、街からも主要街道からもかなり離れた位置である。人口密度は圧あつ倒とう的てきに低いので、この程度なら虱しらみ潰つぶしに調べていってもそんなに手間はかかるまい。

「そうしましょうか？」

　言ってラクウェルは再び眼を閉じる。

　意識の中の魔導式を一いつ旦たん解かい除じよ、細かな設定をやり直して再び起動。

　再び仮かり初そめの闇やみの中に六角形の群れが広がってゆく──

「──どう？」

「うーん」

　パシフィカの問いに首を傾かしげるラクウェル。

「ちょっと妙な感じなのよねえ」

「何が？」

　とシャノン。

「近くの硝子ガラス谷だにの所に五十人位の人が集まっている反応があるんだけれど……」

「硝子谷に？」

　シャノンは周囲を見回した。

　既すでに街から離れる事、馬で（そして〈すれいぷくん壱号〉で）二時間余あまり。

　元々街道が在る以外は殆ほとんど手つかずの自然が広がっているだけの土地である。旅人や商人でもない限りこんな所に人はまず住んでいないし、ましてや集まってきて何かをするような場所でもあるまい。

　それに硝子谷と言えば風ふう蝕しよくが進んでいる所なので危険だという事で──鋭するどく細こまかい破は片へんが剥はく離りして落ちてくる事も少なくない──あまり用の無い人間は近寄らない所だ。

「なんだってあんな所に──」

　首を傾かしげてみるものの、ここで想像を膨ふくらませてみてもあまり意味はあるまい。

「他に手て掛がかりもないしな……とりあえずそこへ行ってみるか。人が多ければ〈デトニスク商会〉の馬車でも見み掛かけた人間がいるかもしれんし」

「それがいいでしょうね」

　言ってラクウェルは〈楽園アスガルド〉の魔法を終しゆう了りようさせる。

　続いて──

「来たれ・不運な旅人の嫡ちやく子し・名馬の裔すえよ・天空を越こえ・海うな原ばらを越え・灰はい色いろのその身で我われ等らを望みし地に至いたらしめよ──」

　呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

　ラクウェルの脳のう裏りで新たな魔導式が展てん開かいし、根本世界原則に接続、望みの効果を具ぐ体たい的てきな形として顕けん現げんさせる。

　突とつ如じよとして発生した光の線が曲折し、互たがいに絡からみ合い、一つの形状を構成してゆく。同時にこれまた虚こ空くうから発生した部品の様なものがその光線の織おりなす格こう子し模も様ようの中に次々と填はめ込まれてゆく──

　そして。

「……なあ。少し外形いじれないのか？」

　最終的に出現したモノを見てシャノンが溜ため息いき混まじりに言う。

　そこに居るのは六本の脚あしを持った馬。

　……というよりは河か馬ばの親しん戚せきの様なずんぐりむっくりの物体であった。しかもその何だかよく分からない動物モドキは、半はん透とう明めいの身体からだを震ふるわせて『ぱお～』と気の抜けまくる声を発している。

　ラクウェルの説明によると、これは軍用に供せられる高速移動用自じ律りつ系けい魔法〈神王馬スレイプニル〉が起動した姿なのだそうだが──シャノンに言わせるとどう考えても外見が名前負けしている。

「というかなんで六本脚なんだか」

「そうなのよね。本当は八本脚の筈なんだけども……母様の覚え書きでかすれてて読めない部分があって」

　ラクウェルが言う。

「いや……そうじゃなくてな」

「でもね。これはこれで可愛かわいいと想うの」

　うっとりした表情でその〈神王馬〉──ラクウェル達は〈すれいぷくん壱号〉と呼んでいるらしいが──を眺ながめる。

「……いやまあ、乗ってるお前等が平気なのならそれはそれで良いのかもしれんが」

　シャノンはもう一度真正面からその物体を眺めてみた。

　全体的に緩ゆるみまくった造ぞう作さがどうにも間ま抜ぬけである。まあ巨きよ体たいに比べれば点の様な、小さな小さな瞳ひとみは草食動物のそれを想わせて可愛いといえなくも……

　ぱお～。

　やはり間の抜けた声を聞いてシャノンは意味もなくその場にへたり込みそうになった。

「そもそもなんで鳴くんだ？」

「可愛いから」

　即そく答とうである。

　まるで信念を語るかの様に微み塵じんの躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも無い。

　改めて〈すれいぷくん壱号〉を眺めてから、シャノンは言った。

「なあラクウェル……常々その『可愛い』という単語の意味と用法について、世せ間けん一いつ般ぱんと御前とでは相当な隔へだたりがあるのではないかと危き惧ぐしている俺がいる訳だが」

「私も可愛いと思うけどなあ」

　パシフィカも追つい従じゆうする。

「可愛いわよねえ？」

　頷うなずき合う姉妹。

「うん。この可愛らしさが分からないなんて、きっとシャノン兄は心が貧まずしいのね。知ってたけど」

「悪かったな」

　シャノンは妹の方へ向き直りながら言った。

「くそ生なま意い気きで我わが儘ままな妹がいると心が荒すさむんだよ、どうしてもな」

「誰がくそ生意気で我が儘よ!?」

「そもそも──」

　シャノンはパシフィカの襟えり首くびを猫の子を持つ様に、後ろを掴つかんでひょいと持ち上げると、ラクウェルの前に置いた。

「ラクウェル。パシフィカは可愛いか？」

「ええ」

　これまた微塵の照れも躊躇ためらいも無い。

「何よシャノン兄。今いま更さらそんな分かり切ったことを」

　と言うパシフィカもパシフィカでかなりの根こん性じようではあるのだが──

「ラクウェル。で、この豚ぶた驢ろ馬ばも可愛いんだな？」

　と〈すれいぷくん壱号〉を指差す。

「ええ」

「…………」

　曖あい昧まいな笑顔を浮かべたまま凍こおり付くパシフィカ。その頬が何度か軽く引きつった。

「その外見的な評価を行うにあたって、これと同じ単語でくくられている訳だが。おまえ、何も思わないか？」

「…………」

「まあ……似にたようなもんっていえば似たようなもんか」

「誰がよっ!?」

　両手を振り回して喚わめくパシフィカ。

　飽あきもせずに毎度毎度の口くち喧げん嘩かを始める二人をラクウェルはやはり飽きもせずにのんびりと眺め……そして〈すれいぷくん壱号〉に眼を向ける。

「こんなに可愛いのに。ねえ？」

　ぱお～。

　同意するかの様に〈すれいぷくん壱号〉が鳴いた。





　フランキ伯はく爵しやく領りよう。

　領主が居きよを構えるマヌーリンの街を中心として広がるこの地域は、広大な上──変化に富とんだ地形を数多く内ない包ほうしている。山や谷は無論の事、過去の遺い跡せき──創世戦争において魔族達が構こう築ちくしたと言われる〈砦とりで〉やそれに類るいするものが数多く残っているとも言われていた。

　実際には噂うわさが先行しているだけで、そうそう魔族の遺跡があちこちに見られる訳でもないのだが──起き伏ふくに富んだ地形が数多く見られるのは事実である。

　そしてそこもそんな地形の一つであった。

　大地に刻きざまれた巨大な亀き裂れつ。

　単なる谷ではなく、その切り立った断だん崖がいの壁へき面めんは硝子ガラスの様に滑なめらかな形をしていた。事実この谷の壁面を調べると高こう温おん焼しよう結けつされた硝子質らしく、長年の温度変化によって無数の細かな亀き裂れつの走る壁面は、ある種の人工物の様な、奇き妙みような風景を形成していた。

　一体如い何かなる自然現象がこの様な地形を形成し得るのか。研究する者の数は圧あつ倒とう的てきに少なく、そのせいかこれは『創世戦争における爪つめ痕あとである』と主張する者も居る。

　それはともかく。

　通つう称しよう『硝子谷』と呼ばれるその黒い渓けい谷こくの底部近い壁面に一つの穴あなが穿うがたれていた。

　大きさの割にはあまり目立つものではない。

　元々が黒い壁面である為ために、遠目にはそこに穴が空あいている事さえ分からないかもしれない。だが近寄ってみればその穴はかなり大きな──例たとえば大型の貨物馬車でも何とか通れる程度の直ちよつ径けいがある。そしてそれは奥へ奥へと──地の底へと続いているのだった。

　で──そこに何が在るのかというと。

「うわはははははははははははははは」

　馬ば鹿かみたいに大声で笑い続ける男が居た。

「わははははははははは、わははのは」

　そこは大広間だった。

　窓が無い事、装そう飾しよくが全体的に安っぽい事を考こう慮りよしても、その場を他に示すべき適てき当とうな言葉は無い。舞ぶ踏とう会かいでも開けそうな床ゆか面めん積せきが在り、その端はしには出入り口、そして反対側の奥まった位置には壁面からテラスが張り出している。

　男はそのテラスの上に傲ごう然ぜんとした態度で立ちながら笑い声を上げている。

　この広間、元々は天然の地形──鍾しよう乳にゆう洞どうか何かなのかもしれないが、綺き麗れいに水平と垂直を保たもっている床と壁を見る限りでは、相当に人の手が入っているだろう。まともに平面を削けずり出すのは並なみ大たい抵ていの事ではないから──ある種の魔法で凹おう凸とつを削り取って形を整えたのかも知れない。

「わははははははははは」

　男は笑い続けていた。

　ひょっとしたら誰かが止めないとこの世の終わりまで笑い続けているかもしれない。

　広間の真ん中には縄なわで縛しばられたデトニスク商会の面々が座すわらされている。そしてその周りには執しつ事じやらメイドやらの格かつ好こうをした──しかし一様に仮か面めんを被かぶっている──連中が立っていた。

　そして──

「そこの高笑いしてる馬ば鹿か！」

　気き丈じようにも縛られたままの格好でデトニスク商会の女主人ハンナは叫さけんだ。両手が自由だったならびしりと指差しでもしていただろう。

「あんたがこいつらの親玉だろ？　さっさとやめさせな！」

「──む？」

　テラスにて高笑いをしていたその男は笑うのを止めてソイ達を見下ろした。

　これまたメイド達や執事達と同じく、仮面の様なものを被っているので、その顔は分からないが──唯ゆい一いつ見えている口元や、笑い声からすれば、恐おそらく初老と言っても良い様な年齢なのではなかろうか。

「馬鹿とは私の事か？」

　と男は傍かたわらに控ひかえていた人物に──執事の格好をした娘むすめに尋たずねる。もっとも女性と分かったのはその胸元の膨ふくらみ故ゆえの事であり、当然の如くにこの人物も仮面をしている。

「まず間違いなくそうでしょう」

　執事姿の娘はきっぱりと頷うなずいた。

「他に誰がいるってんだい」

　ハンナが言う。

「あの、あんまり刺し激げきしない方が──」

　隣となりに転ころがされているソイが恐る恐るそう言うものの、ハンナは怒いかり心しん頭とうに発しているのか、全く聞いていない。

「むむむ。少し威い厳げんが足りぬか」

「全然足りませんね」

　とこれまたきっぱりと傍らの執事娘。

「難むずかしいな」

「精しよう進じん在あるのみでございます」

「うむ。それはとりあえず今後の課題に」

　男は納なつ得とくしたように頷くと、改めてソイ達を見下ろして言った。

「おい、そこの愚ぐ民みん」

「だれが愚民だい──偉えらそうに」

「む。ではそこの庶しよ民みん」

　意外に素す直なおに言い換かえる男。

「貴き様さま等らは我わが暗黒スパスパ帝てい国こくの捕ほ虜りよである。貴様等の生命財産は全すべてスパスパ帝国十二代皇帝たる余よが徴ちよう収しゆうする。以い降こう、我が言葉は神の言葉と心得よ」

「…………」

　ハンナはしばし男を睨にらみ付け──

「ソイ。大変だよ」

「いや……あの……さっきからずっと大変だと思いますけど」

「山さん賊ぞくかと思ったら××××だ」

「き……××××ですか？」

「ああ。××××だ」

　深しん刻こくな表情で頷うなずくハンナ。

「こらこら、そこ。××××、××××と不ふ穏おん当とうで差さ別べつ的てきな単語を繰くり返すな。品性が疑われるぞ。正気が不自由な人とか、適当に穏和な表現に言い換えんか」

「うるさいね、この××××。あんたらの戯ざれ言ごとなんざどうでもいいから早くこの縄なわを解とけってんだよ！」

　ハンナは喚わめいた。

「むう……そこのおばはん。貴様は自分が今、どういう立場か分かっていない様だな」

　男は言って腕うでを組んだ。

「まあ良いわ。三日もすればその不ふ遜そんな口の利きき方をした事を後こう悔かいするだろうて。貴様等の生せい殺さつ与よ奪だつの権は余が握にぎっておる。貴様の生命も財産も、我が帝国世界征せい服ふくの礎いしずえとしてせいぜい役立ててやるわ」

　言って男は右手を挙あげた。

「その者達を引っ立てい！」

「命令のままに！」

　やはり右手をさっと挙げてメイド達が唱しよう和わすると、ハンナ達を無理矢理立たせ、剣だの槍やりだの何な故ぜかオタマだのハタキだのを突きつけて別室へと連行してゆく。

「御お館やかた様さま」

「御館様ではないッ！　皇帝陛へい下かである！」

「皇帝陛下。で──今回は如い何かなる御ご趣しゆ向こうですか？」

　感情の揺ゆらぎを感じさせない──ひどく事務的な口調であるが、ひょっとしたら単に呆あきれているだけかもしれない。

「──む？」

「御館様、もとい皇帝陛下の御心しん労ろうは理解している積もりですし、気き晴ばらしが必要というのも理解しておりますが」

「うむ。民に慕したわれる名君も良いがな。男と生まれたからにはやはり反はん骨こつ精せい神しんというか、一度はたしなみとして悪の組織の一つも率ひきいてみたいものよ。御前もようやく男の浪漫ロマンというものが分かってきたか」

「いや、それはさっぱり」

　執事服の娘はきっぱりこんと断だん言げんした。

「それはさておき──いつもの演習ゴツコであるならばともかく、いくらなんでも本当に隊商を拘こう束そくしては問題がありますまいか？」

「あー。それか」

　一いつ瞬しゆん、素すに戻もどった様な口調で男は──自じ称しようが正しいとすればスパスパ十二世は言った。

「良い」

「いやしかし」

「ちゃんと今回は理由があるのだ」

「はあ……」

　無表情な声に僅わずかだが困こん惑わくの色が混まじる。

　そこへ──

「御館様！」

　たたっ──と小走りに一人の仮面メイドがやってくる。後頭部でまとめた二条すじの髪かみが尻しつ尾ぽのように跳はねていた。

「エネア。次に言ったら減げん俸ぽう二か月だ」

「あうあう。申し訳ありません御館──もとい、皇帝陛へい下か。と、とにかくフォーブル様が至急おいでくださいと」

「フォーブルが？　用件は？」

「えっと……確か、魔法の探査なんちゃらが、なんちゃらで、ええと……とにかくこの〈絶対秘密で誰にも喋しやべっちゃ駄だ目め要よう塞さい〉に接近する者を捉とらえたと」

「ここに？」

　顔を見合わせるスパスパ十二世と執事娘。

「分かった」

　スパスパ十二世はそう言って歩き出した。





　ソイ達は数名ずつ独どく房ぼうの様な所に押し込められた。

　鉄てつ格ごう子しが付いている訳ではないのだが、部屋には鍵かぎが掛かかるようになっていて、扉とびらはといえばやたらに分ぶ厚あつくて頑がん丈じような感じである。恐らくソイなどが百回体当たりしてもびくともしないだろう。

「……どうなるのかなあ……」

　不安げに呟つぶやくソイ。

「さてね」

　奥の方に置かれた簡かん素そなベッドに横になりながらハンナが喚わめくようにして言った。

「全く──フランキ領もあんな馬ば鹿か共どもが出る様になったとはね。昔むかしは伯爵様の御ご威い光こうもあって、ちんけな山賊だの何だのなんて領内に足も踏み入れられないとか言われてたのに」

「小お母ばさん──」

「ところでソイ。こっちおいで」

　ハンナが手て招まねきする。

「え？　何？」

　近くに寄ったソイの首根っこを捕つかまえると、ハンナはそれまでとは打って変わった囁ささやく様な口調で言った。

「私達を殺す積もりじゃないみたいだから、食事か何かの差し入れくらいはくるだろ。その時に仕し掛かけるよ」

「し……仕掛けるって」

「こんな所に居ても不健康なだけで何の得にもなりゃしないよ。納のう期きに間に合わないと棄すてるしかないものも馬車には積んでるしね」

「でも──」

「大体、あんただって一刻も早く恋人に会いたいんだろうが？」

「それはそう──じゃ、なくて」

　慌あわてて首を振るものの、ソイの顔は肯こう定ていするかの様に真まっ赤かになっていた。

「そんな、無理だよ」

「無理でも何でもやるの。二人がかりでなら何とかなるさ。狭せまいこの部屋の中じゃ武器も振り回せないだろうし」

「でも──」

「でももくそもないよ。全くあんたは……頭は良いのに思い切りが足らないね」

「…………」

　ソイはうつむいた。

　これはいつも言われている事ではある。彼は決して頭の回転は速い方ではないが、記き憶おく力は良いし、物事に対する観察眼や理解力もそれなりにある。だからこそハンナもソイを後あと釜がまにと考えてはいるのだ。単に友人の忘れ形がた見みだから、というだけの理由で自分が大切に築きずき上げてきた商隊そのものを譲ゆずるほど、ハンナは感かん傷しよう的な人間ではない。

　そしてソイもハンナの期待には応こたえたいと思ってはいる。商売そのものも嫌きらいではない。

　だが──その一方でソイは思い切りが悪い。

　強い責任感からか、単に根が真ま面じ目めすぎるのか、彼は慎しん重ちように過ぎて──失敗するという事をとにかく恐おそれるのだ。別の言い方をすれば何事に対しても悲ひ観かん的なところがある。

「でもやっぱり無理だよ。落ち着いて、小お母ばさん」

　ソイは言った。

　彼は確かに慎重に過ぎるが、ハンナはハンナで無む茶ちやというか無む謀ぼうというか──そんな強ごう引いんなところがある。普ふ段だんはソイと足して二で割る位で丁ちよう度ど良いのだ。

「この部屋を出る事は出来るかもしれないけど、何の策さくも無いと絶対に外までたどり着けっこないよ。バーデルとセラフィオ……あの二人があっさりやられたんだよ？」

「…………」

　さすがのハンナも顔をしかめて黙だまり込こんだ。

　護ご衛えい役やくの二人はハンナもその実力を認めている強つわ者ものだ。さすがに一流とまではいかないまでも、それなりに場数を踏ふんでおり、素人しろうとの十人やそこらは鼻歌交まじりであしらう様な頼たのもしい連中だった。

　それが一いつ瞬しゆんで倒たおされた。

　つまりそれは、暗黒スパスパ帝国とか名乗る連中も、彼等と同等か──場合によっては遥はるかに上回る実力を持っているという事である。名前は何ど処こまでも馬鹿っぽいが、その戦力は決して侮あなどれるものではない。

「うーん……」

「いきなり殺そうって訳でもないみたいだし、少し様子を見た方がいいよ」

　ソイの言い分ももっともと言えばもっともだ。確かに荷や信用は大事だが命在っての物種、命と引き替かえにせねばならないものでもあるまいし、これは不ふ可か抗こう力りよくだから商売の上での信用に傷がつくとも限らない。

「分かったよ。一日は様子を見てもいいだろうさ」

　肩かたを竦すくめてハンナはそう言った。





　左右にそびえる滑なめらかで黒い絶ぜつ壁ぺき。

　その間をシャノン達はゆっくりと進んでいた。シャノンは馬、パシフィカとラクウェルは〈すれいぷくん壱号〉に乗っている。

「この辺あたりの筈はずなのだけど──」

　そう言って辺りを見回すラクウェル。

「人ひと影かげらしいものは特に見えないが──」

　シャノンは顔をしかめて言った。

（……なんだ、これは？）

　敢あえて口には出さないが、どうにも妙みような感じである。

　人間の気け配はいはあるのだ。その意味ではラクウェルの魔法はやはり誤ご作さ動どうを起こしていた訳でもないのだろう。

　しかし──

「あ。これじゃないかしらね？」

　と不意に何か見つけた様子でラクウェルが言ってくる。振り返ったシャノンは彼女が指差す方へと視線を向け──

「…………」

　そこには大きな穴が一つ口を開けていた。

　洞どう窟くつか何かであろう。相当深いのか、外から見た限りでは奥おくの方まで見通す事は出来ない。

　まあそれはいいのだが──

『暗黒スパスパ帝国絶対秘密で誰にも喋しやべっちゃ駄だ目め要よう塞さい勝手口』

　と書かれた看かん板ばんは一体何なのか。

「呼び鈴りんとか無いのかしら。勝手に入ったらやっぱりまずいわよね？」

　ラクウェルが穴の周囲を見回しながら言う。

「……これを見てそういう発想になる御お前まえが、俺はたまに怖こわいが」

　呻うめくようにシャノンが言ったとき──

「……見たな？」

　やたらに尊大な調子でそう声が響ひびき渡った。

　シャノンのものでもパシフィカのものでも、ましてやラクウェルの声でもない。

「──!?」

　眼を瞬しばたたかせて周囲を見回すパシフィカ。

　いつの間に顕あらわれたのか──入り込んだ時には見渡す限りに無人であった硝子ガラス谷だにに、幾いくつもの人影が在った。

「……そういう事か」

　シャノンが顔をしかめながら言う。

　どうやらあちこちに絶ぜつ壁ぺきや地面に偽ぎ装そうした出入り口でも在るのだろう。気配はすれども姿すがたは見えず──の点についてはこれで分かった。

　子し細さいに数えてみれば、前後を塞ふさぐ様にして三名ずつ。そして改めて見上げれば、絶壁の中腹辺りに穿うがたれた穴には二名ずつがシャノン達を見み据すえて立っている。

　囲まれた。

　それは分かる。分かるが──

「…………」

　シャノンは胡う乱ろんなものを見る様な眼で自分達と取り囲む人影を見回した。

　メイドなのである。

　彼等を取り囲んでいるのは、全員がメイド・サーヴァントの衣い装しようを──具ぐ体たい的てきには黒のワンピースにフリル付きの赤あかいエプロン、更さらにヘッドドレスという──何というか、色しき彩さいの異常さを除のぞけばいかにもメイド然ぜんとしたというか、むしろメイドさん以外の何者でもない様な格かつ好こうをしているのである。

「あら。可愛かわいい」

　とラクウェルが場ば違ちがいとも言うべき感想を漏もらす。

　まあ確かに清せい潔けつで可愛らしい感じの衣装ではあるだろう。

　ただし──全員が揃そろって被かぶっている仮面が、その衣装の自じ己こ完結性を見事なまでに破は綻たんさせている。

「な……何よ!?　あんた達はっ!?」

　待ってましたとばかりに頷うなずいてメイドの一人が言った。

「貴様ら愚ぐ民みんに名乗る名前などないっ！」

「いや、名前なんざどーでもいいけどな」

　シャノンが言う。

「我われ等らの事はただ地じ獄ごくの暗黒メイド軍団とだけ覚えておけば良かろう！」

　尊大な口調でそう言うメイド。

「結局名乗ってんじゃん」

　とパシフィカ。シャノンは顔をしかめて呟つぶやく様に言った。

「いや、だからどーでもいいんだけどな」

　この連中が何者なのかは分からないが、あまり関わり合いにならない方が良いという事は半なかば本能的にシャノンは悟さとっていた。

　だが──

「あー。何だかよくわからんが」

　シャノンは声を張り上げて言った。

「俺達は人を捜さがしているだけだ。あんたらが家メ政イ婦ドだろうが女王様だろうが知ったこっちゃない。ここが立入禁きん止しってのなら、すぐさま出ていくが──」

「……いや」

　メイドが言った。

「我等の秘密を知った者をおめおめ逃にがす訳にはいかんな！」

「秘密って──何か秘密でもあるのか？」

「…………」

　メイド達はしばし沈ちん黙もくしてから互いに顔を見合わせ──

「実は我々は世界征せい服ふくを企たくらむ暗黒スパスパ帝国の戦せん術じゆつ型がた家メ政イ婦ドなのだ。敬けい愛あいするスパスパ十二世陛へい下かの元でこの硝子谷に秘密の要塞を建けん造ぞうし、虎こ視し眈たん々たんと機会を狙ねらっている」

「……ほう」

「理解していただけましたか？　いただけましたね？」

「…………」

「という訳で秘密を知った貴様らを帰す訳にはいかん！」

　メイドは勝ち誇ほこったように言った。

「なんかこう根本的な疑問がふつふつとわき上がってくるんだが──」

「問もん答どう無む用よう!!」

　叫さけんでメイド達が動く。

　絶壁中腹のメイド達がいきなり弾だん弓きゆう──矢の代わりに礫つぶてや粘ねん土ど弾だんを撃うち出すものだ──を構かまえ、シャノン達の前後に居るメイド達は剣やら槍やりやら箒ほうきやらを構えてじりじりとにじり寄ってくる。

「シャノン兄──」

「全く……ただ手紙を渡すだけの事でなんでこんな面めん倒どう臭くさい事になるんだか」

　呟つぶやくように言ってシャノンは前に出る。

　そして──

「一つ聞きたいんだが？」

「なんだ」

「同じようにしてどっかの隊商を襲おそったか？」

「答える義ぎ務むは無いな」

　そうは言うものの──唐とう突とつな筈はずのその質問に何ら戸と惑まどわない彼女の態度は、肯こう定ていにも等ひとしかった。

「そうか」

　シャノンは小さく頷うなずき、馬から下りると剣を抜きはなった。

「女相手に剣は振るいたくないんだがな」

　言って一歩前に出るシャノン。

　女といえど、何倍もの数、しかも武ぶ装そうした者を相手にしているにもかかわらず、彼は焦あせりもしなければ臆おくする事も無い。決して楽な相手とは思えないが、勝てない相手でもない──彼はそう踏ふんでいた。

　しかし──

「シャノン、下がって」

　その声を聞いた途と端たんに、シャノンは顔色を変えた。

　愕がく然ぜんと振り返った彼が見たのは、いつの間にか〈すれいぷくん壱号〉を消して地面に立っている双ふた子ごの姉の姿だった。

「──戦いくさの興こう奮ふんよ・神しん馬めを駆かって冥めい界かいを往ゆくものよ……」

「馬鹿、やめ──」

「今此こ処こに出でて血けつ路ろを開け・顕あらわれよ〈冥神騎ヘルモーズ〉!!」

　止める間もあればこそ──シャノンが制止の台詞せりふを言い終わる前に、ラクウェルは魔法の呪じゆ文もんを詠えい唱しようし終えていた。

　ばし！

　音を立てて光が弾はじける。

　光条が無数に発生して一つの形を編み上げてゆく過程は〈神王馬スレイプニル〉と変わらないが、その形けい状じようは明らかに違ちがう。

　いや──違うというか……

　ぱお～。

　相あい変かわらず気の抜ける声。

　そこには……甲かつ冑ちゆうに身を包んだ巨きよ大だい騎き士しを背中に乗っけた〈すれいぷくん壱号〉の姿があった。〈すれいぷくん壱号〉の大きさに合わせてあるのか、騎士はその身長だけでも普ふ通つうの人間の数倍はある。

　もっとも……騎士とは言っても乗っている馬同様に全体的にずんぐりむっくりで、手足が妙に短かったりするので、威い圧あつ感かんもへったくれも無かったりするが。

「魔法！」

　メイド達が改めてラクウェルに対しても身構える。

「半はん自じ律りつ型がたか!?」

　いわゆる自動機能──仮か想そう精せい霊れいを埋うめ込こんだ魔法は、半なかば自律的に敵を選せん定ていして攻こう撃げきをしかける。魔法の種類にもよるが、これに生なま身みで対たい抗こうしようと言うのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。何しろ相手は魔法によって構こう築ちくされた存在、斬きろうが叩たたこうが、決して死なない。

　しかし──

「馬鹿、やめろ──」

　立場的には喜びこそすれ、止める必要など無い筈のシャノンが血けつ相そうを変えて叫さけぶ。

　しかし──

「これね、〈神王馬スレイプニル〉の武ぶ装そう型がたなの。通常の式の上に更さらに一部式を共用した半自律型の魔法を上乗せして──」

「いいからやめろ！」

　悲鳴じみた声で喚わめくシャノン。

　そんな彼を、ゆっくりと振り返る〈すれいぷくん壱号〉と騎士──もとい〈冥神騎〉。

　そして──

　ぱおおおおおおおおおおおッ!!

　高々と咆ほう吼こう──かどうかよく分からないが──すると、〈冥神騎〉はずんぐりむっくりの体たい躯くからは想像もつかない様な、凄すさまじい速度でシャノンに向かって突つっ込こんでいった。

「──あら？」

　首を傾かしげるラクウェル。

「言わんこっちゃない!!」

　叫んで逃にげ出すシャノン。

　それを追う〈冥神騎〉。

　でもってそれを怪け訝げんそうに見つめるメイド達であったが──

「何をしている？」

「馬鹿野郎、ぼさっとしてないで御前達も逃げろ！　あの魔法、制せい御ぎよがきいてないから手当たり次第に攻撃してくるぞ!!」

　メイド達の横を駆かけ抜ぬけながら叫ぶシャノン。

「──!?」

　思わず振り返るメイド達の目の前に、踏ふみ砕くだいた地面の破は片へんを盛せい大だいに撒まき散ちらしながら迫せまる巨大な──そしてずんぐりむっくりの塊かたまり。

　別に炎ほのおを噴ふいている訳でも電光を伴ともなっている訳でもないが、地じ響ひびきすら伴って疾しつ駆くするその魔法には、触ふれるものを問もん答どう無む用ようで脚あしの下に蹂じゆう躙りんしてすり潰つぶしそうな迫はく力りよくがあった。

「──ッ!!」

　短く悲鳴を上げながら左右に散さん開かいするメイド達。



    

  
    
      　シャノンも追いつかれる寸すん前ぜんで横へと跳とんで、その突とつ進しんを避よける。

〈冥神騎ヘルモーズ〉はそのまま駆けてゆき──

「…………」

　固かた唾ずを呑のんで見守る一同の視線を浴あびて、ふと立ち止まり、そこで方向転てん換かんした。

　でもって。

「ちょ、ちょっとラクウェル姉!?」

　猛もう然ぜんと自分達の方へと突進してくる〈冥神騎〉を見てパシフィカが悲鳴じみた声をあげた。

「なんかすごくやばい感じなんだけど!?」

「おかしいわねえ？」

　首を傾かしげるラクウェル。

　その間にも、逃げるシャノンやメイド達を追って──あるいはシャノン達を追い立てる様にして──暴ぼう走そうした〈冥神騎〉が突っ込んでくる。

　ぱおおお！　ぱおおおおおおっ!!

　がりがりと抉えぐられた硝子谷の破は片へんが舞まい上がり、その中を空気さえぶち抜く様な勢いで迫せまってくる〈冥神騎〉。

「どひいいいいいいいっ!?」

　悲鳴を上げてパシフィカも逃げ出す。

　並ならんで走っているシャノンに、彼女は喚いた。

「シャノン兄が可愛かわいくないとか言うから!!」

「俺か!?　俺が悪いのか!?」

　喚き返すシャノン。

「どうにかならないのか、あれ!?」

　一いつ緒しよに走っているメイドの一人が、これまた一緒に走っているラクウェル──何な故ぜかこの期ごに及およんでもあまり切せつ羽ぱ詰つまった感じがしない──に言う。

「ええと。とりあえず今還かん元げん式しきを起動させてるんですけど……どうも〈冥神騎〉の式がおかしな風に起動しちゃってて……上う手まく還元出来るかどうか……」

「いいから早くやって!!」

　叫ぶパシフィカ。

　もう迫り来る〈冥神騎〉の風ふう圧あつをうなじに感じる。そろそろ限界だ。

「では──」

　ラクウェルが口の中で小さく呪じゆ文もんを唱となえる。

　そして──

　轟ごう音おん。

　次の瞬しゆん間かん、還元に失敗したラクウェルの魔法は、集められていた力をそのまま無む作さく為いに放散──つまり大だい爆ばく発はつした。



    

  
    
      　第四章　大脱出






「──ソイ・ニコノフ？」

　いきなり見知らぬ三人に指差されてそう尋たずねられたソイは、困こん惑わくしながらもとりあえず頷うなずいて見せた。素す直なおで誠せい実じつなのは彼の最大の取とり柄えである。

「はい。そう……ですけど」

　謎なぞの──というか本人達は暗黒スパスパ帝国とか何とか名乗っていたが、素す性じようが分からなければ謎も同じだ──武装集団に〈デトニスク商会〉の隊商キヤラバンが丸ごと拉ら致ちされてから丸二日の時間が過ぎていた。

　何をされるかと戦せん々せん恐きよう々きようとしていたソイであったが、スパスパ帝国の連中は食事を運んでくる時以外は顔すらも見せず──食事は簡かん素そだが意外にも美う味まかった──脱だつ出しゆつする意気満々だったハンナも、隙すきやきっかけをつかめずに困こん惑わくしていた。

　そこへ……何の説明もなく、いきなり気絶した三人の男女が担かつぎ込こまれてきたのである。

　無論、ソイ達の知った顔ではない。

　恐おそらくはソイ達と同様に、スパスパ帝国の面々に拉ら致ちされた不運な通りすがりだと思ったのだが──待つほどの事も無くすぐに三人は気絶から回復すると、何やら顔を見合わせて前ぜん述じゆつの様に尋たずねてきたのである。

「あの……貴方あなた達は一体……？」

　三人を見回して尋ねるソイ。

　一人は長ちよう身しん痩そう躯く、黒くろ髪かみ黒こく瞳どうの青年。年齢は二は十た歳ち位か。端たん整せいだが何ど処こか老人めいた気け怠だるい雰ふん囲い気きを引きずっている。

　一人は青年とよく似にた──しかし美しい娘むすめ。これまた二十歳位で、こちらはのんびりとした危き機き感かんに欠ける雰囲気に包まれている。

　でもって三人目。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの闊かつ達たつな雰囲気の少女。その物もの腰ごし──品はあるのだが何処かふてぶてしい感じ──からソイは何となく猫を連想した。

「俺達は──」

「手紙！　そう手紙っ!!」

　何やら不意に思い至いたった様子で、黒髪の青年を押し退のける様にして金髪の少女が喚わめく。

「急ぎの手紙で──」

「手紙？」

　ソイは意味が分からず眼を瞬まばたかせて呟つぶやく。だが少女はそんな彼の様子が苛いら立だたしいのか、襟えり首くび掴つかんで詰つめ寄らんばかりの勢いでまくしたてた。

「急ぎの手紙を預あずかってて！　それを渡わたそうと思って！　なのに予定通りに街まちに来ないから探してて──」

「気持ちは分かるがちょっとは落ち着け」

　言って長身痩躯の青年が金髪の少女の襟首を掴むと、そのまままさしく猫ねこの子を除のける様にしてひょいと横に置いた。

「俺はシャノン・カスール。こっちはラクウェル・カスール。でもってこの無意味にやかましいのがパシフィカ・カスールだ」

「はあ……」

「やかましいとは何よ、やかましいとは！」

　金髪の少女が喚わめいているが、青年──シャノンは無視して言葉を続けた。

「俺達は、リステル・ゴルダの依い頼らいを受けてあんたを探していた。彼女からの急ぎの手紙を預あずかっている」

「リステルから!?」

　言って──慌あわててソイは部屋の隅すみでこちらに背を向けて寝ねているハンナを振り返った。

　自分に好きな人がいる事は彼女も知っている。だが、それが具ぐ体たい的てきに誰だれなのかは知らない筈はずだ。元々巡じゆん回かい商人である彼女は、色々な土地で色々な人間を見てきている。この為ためにつまらない偏へん見けんなどはあまり無く──ソイの懸け想そうする相手の素す性じようについては殊こと更さらに尋たずねてもこなかった。

　だが──それがマヌーリン最大の商家たるゴルダ家の長女となれば──同じ商人たる彼女がどういう反応をするか。

　まずは驚おどろくだろう。そして……恐らくそれだけでは済すむまい。

　商売敵がたきの娘とつきあうなんて、と反対するのか──あるいは、これぞ好こう機きとばかりにソイとリステルの関係を商売に利用しようと考えるのか。少なくともただの村娘が相手の時とは違う反応になるだろうし、商売人としてそれは当然の事ではある。

　しかし──

「…………」

　気付いていない筈はずは無いのだが、ハンナはふて腐くされた様にしてこちらに背を向けたまま、何も言ってこようとはしない。まあゴルダ家の名前は知っていてもそこの長女の名前までは知らないという可能性は在ったが。

「話を続けていいか？」

「あ、は、はい──」

　シャノンの言葉に頷うなずくソイ。

「まあなんだかんだでアホな連れん中ちゆうにとっつかまってしまったが、それはさておき、当初の目的はこれで達たつ成せい出来た訳わけだ」

　言いながらシャノンは懐ふところから一通の封ふう書しよを取り出した。

「これがそうだ」

　言ってソイに手渡す。

　ソイはそれを受け取り──そして困こん惑わくしてその場に立ち尽つくしていた。リステルからの手紙。それをこの場で──ハンナも、そして初対面のカスール兄姉妹きようだいも居る場所で開いて読むべきかどうか、躊躇ためらったのだ。

　だが、同時に「急ぎ」ともシャノンは言った。わざわざ数日後には会えたはずのソイ宛あてに、人を雇やとって届とどけさせる位だ、一刻も早く読んで欲しいものではあるのだろう。

「ああ──これは仕事とは関係なく、個人的な話だが」

　シャノンがふと思い付いた様に言った。

「リステルとは日曜学校の同級生でな。俺があんたに言うのもなんだが、かなり頭は回るし理性的な子だ。そんな子がわざわざ俺達を雇って届けさせた手紙──あんた宛である以上は読むのも、この場で破り捨てるのもあんたの勝手だが、出来れば早めに読んでやってくれないか」

「……そうですね、すいません」

　躊躇ためらっていた自分が恥はずかしくなって、ソイは素す直なおに封書の口を切った。

　中には一枚の手紙。

　綺き麗れいな字でそこには簡単な内容の事こと柄がらが書かれていた。読むのにはさして時間はかからなかった。

　そして──

「…………!!」

　愕がく然ぜんとした表情でソイは震ふるえた。

「どうしたの？」

　金髪のパシフィカと呼ばれた少女が不思議そうに尋ねてくる。

「あ……いや……その……」

　混乱でどうして良いのか分からないソイ。そんな彼の背はい後ごからひょいと手紙を奪うばい去った手があった。

「──！」

　振り返ると、いつの間にか身を起こしたハンナが険けわしい表情でその手紙を読んでいる。

「小お母ばさん──」

「……あんたらも、読むかい？」

　ソイの意い向こうは全く無視して、ハンナはシャノン達にその手紙を示した。

「本人の承しよう諾だくがあれば」

　とラクウェルが言う。

　ソイは困惑の表情を浮かべたままハンナとシャノン達を見比べていたが──

「構かまいません……」

　と言ってその場に座すわり込こんだ。

「…………」

　シャノンが手紙を受け取ってそれに眼を通す。その左右から、パシフィカとラクウェルがやはり手紙の文面に視線を向けた。

　そして──

「大変!!」

　パシフィカが血けつ相そうを変えて言う。

　リステルからの手紙。

　その最後には──

『私に内ない緒しよで父の決めてきた縁えん談だんが進んでいます。このままでは私はあと数日で結けつ婚こんしなければならないでしょう。私はどうしたら良いのでしょうか？』

　──そう書かれていた。





　月が出ている。

　白々と降り注そそぐ天てん后ごうの光を窓まど辺べにて受けながら、リステルは小さく溜ため息いきをついた。

「ソイ……」

　シャノンに託たくしたソイへの手紙。

　あれは一つの賭かけではあった。

　いつまでも進展のない二人の関係。

　他人から見ればそれはひどくもどかしげなものであろうが──正直言って、いつまでもそれを続けていられるのなら、リステルも異い存ぞんは無かった。とてもとても優やさしく思い遣やり深いソイの性格は、彼女にはとても眩まぶしく思えたし──そんな彼が、敢あえてこれ以上の関係に進展しようとしていなかった理由もよく分かる。だからリステルはこの友人以上恋人未満な、曖あい昧まいなままの関係でも構わなかった。曖昧なままだからこそ──それ以上は互いに踏み込まないからこそ、彼等の蜜みつ月げつは続いていたのだから。

　そう。

　ある意味でリステルとソイの関係は未来が無かった。現状に留とどまっている事が出来る、その間だけの恋れん愛あいであった。

　だが──時間は確実に流れ、現実は否いや応おうなしにそんな夢見がちな恋こい人びと達にも決断を迫せまる事がある。

　リステルももうすぐ二十歳。

　そろそろ結婚の事を考えねばならない年とし頃ごろである。それはつまり、ソイとの曖昧な関係の終しゆう焉えんが近づいている事をも意味する。ソイと一緒になりたいとは思う。だが父がソイの様な、覇は気きに乏とぼしい性格の男を跡あと継つぎとして認みとめるとは思えない。リステルと結婚するという事は、ゴルダ商会の跡取りになるという意味でもあるからだ。

　ゴルダ家を棄すててソイと何ど処こかに駆かけ落ちするという事も考えた。

　だが──不安が彼女を躊躇ためらわせる。

　もしも自分がソイを想う程には、ソイが自分の事を想っていてくれなかったら。

　もしも今まで進展しなかった二人の関係は、ソイが本気ではないからだとしたら。唇くちびるを重ねるどころか手を握にぎり合った事も無いのはソイが奥手だからなのではなく、単にリステルを異性として見ていないからなのだとしたら。

　ソイを疑うたがいたくは無いが……どうしてもその疑念が頭を離はなれない。いや、ひょっとしたら自分は一方的にソイに思し慕ぼを寄せているだけの愚おろかな女であるのかもしれないのだ。

　それならば──一人で駆け落ちだの何だのと想い詰つめても全く意味が無い。

　分からない。考えれば考える程に分からない。

　故に、父から結婚の話を切り出された際、リステルは一つの賭けに出た。

　ソイが──自分達の間に幾いくつも横たわる筈の障しよう害がいを越こえ、自分の所に駆け付けてくれるかどうか。

　もし彼がそこまでに自分の事を想ってくれているのならば……自分はどんなに苦労しようとも彼と添そい遂とげようと思う。その為の覚かく悟ごは出来ている。

　だがもし彼が来なければ──

「──御お嬢じよう様さま」

　扉の向こうから執しつ事じの声がする。

「旦だん那な様が、結婚式についてお話があると」

「……分かりました」



    

  
    
      　溜ため息いき混まじりに言って──リステルは立ち上がった。





「…………」

　一同の視線を浴あびてソイは顔を伏ふせた。

　リステルが結婚させられる。

　無論これは──充じゆう分ぶんに考えられた事態ではあった。リステルの父親は一代でマヌーリン最大の商業組織を築きずき上げた男であり、その財力は領りよう主しゆであるフランキ伯はく爵しやくにすら匹ひつ敵てきすると言われている。

　そこまでの商人ならば、商売を大きくする為の駒こまとして自分の娘を使うという発想に至るのは別に意外でも何でもないし、そうでなくても後こう継けい者しやとしての婿むこ養よう子しを早めに求めるのは当然の考え方ではあった。

　相手が誰だれなのかまでは書かれていないが、恐おそらくはどこかの商売人だろう。そしてわざわざソイに助けを求めるような手紙を送ってきた以上、リステル自身には逆さからい様の無い事に違いない。

　だが──

「こんな所でぐずぐずしてる場合じゃないでしょ！」

　パシフィカが叫ぶ。

「早く帰ってどうにかしないと！　リステルさん結婚させられちゃうよ!?」

「そ、それはそうなんだけど──」

　リステルが自分でない誰かと結婚する。

　他の男の妻になってしまう。

　それを想うと辛つらい。とてもとても辛い。

　そして彼女もそれを辛いと思っているからこそソイにこの手紙を──助けを求めるかのような一文を送ってきたのだという事もよく分かる。

　しかし──

「僕にはどうしようも……」

　自分とリステルとでは立場が──もっと身も蓋ふたも無い言い方をすれば身分が違いすぎる。大きな商家の長女と、親は既すでに無く定住すらもしていない自分。誰が見てもこの二人に釣つり合いが取れる筈がない。

　今まではその事に目をつぶってきた。

　二人だけの世界で互いの思し慕ぼだけを頼たよりに幸せな時間を過ごす事が出来た。敢あえて立場の違いという現実を直視せぬ様に、友達以上恋人未満という曖あい昧まいな立場を維い持じしてきた。

　ソイはそれで充分幸せだったし、特に示し合わせた訳ではないが、リステルも殊こと更さらにその状じよう況きように不満を示していた訳ではない。

　しかし……今切り込んできた現実はソイにそんな曖昧で都つ合ごうの良い蜜みつ月げつの終わりを告げるものであった。

　自分には何の力も無い。

　とてもではないが、ソイにこの監かん禁きん状じよう態たいから抜け出して、彼女の元に駆け付ける力は無かった。駆け付けることが出来たとしても、その結婚を阻はばめるだけの──そしてその上で彼女を幸せにする事が出来るだけの力も無い。

　それは厳げん然ぜんたる事実だ。

　だから──

「全く情なさけない奴やつ」

　ハンナが吐はき捨てるように言った。

「小お母ばさん──」

「あんた、自分とはあのお嬢じようさんが釣り合わないから身を引こう、とか大おお馬ば鹿かな事考えてんじゃないだろうね」

「で──でも」

「やっぱりかい」

　顔をしかめてハンナは言い──そしてシャノン達を振ふり返って言った。

「折せつ角かく手紙届とどけてくれたのに、すまないね。こいつはこの体ていたらくだよ。悪い奴じゃないんだけど、どうにも腑ふ抜ぬけというか、覇は気きが無くてね。いっそお嬢さんさらって逃にげる位の気き迫はくが出せないもんかね」

「そんな、無茶な──」

　ソイは呻うめく様に言う。

　そんな彼の顔を──ふと身を乗り出したパシフィカがのぞき込んだ。

「でもソイさん？　このまま見過ごしたら、一生後こう悔かいしない？」

「それは──」

「私だったらすると思うけどなあ……」

「するかもしれませんけど。でも現実に、ここから動きようが無いですし、どうしようもないじゃないですか……」

「そんな事は無いだろ」

　言ったのはシャノンである。

「──え？」

「こっちには歩く最終破は壊かい兵器がまだ残ってるからな」

「まあ──」

　とラクウェルが眼を瞬しばたたかせる。

「シャノン、いつの間にそんなものを？」

「御お前まえだ、御前」

　シャノンは双ふた子ごの姉の顔を指差した。

「そうなの？」

　眼を瞬かせて首を傾かしげるラクウェル。どうも自覚が無いらしい。

「連中も何を考えているんだかな。ラクウェルが魔ま導どう士しだってのは知ってる筈はずなんだが、薬かがせる訳でも、見張り付ける訳でもなし──」

　元々己おのれの意識そのものを媒ばい体たいに魔法を行こう使しする魔導士は、言ってみれば武ぶ装そう解かい除じよ不可能な存在である。彼等を拘こう束そくするには、一いつ瞬しゆんの隙すきも与あたえない様に、四六時中間近で見張っておくか、さもなくば薬か何かで精神集中を阻そ害がいしておくしかない。

　だが、現在、あの暗黒スパスパ帝国はこれらの手段を何ら講じていない。

　ある種の罠わななのかもしれないが──破壊力に関してはラクウェルの魔法は母キャロルのそれにも匹ひつ敵てきする。中ちゆう途と半はん端ぱな罠わなならば踏ふみ潰つぶしてでも前に進めるだろう。

「その気になればこんな檻おりはすぐにでも破壊して逃げ出せるぞ」

「でも──そしたら他の人が」

　ソイが言う。

　ここに囚とらわれているのはソイとハンナだけではない。閉じ込められている場所が違うだけで、他のデトニスク商会の面子めんつもまだこの砦とりでの何ど処こかにいる筈だ。

「ふむ──」

　シャノンは一瞬首を傾げ──

「人ひと質じちをとられてるも同然か。なら──こっちもとってみるか？」

　言って立ち上がり、扉のすぐ側そばの壁かべに貼はり付く様にして立つ。

「え？」

　眼を瞬かせる一同。

　そこへ──





　人質に与える食事を運ぶよう命じられた暗黒スパスパ帝国・戦術型家政婦蒼あお乃の六号──もといエネアは、先せん輩ぱいのコリーンから手て渡わたされた鍵かぎ束たばの一つから牢ろう屋やの鍵を選び出し、一号室の扉とびらを解かい錠じようした。

「…………」

　不安げに周囲を見回すエネア。

　他の先輩のメイド達も、そして臨りん時じ召しよう集しゆうされた帝国戦せん闘とう員いん達──さすがの彼等も、エネア達と同様、普ふ段だんからこんな事をしている訳ではないらしい──も、何やら忙いそがしいとかで、彼女一人で食事を運んでくるように言いつかっているのだ。

　とはいえ──要よう領りようの悪さという自分の欠点をよく自覚しているエネアは、何をするにも一人では不安でしょうがない。まして普通の仕事ならともかく、どう考えても無茶な拉ら致ち監かん禁きんの片かた棒ぼうを担かつがされている身としては、尚なお更さら色々な意味で不安が増す。

　とはいえ──

（駄だ目めよエネア。明日の御ご飯はんも心配しなくちゃいけなかった私を拾ってくださった旦だん那な様さまには頑がん張ばってご奉ほう公こうしなければ）

　などと自分に言い聞かせ、エネアは意を決して扉を開いた。

「しょ……食事です」

　そう言って食事を載のせたワゴンを押しつつ部屋の中に入る。

　だが──

「……あら？」

　その室内に居る人ひと影かげに違い和わ感かんを覚えて彼女は眼を瞬かせた。一人。二人。三人。四人。

　全部で四人。だが確か運んできた食事は五人分な訳で──

「一人足りな──」

「──騒さわぐな」

　一歩踏ふみ出したエネアの首に背後から腕うでが巻き付けられたのは次の瞬しゆん間かんであった。

「え？　あ！」

　扉の脇わきの壁に貼り付く様にして隠かくれていたのだとエネアが理解した瞬間、その腕はもの凄すごい力で彼女の首を締しめ付けてきた。

「騒いでもいいが、その場合は首をへし折る。出来ないと思うのなら試ためしてみてもいいが、俺としてはその場合、後々面めん倒どうなので出来れば協力してくれると有り難がたい。了りよう解かい？」

「…………」

　必死に頷うなずこうとして──巻かれた腕のせいで頷けない事に気付いたエネアは、『反はん抗こうの意志なし』という事を示しめそうと、両手を挙あげた。

「シャノン兄、凄すごい……」

　そんな様子を見て、部屋の中に居た金きん髪ぱつの少女が感心したように声を漏もらした。

「普ふ段だんはぐうたらしてるくせに、女の人を襲おそわせたら天下一品ね！」

「……ラクウェル。緊きん張ちよう感かんが削そがれるから、その罵ば詈り雑ぞう言ごん投げ売り娘を黙だまらせろ」

　うんざりした様な声がエネアの背後で言う。黒髪の美しい娘は小さく頷いて金髪の少女に微笑ほほえみかけた。

「パシフィカ。お兄ちゃんが知らない女の人とくっついてるのが面おも白しろくないのは分かるけれど──」

「誰だれがよ!?」

　などとやりとりをしている様子を見ると、どうもエネアに腕を巻いているのがシャノン、黒髪の美しい娘がラクウェル、そして金髪の少女がパシフィカという名前らしい。

「……そこの連中は無視しろ。頼たのむ」

「は、はあ──」

　耳元でそう囁ささやかれて頷くエネア。

「さて。すまないが他の連中が囚とらわれている所まで案内して貰もらおうか。出来れば人目につかない行き方でな」

「さもないとこの若じやく年ねん性せい恍こう惚こつ老ろう人じんが貴女あなたに何をするか分からないわよ？　あんな事とかこんな事とか」

　とパシフィカが付け加える。

「ええっ!?　そうなんですかぁ!?」

　エネアは悲鳴じみた声を上げた。

　あんな事やこんな事というときっとあんな事やこんな事だろう。ああ。そんな。そんな事までっ!?　御ご無む体たいな──などと、お子様にはお見せできません、な内容の想像がぐるぐるとエネアの頭の中を巡じゆん回かいする。

「何しろ変へん質しつ者しやのする事だから私には想像もつかないけど。でも普段は女性に興味無いって感じの男ほど、そりゃもう、中身では変態的欲望が渦うずを巻いていたりするのよ。多分」

「あうあうあうあう」

「だから御前はだまってろ!!」

　シャノンは喚わめいた。





　──でもって。

　別室に拉ら致ち監かん禁きんされていた〈デトニスク商会〉の面々はすぐに解放する事が出来た。この暗黒スパスパ帝国の連中は一体何を考えているのか──それぞれの牢ろう屋やに見張りもおらず、誰かと出会えば一戦する覚かく悟ごでぞろぞろと歩いていたシャノン達であるが、廊ろう下かにも全くと言って良い程に人の気け配はいが無い。

　また一度は取り上げられたシャノンの武器も、部屋の一つに放置されたままだった。

　呆あきれるほどの無む警けい戒かい振ぶりである。はっきり言って不自然な程だ。

「罠わなか……？」

　訝いぶかしむシャノンであるが、そもそもスパスパ帝国の連中の言動を見ていると、単に間が抜けているだけの様な気もする。

「単に人手が足りないとか」

　とラクウェル。

「まあ、有り得ない事じゃなかろうが──」

　言ってシャノンは傍かたわらの戦術型家政婦を振り返った。

「後は脚あしだな。馬車や馬が在る処ところに案内して貰もらおうか」

「はあ……」

　頷く戦術型家政婦。

　先程捕ほ虜りよにした直後は、シャノンがずっと羽は交がい締じめにしていたが、今は適当な縄なわを見つけてぐるぐる巻きに縛しばってある。そしてその端はしをシャノンが持っている状態だ。

　シャノンと戦術型家政婦を先頭に、その後ろにパシフィカとラクウェル、そしてソイやハンナといった〈デトニスク商会〉の面々がぞろぞろとついて歩いており、最さい後こう尾びは護ご衛えい役やくの傭よう兵へい二名がついている。

　脱だつ出しゆつ行こうと言うにはどうも緊きん張ちよう感かんに欠かける雰ふん囲い気きだが、まあこれは仕方あるまい。

「あのう」

　戦術型家政婦がおずおずと声を出す。

「なんだ？」

　シャノンが面めん倒どう臭くさそうに応じる。

「あの、旦だん那なさ──もとい、皇帝陛へい下かも別に貴方あなた達をいきなりとって喰くおうとか、拷ごう問もんしようとかいう訳わけでも無いようですし、こんな無茶な事してないで、おとなしくしていた方がいいんじゃないかなあ、とか思ったり思わなかったり──」

「拉ら致ち監かん禁きん組織の一員が言うかな」

「いえまあ、そう言われれば返す言葉も無いんですけども」

　戦術型家政婦は困ったような口調で言う。

　馬ば鹿かは馬鹿かもしれないが、案外、そう悪人ではないのかもしれない。だからといって言う事を聞いてやる義理も無い訳だが。

「事態は一刻を争うのよ」

　とパシフィカが握にぎり拳こぶしを示す。

「そ、そうなんですか」

「一人の女性が無理矢理結婚させられようとしているのよ。止められるのは恋人である彼だけなんだから。今すぐ阻そ止しに向かわないと、手て遅おくれになるのよ!!」

「あ、いや──あの」

　いきなり指差されたソイが困こん惑わくの表情を浮うかべる。

「そうなんですか？」

　とシャノンを振り返って尋たずねてくる戦術型家政婦。

「まあ、細かい事はさておき、そういう事ではあるな」

「そうですかあ……」

　と何やら頷いている戦術型家政婦。

「それは行ってあげないといけませんよね」

　としみじみした口調で彼女が言ったのには、シャノン達は無論、ソイも眼を丸くした。

「意外だな」

「何がですか？」

「いや……なんか順じゆん当とうというか正論だったからさ」

「正論……言っちゃ駄だ目めでしょうか？」

　と戦術型家政婦。

「いや、だって拉致監禁組織の人間が言うこっちゃないだろ」

「ああ……そっかあ。そうですねえ」

　溜息を吐つく戦術型家政婦。

　彼女は何か考えている様子でしばし沈ちん黙もくした後──おもむろに口を開いた。

「私、旦那さ──皇帝陛下に拾ひろって貰もらう前に、結婚していた事があるんですよね」

　あはは……とちょっとした失敗を語る様な照れ笑いの口調でその戦術型家政婦は言った。

「…………」

「好きな人は別にいたんですけど。まあ諸しよ般はんの事情でその人とは添そい遂とげられなくて。で、なんて言うか──もう夫は亡くなったんですけど、その当時の事思い出すと、『もしも』って思ってばっかりで」

　シャノン達が顔を見合わせる。

「間違ってたとか、いけないとか、そういうんじゃなくて。なんて言うか──『もしもあの時』ってばっかり思う様になったらとっても辛つらいですよ」

　シャノンを含ふくめ、一同は気まずそうな表情で口をつぐんだ。

　まさか黒仕立てのワンピースに赤エプロンのメイド服、おまけに仮か面めんという様な、激げき烈れつに馬鹿っぽい格かつ好こうをしている戦術型家政婦の口から、こんな話が出てくるとは思わなかったのである。

　そもそも二十歳前後に見えるこの娘が既き婚こん者しやでかつ夫との死し別べつ経けい験けんもあるとはさすがに想像できまい。

　まあ口から出で任まかせの可能性も無いではないのだが──ここでそんな事を言う意味もなかろう。ましてその、ひどく気楽な口調は余よ計けいに彼女の言葉に真実味を与あたえていた。それが重ければ重い程に人は過去の経験を茶ちや化かして語りたがる。そうしないと思い出すのも辛いからだろう。

「ああ、ごめんなさいごめんなさい、なんだか気まずくなっちゃいました」

　と慌あわてて言う戦術型家政婦。どうも本気で申し訳ないと思っているらしい。

「いや、謝あやまる事はないが──」

　シャノンは溜息を漏もらすように言った。

「あ、でもでも、私は今はスパスパ帝国の戦術型家政婦な訳ですからして、ええと、あまり皆みなさんが逃げられる事に賛さん成せいもできない訳で。困こまりましたね。どうしましょう？」

「俺に聞くな、俺に」

　とシャノン。

　その時──

「──そういう訳だ。このまま回れ右をして大人おとなしく牢ろう屋やに戻もどるなら良し、さもなくば実力行使という事になるが？」

「…………!!」

　シャノンが愕がく然ぜんと眼を見張る。

　戦術型家政婦を振り返る直前までは誰も居なかった筈はずの通路に、一人の女性が立っている。

　執しつ事じの様な黒服に身を固めてはいるのだが、その服の上からでも窺うかがえる身体からだの線は明らかに女性のものだ。

　無論、男女の差など顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだろうが、この女性も例に漏もれず仮面なんぞをしているので顔立ちの詳しよう細さいは分からない。

　ただ──

（こいつは……）

　シャノンは内心の戦せん慄りつを顔に出さぬようにと抑おさえ込む。彼は今の今までこの女執事の接近に気付いていなかった。不完全ながらも気配を読める彼が──だ。

　つまり……

（こいつ、相当な使い手だ）

　自分の気配を抑よく制せいして移動するというのはかなり高度な技術である。少なくともシャノンには出来ない。

　しかも、女執事の立ち方にはまるで力みが無い。

　一見、素人しろうと同どう然ぜんの無む防ぼう備びな立ち方にも見えるのだが、シャノンの眼から見ればまるで隙すきが無い。というより──脱力の仕方があまりにも自然かつ均きん等とうで、次の動きが全く予想出来ないのである。

（無む為いの構かまえ──か。とんでもねえ）

　武術を極きわめるだけ極めるとこの構えに行き着くとシャノンは父に聞いた事がある。

　例たとえば特定の構えをとるという事は、次の行動が自然と限定され、それは相手に次の一手を教えている様なものでもある。

　だが、構えが無ければそれは有り得ない。

　そして事前動作など無くとも如い何かなる技わざにも瞬しゆん時じに移行出来るだけの力が在れば、そもそも構えなど無用となってしまう──というのだ。

　シャノンはまだその領りよう域いきに達していない。

　護衛役の傭よう兵へい達も、相手の実力に関して半なかば気付いているのか、緊きん張ちようの面おも持もちで前に出てシャノンの横に並ならぶ。

「別に命まで取ろうとはいわん。大人しくしていれば──そうだな一週間ほど軟なん禁きんされていれば、解放されよう」

「それじゃ間に合わないんだってば！」

　シャノンの脇わきから顔を出してパシフィカが叫ぶ。

「こら、パシフィカ──!?」

「間に合わない？」

　仮か面めん執事が怪け訝げんそうな口調で問い返す。

「一人の乙女おとめの幸せがかかってんのよ！　あんたらが何を考えてるのか知らないけど、こっちはそれに付き合ってあげるような暇ひま人じんじゃないのよっ!!　あんたこそそこをどきなさい！」

「……元気の良い娘だ」

　仮面に覆おおわれていない部分──口元に苦く笑しようじみた表情を浮かべて仮面執事が言う。

「さすがは──いや」

　何かを言いかけて、少し慌あわてたような様子で口をつぐむ仮面の執事。

「何にせよ私は私で務つとめを果たすまで。そちらの事情は知った事ではないな──何しろ私は『悪の帝国』の手先なのでな」

「…………」

「言っておくがその戦術型家政婦蒼乃六号は人ひと質じちにはならんぞ。一応新しん米まいとはいえ戦術型家政婦。人質となって帝国の不ふ利り益えきとなる位なら、自みずから死を選ぶ筈はずだ」

「──ええっ!?」

　と悲鳴じみた声を上げたのは、しかし当の戦術型家政婦──蒼乃六号である。

「そ、そうなんですか？」

「そうなのだ」

「すいません、全然知りませんでした……」

「うむ。これを機き会かいによく覚えておけ」

「はあ……」

　途と方ほうもなく間ま抜ぬけな会話をしている二人はさておき──シャノンはこの機に黙だまって状じよう況きようを測っていた。

　彼の実力で目の前の仮面執事を倒たおすのは無論、逃げるのもかなり難むずかしい。ましてここで押し問もん答どうしていれば、他の戦術型家政婦やら何やらが駆かけ付けてもくるだろう。

　そうなれば万に一つも脱出の希望は無い。

　だが底そこ抜ぬけに馬鹿かもしれないが、『悪の帝国』だのと自じ称しようしている様な連中に、良識やら約束を守る律りち儀ぎさを期待も出来まい。ここで大人しく牢ろう屋やに戻るというのも、やはり賢かしこい方法ではなかろう。

（もう少しだったんだが──）

　仮面執事の身体からだの向こうに、〈デトニスク商会〉の馬車らしきものが見えている。恐らく走れば十数秒で到とう達たつできる距きよ離りである。

（一分──いや、三十秒稼かせぐ事が出来れば）

　馬車に飛び乗って逃げ出す事も出来るかもしれない。それだけの時間を稼げれば、追つい撃げきはラクウェルの魔法で阻そ止し出来るだろう。

　ならば──

（まあそれくらいなら俺にでも──）

　もっともそうなれば、確実にその『時間稼ぎ』役の者はここに取り残される。

「おい、兄ちゃん」

　ふと両りよう隣どなりで身構えていた傭よう兵へい達の一方が、抑おさえた口調でシャノンに声を掛けてくる。

「あのやばそうなのは俺達が引き受けるから、あんたは残りの連中を頼たのむ」

「……おい!?」

「その位は俺達にも出来るさ」

　驚おどろくシャノンに、もう一方が言う。

「ちょっと、バーデル、セラフィオ──」

　ソイが困こん惑わく気ぎ味みの声を掛けてくる。

「そんな無茶な──」

「いいから何も考えずに御前は可愛い恋人スイートハートの所に行ってやれ」

　と傭兵の片方が言う。

「心配しなくても、まあ今までの様子見てれば殺されはせんだろ。ならば後でゆっくり迎むかえに来てくれや」

「でも──」

「いいからさっさと行きやがれ!!」

　二人の傭兵はそう叫ぶと、棘付き棍棒モーニングスターを片手に、飛び出していく。

「ラクウェル！」

「炎ほのおの民たみよ、踊おどれ!!」

　シャノンの叫びと同時にラクウェルの連動式起動呪文バツチスペルが起き動どう。爆ばく炎えんによる能のう動どう防ぼう御ぎよが通路の中に発生する。

「……!!」

　これを避よけて動く仮面執事。だが、この瞬しゆん間かん、彼女は『避ける』という動作に特とつ化かした事になり──千せん変ぺん万ばん化かする『無為の構え』ではなくなっていた。

　そこへ、真まっ直すぐに二人の傭兵が突つっ込こんでゆく。左右から続けざまに攻こう撃げきを仕し掛かけて、仮面執事に体勢を立て直す隙すきを与えない。もっとも──それをかわす仮面執事の動きには危なげが無く余よ裕ゆうの様子さえ見える。むしろ、大おお柄がらな傭兵二人の方にこそ余裕が無い。大人に向かってがむしゃらに両手を振り回す幼よう児じの様なものだった。

（もって四十秒ってとこか）

　がむしゃらな攻撃は要するに全力疾しつ走そうにも似にている。人間の身体からだの構こう造ぞう上、肉体の限界を引き出せるのはせいぜいが三十秒前後に過ぎず、それ以上はどんな剛ごうの者でも勢いが下がってしまうものだ。

　だから──

「行くぞ!!」

　背後を振り返って叫ぶシャノン。ここで躊躇ためらっていては、傭兵達の男おとこ気ぎも無む駄だになってしまうだろう。

　彼はパシフィカを抱かかえるようにして、一同の先頭に立って走り始めた。





　報告は意外に早くやってきた。

「旦だん那なさ──もとい、皇帝陛へい下か」

　謁えつ見けんの間まという名めい目もくの、おどろおどろしい装そう飾しよくが施ほどこされた彼の部屋。

　巨大な眼を写実的に描えがいた絵かい画がだの、天てん井じようから垂たれ下がる極ごく彩さい色しきの飾かざり布ぬのだの、色々と悪あく趣しゆ味みな装飾が施されているが──その中の極きわめつけは彼の座すわる玉ぎよく座ざだろう。市し販はんの椅い子すに紙かみ粘ねん土どやら何やらで装飾を追加したものなのだが、ちと製作を急がせたせいか色の塗ぬり分けが甘あまく、また背もたれに巻き付く竜りゆうの造ぞう形けいのせいで微び妙みように座り心地ごこちが悪い。

　まあそれはさておき。

　その謁見の間に足早に入ってくると、メイドのディアリエ──ではなくて今は戦術型家政婦紅あか乃の四号であるが──が彼の側に跪ひざまずいて言った。

「軟なん禁きんしていた〈デトニスク商会〉の連中が脱だつ獄ごくしました。ファインベル──もとい、仮面執事様が制止するも、護衛役の傭兵二名を制圧出来たのみで、他の者は逃のがしてしまったとの事です」

「──ふむ」

　フランキ伯はく爵しやく──ではなくて今は暗黒スパスパ帝国皇帝スパスパ十二世は何な故ぜか満足げに頷うなずいた。

「すぐに追撃を──」

　と戦術型家政婦紅乃四号が言ってくるが──

「いや。追撃は必要かもしれんが、一時間グロツク程おいてからにしろ」

「──は？」

　困こん惑わくの声を漏もらす戦術型家政婦紅乃四号。

「すぐに捕つかまえてしまうと困るのでな。適てき当とうに時間を置いてから──そうだな。マヌーリンに着くか着かないか位の所で追いつくくらいが丁ちよう度ど良かろう」

「はあ──」

　今一つ納なつ得とくいかない様子で頷く戦術型家政婦。

「しかし旦那さ──もとい皇帝陛下。何やら新人のエネア、もとい戦術型家政婦蒼乃六号まで、人ひと質じちのまま連れて行かれてしまいましたけど？」

「…………」

　スパスパ十二世は一いつ瞬しゆん首を傾かしげていたが──

「それはちょっとまずいな。エネア、もとい戦術型家政婦蒼乃六号から私の正体が漏もれる恐れがある。それだけは阻そ止しせねばならん」

「正体知られたら恥はずかしいですもんね」

「黙だまらっしゃい」

　と言ったところを見ると──スパスパ十二世にも多少の自覚はあるらしい。

「しょうがない──即そく座ざに追え。ただし連中はマヌーリン近くまで行かせる様に」

「……何をお考えです？」

　首を傾げて訊きいてくる戦術型家政婦に、皇帝は仮面の下でにやりと笑って見せた。

「面おも白しろい事だ──悪の軍団としては少々反はん則そくだがな」



    

  
    
      　第五章　少年の決断






　宵よい闇やみの中に松明たいまつの炎ほのおが揺ゆれている。

　右に左にと灯とう火かが動き回る様を雑ざつ草そうの陰かげから眺ながめつつ──シャノンは溜ため息いきをついた。

「まあ当然──追っ手は来るわな」

「当然よね」

　その言葉に……シャノンはうんざりした表情を浮うかべて傍かたわらに視線を向ける。そこには何の積つもりか頭に木の枝やら何やらを差しているパシフィカの姿すがたがあった。

「ところで何の積もりだ、それは。蓑みの虫むしの真ま似ねか？」

「見て分からない？」

「分からんから聞いてんだよ──想像はつくがな」

「偽ぎ装そうしてんのよ、偽装。追っ手に見つからない様に。父さん直じき伝でんの隠密接敵ストーキング法なのよ」

「……あの馬ば鹿か親おや父じ、娘むすめに何を教えてやがんだか……」

「ええっ？　これって女の子の嗜たしなみなんじゃないの？」

「んな訳わけあるかい」

「でも気になる男の子つけ回して弱よわ味み握にぎるのに便利だから、恋こいする乙女おとめの必ひつ須す技ぎ能のうだって父さんが──」

「どこの世界の恋する乙女だ、それは──つーか、既すでに犯はん罪ざいだろ、それは」

　呻うめく様に言ってシャノンは視線を前方に戻す。

　暗黒スパスパ帝国とかいう連中の追っ手は、まだ近くを捜そう索さくしている様だ。迂う闊かつに動くと見つかってしまう。

　スパスパ帝国の砦とりで──だか何だかよく分からない代しろ物ものではあったが──を脱だつ出しゆつしたシャノン達は、ひとまず主要街かい道どうに達する前に森の中に身を潜ひそめていた。一刻でも早く主要街道に戻もどりたかったのは事実なのだが、元々速度よりは可か搬はん重じゆう量りようを優ゆう先せんした造つくりの大型馬車では追っ手をそう簡単に振ふり切れるとも思えず、一いつ旦たん森の中に身を潜めて敵をやり過ごそうと考えたのである。

　とはいえ──

「妙みようだよな」

「何が？」

「いや……何というか、妙に探し方がぞんざいと言うか。追ってる連中に緊きん迫ぱく感かんが無いんだよな……」



    

  
    
      「そう？」

　首を傾かしげるパシフィカ。まあ気け配はいを読めない彼女にしてみれば、追っ手連中の間に横たわっている雰ふん囲い気きまでは把は握あくできないだろう。

「いくら馬鹿でも、フランキ伯はく爵しやくの領内で山さん賊ぞくめいた真ま似ねしてれば、治ち安あん騎き士し団だんの討とう伐ばつ喰くらう事は分かるだろうに」

　小しよう規き模ぼな武ぶ装そう集団ならともかく、砦とりでまで構えてやっている以上、そう簡単に姿をくらます事も出来まい。スパスパ帝国の連中にとっては、自分達を守る最大の盾たては、その存在の機き密みつ性せいであった筈はず──

「…………」

　──筈だが、『絶対秘密で誰だれにも喋しやべっちゃ駄だ目め要よう塞さい勝手口』と書かれた表ひよう札さつを想い出してシャノンは軽い頭ず痛つうを覚えた。

「やっぱり単なる馬鹿か？」

「誰が馬鹿よ!?」

「いや、おまえの事を言ったのではなくてな──しかしどうしたもんかな。五、六名でなら振り切る事も出来るだろうが……」

　さすがに速度の出ない大型馬車を連ねて、えっちらおっちら行けば簡単に追いつかれてしまうだろう。今の時点で追いつかれていなかった事自体が僥ぎよう倖こうに近いのだ。大がかりに動けばさすがに連中もすぐに気付く。

「少人数ならどうにかなるの？」

「それこそあの豚ぶた驢ろ馬ば壱いち号に乗れば良い訳わけだろ。元々は高速移動用の魔法な訳だし」

「あ、そうか」

「その場合、他ほかの人間はここに残していく事になる訳だが……まあ偽ぎ装そうさえきっちりしていればそう簡単に見つからないだろ。後は──豚驢馬壱号の方が派は手でに逃にげて連中の目を引きつければ、余よ計けいに見つかりにくくなるだろうし」

「うわ」

「なんだよ？」

　目を剥むいて驚おどろいている妹にシャノンは半はん眼がんの視線を送る。

「シャノン兄がなんだか色々考えてる。面めん倒どう臭くさいからってとっくに脳のう味み噌そなんか活動停てい止ししてると思ってたのに」

「……戻るぞ」

　溜息をついてシャノンはごそごそと地を這はい始める。パシフィカもずりずりと地を這いながら元来た方向へと移動する。

　二人の向かう方向。

　そこには──木々の連なりに隠かくれる様にして洞どう窟くつが一つ口を開いていた。





「…………」

　視し界かいの隅すみを動く金きん髪ぱつ頭の方を努めて見ない様にしながら、フランキ伯爵家家メ政イ婦ドのバティル──もとい暗黒スパスパ帝国戦術型家政婦紅乃弐号はひっそりと溜息をついた。

　隣となりにやってきた部下の治ち安あん騎士見習い──もとい暗黒スパスパ帝国戦術型執事見習いの少年が仮面越ごしに困こん惑わくした声を掛けてくる。

「あの、バティルさん──じゃなくて紅乃弐号様。あそこに居るのは……」

「見ないふりをしなさい」

「はあ……」

　そちらに向けそうになった視線を慌あわてて戻もどしつつ戦術型執事見習いが言う。

　どうもあの金きん髪ぱつ少女、頭に木の枝やら枯かれ葉やらをくっつけて偽ぎ装そうしている積もりらしいが、元々金髪というのは森の中で目立つ色合いの為ため、先程から数名がその存在に気付いている。



    

  
    
      　しかし──

「いいんですか？」

「私もよくは知らないんだけど、連中は──特にあの三人組の兄姉妹きようだいとソイとかいう少年だけでもマヌーリン近くまでは戻ってもらわないと伯爵様──じゃなくて皇帝陛へい下かも困るみたいだから。ここはとにかく知らんぷりしてなさい」

「はあ……」

　明らかに納なつ得とくしていない様子で曖あい昧まいに頷うなずく戦術型執事見習い。

「しかし貴方あなたも大変ねえ。正式に治安騎士になる前にこんな事にかり出されちゃって」

「いえ。これはこれで楽しいですよ。それに伯爵には父が〈ロードブロッカーズ〉時代に大たい層そうお世せ話わになったとかで。せめてもの御ご恩おん返がえしに、御ご奉ほう公こうしてこいと」

　仮面の下でにこやかに笑って言う少年。これはこれで楽しいというのも嘘うそではなかろう。

「ああ、うちと同じか──」

「そうなんですか？」

「私やコリーンは貴方と同じよ。まあ私達は普ふ段だんから屋や敷しきにお仕つかえしてるけどね。昔むかし、母がやっぱり〈ロードブロッカーズ〉に所しよ属ぞくしてたのよね。まあそのコネでお給きゆう金きんの良いところに就しゆう職しよく出来たのは幸運だけど。

　伯爵様の道楽も困ったもんよね。まあ領りよう民みんに重じゆう税ぜい掛かけたりしないし、領内では教育関係や福ふく祉し関係の制度、設せつ備びも充じゆう実じつさせておられるし、名君は名君なんだけど」

　だからといって発ほつ作さ的に『悪の帝国ごっこ』を始めるのはどうかとバティルは思う。昔の部下やその子し弟ていをそのごっこにつきあわせるのも。

　ちなみに『悪の帝国ごっこ』の際さいには屋敷外の者には薄はく謝しやが、バティル達にも追加手当がフランキ伯爵の私し財ざいから支し払はらわれるので、一いち概がいに領主の横おう暴ぼうとも言えないのだが。

「まあ僕はお小こ遣づかいも稼かせげて嬉うれしいですよ」

　と言う少年。考えてみれば騎士見習いの多くは未まだ十代なのだからして、小遣いもそれなりに欲しい年とし頃ごろではあろう。

「まあねえ」

　などとすっかり世せ間けん話体勢モードに入りつつ、再びちらりとバティルは視界の隅すみに注意を向ける。

　そこでは……ようやくずりずりと匍ほ匐ふく前ぜん進しんしていた金髪頭の少女が、木々の向こうに消えるところであった。





「……という訳なんだが」

　シャノンは一同を見回す。

　馬車ごと隠かくれた洞どう窟くつの奥おく。そこにラクウェル、パシフィカとデトニスク商会の面々の姿が在る。

「ラクウェル──あの豚ぶた驢ろ馬ば壱いち号だが」

「〈すれいぷくん壱号〉なんだけど」

「なんでもいいが、とにかくあれが馬を振り切れる位の速度を出すにはどれくらいまで人間が乗れる？」

　シャノンの問いにラクウェルはしばし考え──

「シャノンの言う通り四人か五人位かしらね。大きくすればいくらでも乗れるけど──」

「それはやめろ。頼たのむから」

　巨大化した〈すれいぷくん壱号〉が爆ばく発はつする瞬しゆん間かんを思い出してシャノンは呻うめくように言った。

　追っ手に追いつかれる前に自爆している様では笑い話にもならない。

「そうすると──誰が乗るか、だが。他の人間はここにこのまま隠かくれててもらうか、囮おとりを兼かねて豚驢馬で先に出る方が、充分あの連中を引きつけた後に移動してもらう事になる」

「このままここに隠れているのはあまり得とく策さくではないでしょうね」

　とラクウェル。

「相手側にも魔ま導どう士しは居る可能性があるし、そうなれば探たん査さ系けい魔法でこの場が知れてしまう可能性があるわ。今は私が妨ぼう害がいを掛けてはいるけれど──」

　当然、〈すれいぷくん壱号〉に乗ってラクウェル本人が離はなれてしまえば、この場所は探知されてしまうだろう。

　そもそも妨害魔法を掛けている事は相手側にも当然分かる訳で──つまり『位置は特定できないがその辺に居るのは分かっている』状態という事になる。つまりこのまま移動せずここに潜ひそんでいても状じよう況きようは改かい善ぜんされないどころか、むしろ見つかるのは時間の問題という事になる。

「って事だが。あんたらの仲間に魔導士はいるのか？」

　そう言ってシャノンが振り返ったのは、縄なわでぐるぐる巻きにされているスパスパ帝国の戦術型家政婦蒼乃六号である。

「──へ？」

　と自分に話が振られるとは思っていなかったのか、仮面の奥おくで目をぱちくりさせつつ戦術型家政婦は間の抜けた声を漏もらした。

「えっと。被ひ雇こ用よう者の守しゆ秘ひ義ぎ務むとかそういうのが一応ありそうなので──」

「まだ自分の立場が分かっていない様ね」

　パシフィカが腰こしに手を当ててやたらに尊そん大だいな口調で言った。

「さくさく答えないとこの若じやく年ねん性せい恍こう惚こつ老ろう人じんが貴女あなたにあーんな事やこーんな事をするわよ？」

「誰だれが恍惚老人か」

　そうつっこむ兄には構かまわずパシフィカは勝ち誇ほこった様に言った。

「『わしが若かった頃はのう』とか言ってもう何度も聞かされたよーな、しかも始めと終わりがくっついた話を無限に繰くり返すわよ!?　『今の若いもんはのう』とか言って色々愚ぐ痴ちるわよ!?　しかも本物の老人と違ちがって体力だけはあったりするから三日三晩続くわよ!?」

　と言いつつ──その指先は真まっ直すぐシャノンに向いている。

「ええっ……？　そうなんですか？」

　仮面の家政婦はさも恐おそろしげに身を震ふるわせる。そんな相手の反応を見て我が意を得たりとばかりにパシフィカは勢い込んで言葉を続ける。

「それだけじゃないわ！　『御ご飯はんはまだですかいのう』とか言いながらお風ふ呂ろのぞいたりするわよっ!?　止とめないと一日五回朝御飯食べたりするのよ!?」

「な、なんて恐ろしい……」

「パシフィカ……」

　珍めずらしくラクウェルが咎とがめる様な口調で言う。

「ちょっと言い過ぎよ」

「そ、そうかな？」

「ええ。もうちょっとお年寄りを敬うやまう心を身につけないと──」

「意見としては正しいが、論ろん点てんが違う」

　顔をしかめて言うシャノン。

「あんたも怯おびえるなよ」

「いえ、でも……一日五回も朝御飯食べるなんて、お腹なか痛くならないかなあ、とかものすごく太ってしまうんじゃないかなあ、とか思うと私、恐ろしくて夜も眠れません」

　心しん底そこ恐ろしそうに震ふるえながら戦術型家政婦は言った。

「……なんなんだ、こいつは」

　疲つかれたように肩を落とすシャノン。

「まあ『言えない』って事は居るって事なんだろうさ」

　と口を挟はさんできたのはデトニスク商会を束たばねる女商人、ハンナである。

「『居る』と言ってこっちが魔導士対たい策さくを立てるのも困こまるし、『居ない』と言っても信用は得られないだろうし。逆にそもそも居ない場合はそこまで考える必要も無いだろ」

「なるほど」

「魔導士は居る可能性が高いと思った方が良いでしょうね。あの洞どう窟くつは明らかに魔法で加工されていたから……」

　とラクウェル。

「すると──」

　ハンナが腕うでを組んで一同を見回した。

「囮おとり兼けんマヌーリン組と、その他の組に分かれて行動する、という事になるかね。その他の組は隣となり街まちまで行って治ち安あん騎士駐ちゆう屯とん所じよに保護を頼む、と」

「ちょっと待ってください」

　ソイが口を挟はさんだ。

「そんな危険な──大体治安騎士団に保護を求めるのなら、皆で行った方が危険が少ないでしょう？」

「全くあんたは……何を聞いてたんだい。全員でぞろぞろ出て行ったら、すぐに捕つかまるからこんな策さくを練ねってるんじゃないか」

「それはそうですけど──無理にマヌーリンに向かわなくても……」

「…………ソイ」

　ハンナがひどく冷さめた眼で自分の養子を見み据すえる。

「まさかあんた、マヌーリンに行かない積つもりじゃないだろね？」

「──え？」

　と驚おどろいた様子を見せたのはパシフィカで、ソイ本人はうなだれただけだ。

　どうやら図ず星ぼしらしい。

「ちょっとソイさん？」

「僕が行ってどうなるってもんでもないじゃないですか」

　ソイはうなだれたまま、そう言った。

「大体、今はそんな事を言っている場合じゃ──」

「馬鹿か、あんたは。そんな事を言ってる場合なんだよ。そもそも慌あわてて脱出してきたのはその為ためだろが」

　ハンナが顔をしかめる。どうにも煮にえ切らないソイに相当苛いら立だっているらしい。

「わざわざ手紙まで出してあんたに救すくいを求めてきたんだろ、そのリステルって娘こは。あんたに期待してんだよ──あんたが来てくれるのを待ってるに決まってるだろが？　それを『行かない』だなんて──」

「しかし──」

「それとも何かい？　その子があんたじゃない誰だれかと結婚しても気にならないのかい？　まあそれならしょうがないけどね」

「そ、そんな事はありません──」

「いや、どうだかね。所しよ詮せん、あんたらのしてきたのは恋れん愛あいごっこだったのかもね？　相手が好きなんじゃなくて、恋愛の状じよう態たいに居る自分が好きだっただけなんだろ」

「小お母ばさん……！」

　一いつ瞬しゆん、怒いかりの様な表情をその顔に過よぎらせて顔を上げるソイ。

　だが──

「違うのかい？　違うってんならその証しよう拠こを見せな」

「…………」

　ソイは再びうなだれた。

「……まあ少し時間はある」

　取りなすようにシャノンは言った。

　陽動を兼ねて二組で動くにしても、単純に一いつ緒しよに隣町まで行くにしても、今すぐ出て行ってはすぐに見つかって逃にげ切る事も出来まい。とりあえず追っ手が少し離はなれるまではシャノン達も身動きがとれない状態だった。

「よく考えてくれ」

　そう言ってシャノンは洞窟の地面に腰こしを下おろした。





　ゴルダ商会。

　マヌーリンのみならずフランキ領にては最もつとも手広く商あきないを行っている組そ織しきである。その頂点に立っているのは一代でその財ざいを築きずいたというバーロス・ゴルダという男だった。

　バーロス・ゴルダという男について誰かに尋たずねれば必ず出てくる一言というものがある。

「目的の為には手段を選ばない」

　これが端たん的てきにバーロスの性格を示しめすものではあった。

　無論、そうでなければ一代で貴族にも匹ひつ敵てきする様な財をなす事は出来ないだろう。そもそも何の後うしろ盾だても無い若者がたった二十年でこのゴルダ商会を築きずき上げた手しゆ腕わんは、奇き跡せきとも呼べる程のものであったのだから。

　それはともかく──

「すまんね。つまらない話に巻き込んでしまった。昔むかし馴な染じみのよしみという奴やつで勘かん弁べんしてくれると有あり難がたい」

　バーロスは執務室に入ってきた相手を振り返ってそう告げる。低く何ど処こか威い圧あつ感かんのある声は、本人が望む望まぬにかかわらず他た者しやに緊きん張ちようを強しいるものを持っていた。

　だが──入ってきたその男は肩かたを竦すくめて見せただけで、ひどく気楽な様子でそこに立っている。

「気にすんな。つーかむしろこういう面おも白しろい事には忘れず呼んでもらわんとな？──昔馴染みのよしみって奴でな」

「そうか」

「そうとも」

　相手はその広い肩を軽く竦すくめて見せる。

「で──俺としては具ぐ体たい的てきにどうすりゃいいんだ？」

「なに、たいしたことではない。恐らく何もせずとも良かろう。貴方に足そく労ろう願ったのは単に保険だ」

「さよか」

「だがそれだけというのもいささか引けるのでな。きちんとそれなりに楽しめる役やく所どころは用意した積もりだ」

「ほう？」

「紹しよう介かいしよう」

　そう言ってバーロスは机の上の呼び鈴りんを振った。

　ちん──と澄すんだ音が響ひびき、程ほどなくして扉とびらが──バーロスの話し相手の入ってきた扉とは別の扉が開いた。恐らく予あらかじめそこに待たい機きさせられていたのだろう──扉の向こうからゆっくりとドレスを身にまとった若い娘が、俯うつむきつつも歩み出た。

「我が娘のリステルだ」

　バーロスが淡たん々たんと告げる。

「初めまして──」

　そう言いつつリステルは顔を上げ──

「──え？」

　と眼を丸くする。

「貴方あなたは……まさか……ちょ、ちょっと待ってください、貴方が？」

「よ。お嬢じようさん」

　と相手はひどく気軽な感じで片手を上げる。

　何やら驚おどろいて硬こう直ちよくしている娘には全く構かまわず、バーロスは鋼こう鉄てつの軋きしみ合う様な声で相手に告げた。

「君にはリステルと結婚してもらう。そろそろ再さい婚こんを考えても良い時期だろう？」

「そうかもな」

　その厳いかつい顔に微び苦く笑しようを浮かべながら相手は肩を竦すくめて見せた。





　むっつりと黙だまり込んだハンナとソイを見比べながら、パシフィカは溜息をついた。

　家いえ柄がらがどうとか環かん境きようがどうとか。

　そういうものが恋れん愛あいの障しよう害がいになると言われてもまだ十四のパシフィカにはいまいちピンと来ない。ソイが気を遣つかっている理由は頭では理解出来るのだが、やはりそれは彼がリステルの事を諦あきらめる決定的な理由にはならない様に彼女には思えた。

「なんだか暗いですねえ……」

　と声を掛かけてきたのは、やっぱりぐるぐる巻きにされたままの戦術型家政婦である。いまいちとらわれの身である事の緊きん張ちよう感が感じられない娘だったが、まあソイ達と一緒になって暗い空気を放ほう散さんされるよりはマシであった。

「話は聞いてたんでしょ？」

　パシフィカは戦術型家政婦の方を振り返る。

「ええまあ……」

「男の人ってそんなに身分とか世せ間けん体ていとか、そういうの気になるのかしらね」

「それはそうでしょう」

　と戦術型家政婦は言った。

「ほら、よく言うじゃないですか。恋愛は当人達が幸せであればいいけれど、結婚はそうじゃない──って」

「言うの？」

「言いませんか？」

　怪け訝げんそうに尋たずねるパシフィカに戦術型家政婦は首を傾かしげて問い返す。

「知らない」

「そうですか」

「でもさあ。うちの両親って駆かけ落ちで結婚したんだよね──だったよねえ？」

「そうね」

　と少し離れたところに座すわっていたラクウェルが頷うなずく。寝ねている様にも見えたが──一応、話は聞いていたらしい。

「生まれも育ちも全く違っていたらしいし、両親にもかなり反対されたらしいわね。まあ父さんの方は問題なかったみたいだけど」

　元々西方から流れてきた傭よう兵へいであったユーマは、その当時既すでに実家と呼べる様なものが無く、両親の生死も分からない状態だったのだそうだ。

　しかし母はといえば──爵しやく位いこそ無かったものの、貴族にも匹ひつ敵てきする権けん勢せいを持った宮きゆう廷てい楽がく師しの家の出であり、本人は本人で天才的な魔導士であった為ために、格かく式しきだの家いえ柄がらだの身分不ふ相そう応おうだのと、色々ややこしい問題がついて回っていた様だ。

「前に母さんに聞いた事があるけれど──」

　とラクウェル。

「『どうしてそこまで思い切ったの？』って。そしたら母さん笑って『その場の勢い』って答えてたけど」

「……母さんらしいと言えばらしいよな」

　と苦く笑しようしてシャノンが言ってくる。

「で……シャノン兄。男の側の理り屈くつとしてはどうよ？　そんなに世間体って大事？」

「俺か？」

　いきなり妹に話を振られ、シャノンは壁かべにもたれてしばし考えていたが──

「気にはなるかな、やっぱり」

「へえ……シャノン兄でも、そういうものなんだ？」

「『でも』って何だ、でもってのは。いやまあ、程度問題だとは思うけどな」

「例たとえば──」

　ふと思いついた様にラクウェルが言う。

「シャノンとパシフィカがそういう関係になったとして──」

「い？」「へ？」

　言われた当の本人達が眼を丸くして声を漏もらす。

「シャノン、結婚に踏ふみ切れる？」

「いや、そもそも間ま違ちがってもこのドラ猫と恋に落ちるなどという奇き跡せき的てきな事態は生しようじないと思うが」

「私だってこの脳のう性せい痴ち呆ほう老ろう人じんとなんか結婚しないわよ!?」

「それはまあそうかもしれないけど。もしよ、──」

「…………」「…………」

　困こん惑わくした表情で顔を見合わせるシャノンとパシフィカ。

「血は繋つながってない訳わけだけど、兄妹きようだいな訳でしょう？　世間的にはちょっと冷たい目で見られたりするかもしれないじゃない？」

「まあそうだろな」

　とシャノン。

　近きん親しん婚こんに対する禁きん忌きは普ふ遍へん的てきなものである。元々は近親交こう配はいによって生じる弊へい害がい、具ぐ体たい的てきには生まれてくる子供に心身的な不ふ都つ合ごうが生じる事を避さけようという考え方から出てきたものであろうが──そこからの派は生せいとして、たとえ血が繋がっていなくとも、近親者の婚こん姻いんは蔑べつ視しされる傾けい向こうがある。

「それでも結婚したいと思う？」

「……うーむ」

　腕うでを組んで考え込むシャノン。

「あ、シャノン兄、考えちゃうんだ？」

　とパシフィカ。

　何な故ぜか──彼女の表情はとても不ふ機き嫌げんそうである。

「そりゃそうだろが」

「うわ。最低。普ふ通つうは惚ほれた女の為だったら、そういうの気にしない、とか堂どう々どうと言い切る位の甲か斐い性しよう無ないの？」

「あのな。事はそう簡単なもんじゃないだろが。俺達が後ろ指差されるだけならともかく、そういうのってのは、ラクウェルや親おや父じにも影えい響きよう及およぼすんだぞ？　それでも『私達だけ幸せならそれでいいの』とか言う積もりか？」

「そういう訳じゃないけど、それはそれ、これはこれよ！」

　立ち上がって兄に突っかかるパシフィカ。

「訳わからん理り屈くつをこねるな。大体おまえは考えが足りないと言うか──」

「何よシャノン兄だって中ちゆう途と半はん端ぱなところで訳知り顔でさ。大体、シャノン兄はいつだって──」

「そもそもそれはおまえがあまりに世間知らずで──」

「でもシャノン兄はやりもしない内からあれは駄だ目めこれは駄目って──」

　などと言い合いを始めた二人を一同は若じやつ干かん驚おどろきつつ眺ながめていたが──

「あの、喧けん嘩かはやめましょう──」

　ソイがおずおずと声を掛ける。

「誰の為に喧嘩してると思ってんだ!?」「思ってんのよ!?」

　二人揃そろってそう怒ど鳴なられ、首を竦すくめるソイ。

「……まったく」

　溜息をついて肩の力を抜くと、シャノンは呟つぶやく様な口調で言った。

「だがまあ……何でも程度もんだよな」

「程度……ですか？」

「世間体が悪いとかその後の苦労とか……そういうのと、自分の惚ほれた女が自分の手の届かないところに行ってしまう事と……結局はそれを秤はかりにかけるだけの事だろ。

　その時の事を想像して……それが耐たえられないものだったなら、そうならない様に動くしかないだろ。世間体をとるにしても、惚れた女をとるにしてもな」

「……でも……」

「女性陣じんとしてはどうしてもあんたとリステルをくっつけたがっているみたいだが、俺としてはどっちを取れとも言えないな。

　リステルとは知り合いだが、まあ彼女位の器き量りようにゴルダ家の財産がおまけに付いてくるとなれば躊躇ためらう奴やつの方が少ないだろうし、そういう連中が彼女を幸せに出来ない、とも限らないしな──彼女の事を思えばこそ、そこで身を引くってのは確かに一つの選せん択たくではあるし」

「シャノン兄！」

　目め尻じりをつり上げてパシフィカが叫ぶが、シャノンはそれを片手で制し──

「そもそも俺達はリステルの結婚相手がどんな奴かも知らない訳だろうが。パシフィカ、おまえはどうも否ひ定てい的てきに考えている様だが、ひょっとしたら目の前の彼よりもずっと、性格も容よう姿しも良い奴かもしれんのだぞ？」

「それは──でもそんなの結婚してみないと分からないじゃん」

「いいから最後まで聞けって。だからさ。そうすべきとか、それが良いとか悪いとか、そういうのじゃないだろ──って事だよ。俺としてはどういう形であれソイ・ニコノフの意志は尊そん重ちようすべきだって言ってんだよ。それで彼がリステルを選ばなかったんなら、それはその程度の感情でしかなかったって事だし、それならば無理を通して結婚しても上う手まくいく筈はずもないだろ」

「……それは」

　パシフィカはそこで詰つまる。

　他ほかの者からも反論は無い。それはその通り──だと思っているのだろう。

　ただ──

「でもそれでも」

　ふと思い出したかの様な口調の声が言う。

　一同に注ちゆう目もくされ、戦術型家政婦は気け圧おされたかの様に首を竦すくめた。

「あの……その……でもそれでも。少しでも躊躇ためらう位なら、理り屈くつじゃなくて感情に従したがった方がいいと思います。あ、違うかな。なんていうか……それが皆みなの為に見えるとしても、結局はそうじゃなかったりする事もありますし……」

「……ふん？」

　何かその口調に感じるものでもあったのか、ハンナが目線で先を促うながす様にしてその戦術型家政婦を見る。

　彼女は一瞬、躊躇った様ではあったが──

「えっと……私。結婚してた事あるって話はしましたよね？」

「聞いたよ」

　とシャノン。

「それ、四十ほど歳としの離はなれた方とだったんですけど」

「四十!?」

　とパシフィカが眼を丸くする。

　親子どころか祖そ父ふと孫まご程ほどもある年の差だ。

「いえ、あの、実はその方、元々あまり身体からだが丈じよう夫ぶではなくて。でも資し産さんをお持ちで。だから母が──その方、きっと長くは生きられないだろうけど、今の内に結婚しておいたら、財産は私のものになるし、そうしたら病気の母の面めん倒どうを見るのも楽になるからって」

「…………」

「その方も私や母の思おも惑わくが分かってらしたみたいで。それでも構わないっておっしゃって。やっぱりそれなりの立場の方だと『妻』が居た方が世間体としても良いみたいですし、まあ他にも色々と理由は在ったみたいですけど。

　でも、私はその時実は好きな人がいて。で、その人にはすごく軽けい蔑べつされちゃって。当然ではありますよね、財産目当ての結婚なんですから」

「それは──」

　言いかけてパシフィカが言葉に詰つまる。口調はのんびりしているが仮面の家政婦が語る内容には安あん易いな慰なぐさめを許ゆるさない様な……厳げん然ぜんたる何かがあった。

「でね。私は夫にはとてもよくしていただきました。特に苦労した覚えもありません。綺き麗れいな服を着せて貰もらって。美お味いしい食事を食べさせて貰って。とても柔やわらかいベッドで眠れて。結婚前には想像も出来なかった世界です。好きでその人と一いつ緒しよになった訳ではない訳ですけど、本当に感かん謝しやはしています。

　けど──夫は亡くなるときに、言ったんです。『御前が憎にくい』って──」

「な、なんで？」

「『お互い、損そん得とくずくで結婚したのが分かっていた筈だが、やはり夫婦とはそういうものではなかった。御前が私に尽つくしてくれるのを見れば見るほど、御前の心が私に向いていないのを改めて思い知らされる。私は御前を愛しているが、御前は私を哀あわれんでいるだけだ。こうして向かい合っていても私の恋は結局一方通行だ──こんな事ならば、御前とは一緒にならなければ良かった』って……」

　すらすらと──まるで本人の如ごとく言えるのは、それがずっとこの娘の胸むねに突つき刺ささっていた台詞せりふだからだろう。

　シャノン達は無論、ソイやハンナ、デトニスク商会の面々まで気け圧おされたかの様にこの仮面の家政婦の話を聞いている。

「それでも私にはどうにもしてあげられなくて。心から夫を愛してあげれば良かったんでしょうけど、自分の気持ちって自分ではどうにもならない部分も大きいじゃないですか。結局──辛つらい辛いって言いながら夫は亡くなりました。

　元々は私を育てる為ためにずっと苦労してきた母に楽をさせてあげたいと想ったのが、結婚に踏ふみ切った理由の一つなんですけど……母は母で、私が結婚してすぐに病やまいを悪化させて亡くなって。

　資産はその方の親しん戚せきとかいう人たちがやってきて、色々理り屈くつをつけてはあっという間に持っていってしまって。

　私は──どうする事もできなくて」

「…………」

「結局、誰も幸せにならなかったなあって。母さんは私が苦労しないように、幸せになれるようにって思ってくれてただろうし、私も母さんやその方が良いならって思ったし──でも。何にも残らなくて。

　夫だってきちんと損得を考えて私と結婚したんだと想うんです。

　でも駄だ目めでした。誰だれも幸せになりませんでした。

　何がいけなかったんだろうって考えたんですが、結局、私が自分に言い訳わけしてたのがいけなかったんじゃないかな、って」

「言い訳……？」

　何か思うところがあるのか、ソイが表情を強こわばらせて尋たずねる。

「皆がそれで幸せになれるからって言い訳して。自分が本当にどうしたいかとかあんまり考えなかったから……その事についてきちんと自分で納なつ得とくできる位に考えていたら、少なくとも私はその方の事を──私の夫の事を愛してあげる事も出来たんでしょうけど。でも私は『しょうがないから』って言い聞かせて、夫以外に好きだった人の事を考えないようにしてて。そんな状態で誰かを好きになんてなれなくて──」

「もういい」

　シャノンが片手を上げて言った。

　これ以上聞いているのは正直、辛かった。戦術型家政婦の口調が淡たん々たんとしているから尚なお更さらの事だ。この娘は事実を事実として語っている。そこには自じ己こ憐れん憫びんも自己陶とう酔すいも無い。冷ひえ冷びえと純然たる後こう悔かいが在るだけだ。

「あ、す、すいません。部外者が長々と語っちゃいました」

　てへへ、とはにかむ様な笑えみを仮面越ごしに浮かべて戦術型家政婦は言った。

「──まあ」

　シャノンが取りなすように後を引き取る。

「こういう意見もあるがな。どうするよ、ソイ・ニコノフ？　俺としては諦あきらめるのも勇気、諦めないのも勇気だと思うがね」

「…………」

　ソイはしばし考えていたが──

「言い訳──してたのかもしれませんね」

　そう言って微笑ほほえむ。

「会えない時は毎晩の様に夢に見る位僕は彼女の事が好きです。だから──やっぱり後悔するんでしょう、行かなければ」

「……！」

　ぱっとパシフィカが顔を輝かがやかせる。

「じゃあすぐにでも！」

「ただ──恐らく」

　とソイが続ける。

「僕とリステルがつきあっていた事はそんなに秘密にしていた訳でもないから、彼女のお父さんが僕が行く事を予想している可能性はあります」

「それは、そうかもな」

　とシャノン。

「下へ手たをするとリステルが手紙を俺達に託たくしてるのもばれてる可能性はあるわな」

　ゴルダ家の屋敷で働く人間は一人や二人ではない。リステルが一人で出で掛かければやはり目立つだろうし、後をつけられていてもおかしくはなかろう。そしてそういう事をやりかねない──『目的の為には手段を選ばない』のが彼女の父親に関する評ひよう判ばんではあった。

「当然そうなれば僕が辿たどり着けない様に、邪じや魔まをしてくる可能性もあるでしょう？」

「そうなるな──ってまさか？」

「そう考えればあのスパスパ帝国という人達の杜ず撰さんさも納得がいきませんか？」

「…………」

　ソイの言葉に一同が仮面の女中を振り返る。

「はい？」

「そうなのか？」

　と尋たずねるシャノンだが──奇き怪かいな家政婦は首を傾かしげた。

「なにがですか？」

「話を聞いてなかったのか、あんたは。だから、元々あんたらの目的は、ソイを結婚式に近づけさせない為のものなのか、って事だよ」

「さあ……そう言われましても、私、ただの使用人ですし」

「ただの使用人ねえ」

　黒と赤のメイド服に仮面という格かつ好こうの娘を眺ながめながら言うシャノン。彼は小さく溜息をついてソイに向き直った。

「まあそれはいい。で──？」

「だとしたら僕一人ではリステルのところに辿り着けない可能性があります。情けない話ですが、僕は腕わん力りよくはからっきしですから、実力行使で障しよう害がいを突とつ破ぱできる可能性は低いでしょう」

　とやや自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑うソイ。

「──かもな」

　とシャノン。確かに彼の目から見てソイは肉体的にも性格的にもあまり戦いには向いていないだろう。

　だが──

「ですが、折せつ角かくリステルの所に行くと決心したからには、僕はどんな手を使ってでも彼女の所に行きたいと思います。多少ずるくても、卑ひ怯きようでも──」

「それで？」

「見たところ、貴方あなた達はいわゆる『便利屋』で──リステルに頼たのまれた依い頼らいは現在終了していると思って構かまいませんか？」

「そうだな」

「ならば……僕が貴方達を雇やといたいと思うのです」

「…………高いぞ？」

　面倒臭そうに言いつつも──シャノンは内心で、この少年の事を少し見直していた。

「構いません。分ぶん割かつ払ばらいを許してもらえるのなら何年かかってもお支払いしますよ」

　と笑うソイ。

　それは何かを吹ふっ切った様な表情だった。

　卑怯といえば卑怯だ。情なさけないと言えば情けない話だ。この期ごに及およんでも自分一人で女の一人もかっさらう事が出来ずに、助すけっ人とを頼んでいるのだから。

　しかしそれでも。

　惚ほれた女の為になりふり構わず、自分に出来る限りの事をする。肉体的に劣おとるのならば精神的に──発想や思い切りで出来る事を全すべてやる。労ろうを惜おしまず恥はじも恐れず自分にとっての最さい善ぜんを尽つくす。

　それはそれでまた一つの勇気であるし──恐らくはそれこそがこのソイ・ニコノフという少年の戦い方だろう。

「分かった」

　苦く笑しようを浮うかべつつも──シャノンははっきりと頷うなずいた。



    

  
    
      　第六章　大疾走






　走る。疾はしる。

　巨きよ大だいな怪かい物ぶつが轟ごう音おんと土つち煙けむりを供ともとして街かい道どうを疾しつ走そうする。あまり人ひと気けの無い枝えだ街道ではあるのだが、その姿すがたを見た者達は一様にぽかんと口を開いてその様子を眺ながめ──次の瞬しゆん間かんには誰だれしもが慌あわてて脇わきに飛び退のいた。

　ぱほおおおおおおおおおっ！

　咆ほう哮こうと呼ぶには何というか、かなり緊きん張ちよう感かんに欠けた声をまき散ちらしながら半透とう明めいの怪物が爆ばく走そうする。そして──

「待てッ！」

　その背後を馬に乗った者達が──それも全員仮か面めんを付けている上にメイドの格かつ好こうだったりするのでかなり違い和わ感かんがある──が追ってやはり走ってゆく。馬に跨またがっている為ためにスカートがたくし上げられていてにゅっと生なま足あしが覗のぞいていたりして、見方によってはかなり色っぽいというか、かなり恥はずかしい姿であるが……

「ま……待てッ！　待てったら待て……っ！　はあはあ」

　などと──どうも追っ手の方は既すでに人馬共に疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子で、あまり自分達の格好に気を回している余よ裕ゆうは無さそうだった。

「……なんじゃありゃ？」

「さあ……マヌーリンの街まちの方に向かっているみたいだけどもな」

　などとたまたまこの暴走に出くわした通行人達が言葉を交わす。そして──怪物と騎き馬ばの一団は彼等の予想通り、一いち路ろフランキ伯はく爵しやく領りよう都とマヌーリンを目指して走り続けていた。





「なかなか粘ねばるな」

　などと──その怪物、もとい豚ぶた驢ろ馬ば君くん、もとい〈すれいぷくん壱いち号ごう〉の背中の上に四つん這ばいの体勢で乗っかりながら言うのは、シャノンである。彼の側そばには言うまでもないがラクウェルやソイ、そして捕ほ虜りよである戦術型家政婦蒼あお乃の六号の姿もあった。

　シャノンの視線の先には、馬に乗って〈すれいぷくん壱号〉を追う暗黒スパスパ帝国の戦術型家政婦の姿が在る。相当な長時間を疾走し続けており、馬も騎手もかなり疲ひ労ろうしている筈はずなのだが……なかなか彼ひ我がの距離は開かない。

「もう少し簡単に引き離せると思ったんだが……ラクウェル、大だい丈じよう夫ぶか？」

　意識内に魔ま導どう式しきを常じよう駐ちゆうさせる型の魔法は、稼か働どう時じ間かんを延のばせば延ばす程に術者への負ふ担たんは大きくなる。

「私は何とか。でも──」

「このままじゃ埒らちがあかんわな」

　言ってシャノンは前方を振り返る。

　そろそろマヌーリンの街の市し壁へきが見えてきている。恐おそらく街がい門もんも程なくして視界に入ってくるだろう。

「街の中に入ったら何らかの形で彼等の視界を奪うばう事は出来ますか？」

「何を考えてる？」

　ソイの発言にシャノンは興きよう味みを引かれた様子で振り返る。

「そう難むずかしい話ではありません。人を隠かくすには人の中──人ひと混ごみに紛まぎれ込んでしまえばむしろ単に速さで引き離はなすよりも楽でしょう」

「なるほど……一理あるな」

「人通りの多い場所までこの移動用の魔法を維い持じしてもらい、その上で何らかの手段を用もちいて彼等の視界を奪えば、僕達を見み失うしなう可能性は大きいでしょう」

「……ふむ。しかし何をしてくるか分からん連中ではあるからな。俺達を見失った途と端たんに暴れ始めないとも限らない。街の人間に迷めい惑わくも掛かけたくないし……油ゆ断だんは禁きん物もつだぞ」

「ええもう本当に」

「あんたが言うな」

　何な故ぜかうんうんと頷うなずいている仮面の娘──戦術型家政婦蒼乃六号にうんざりした表情でシャノン。どうもこの戦術型家政婦、自分がその『何をしてくるかわからん連中』の一味であるという自覚に乏とぼしいらしい。

「もし僕が彼等の立場なら、むしろ一度見失った様に見せかけて、先回りするなり、何なりして油断を誘さそいます。ただの追い掛けっこでは確かに埒があきませんから──」

　そう言って考え込む表情を見せるソイ。

　そんな彼をパシフィカがじっと見つめる。

「な……なんです？」

　パシフィカの視線に気付いてやや気け圧おされたかの様に尋たずねてくるソイ。

「いやあ、リステルさんを迎むかえに行くって決めた途と端たんに……凜り々りしくなったなあって」

「凜々しい……ですか？」

　ソイが困こん惑わくしたかの様に言う。まあ彼の容よう姿しや性格からすれば、他人からそんな評価を受けたのは初めてなのだろう。

「やっぱ……女が男を本当に『男』にするのよねぇ」

　腕うでを組んでうんうんと頷うなずき──次の瞬しゆん間かん転ころげ落ちそうになるパシフィカ。彼女の襟えり首くびを掴つかんで無む造ぞう作さに引き戻しながらシャノンが呆あきれた様に言った。

「全く──何を知った風な事を言うかな、このお子様は」

「脳のうみそ干ひ涸からびてる仮か想そう年とし寄よりにはもう思い出せない感覚よねえ」

「黙だまれ脳みそツルツル娘」

　そんな会話を続けるシャノン達。

　彼等の視界にマヌーリンの街門が見えてきたのはそれから数分後の事であった。





「待ってくださいお父様──そんな急に！」

　ゴルダ邸てい中央に位置する当主の執しつ務む室しつ。

　商人としては珍めずらしく質しつ実じつ剛ごう健けんをそのまま体たい現げんしたかの様な佇たたずまいの室内である。机や椅い子すといった必要最低限の家具が置かれているのみで、装そう飾しよく品は殆ほとんど見られず、唯ゆい一いつ実利性の絡からまないものと言えば壁に掛かかっている一枚の肖しよう像ぞう画がのみであろう。

　リステルとよく似にた女性の姿がそこには描かき込まれている。

　今は亡き当主の妻である。

　そして当主バーロスの一人娘であるところのリステル・ゴルダは──母の肖像画を背にして悲ひ鳴めいじみた非ひ難なんの声を上げていた。

　理由は簡単。父親がいきなり今日、娘と彼が見つけてきた『婚約者』の結婚式を執とり行うと宣せん言げんしたからだ。

「何が不満なのだ？」

「何がって……」

　不満と言えば不満だらけというか、不満でない部分を探す方が難むずかしいのだが──

「……リステル。御お前まえに関しては色々とわがままも聞いてきてやったと思うが」

　バーロスは娘に背を向け窓の外を眺ながめながら静かにそんな事を言ってくる。

「それは……自覚していますが」

「ならば今回位は、大人おとなしく父の言う事を聞きなさい。それとも御前が私に逆さからうのは」

　バーロスは娘を振り返って言った。

「ソイ・ニコノフが理由か？」

「…………！」

　リステルは息を呑のんだ。

「お父様……御ご存ぞん知じだったのですか？」

「知らいでか。無論、そのソイという人物がどういう人間なのかも調べてある。頭ず脳のうは明めい晰せきだが決断力に欠ける人物という評価だ」

「それは……」

　その通りではある。

「御前の夫になるという事はこのゴルダ商会の次期当主になるという事だ。末まつ端たん従じゆう業ぎよう員いんを含ふくめれば千名以上の人間がこのゴルダ商会の営いとなみに依よって生活している。彼等の人生に責任を持つだけの胆たん力りよくがその男に期待できるとは到とう底てい思えんのだが？」

「ですが、それは──」

「残念だがソイ・ニコノフは来ない。少なくとも今日の結婚式には間に合わない」

「え……？」

　まるで未み知ちの怪かい物ぶつに出会ったかの様に蒼そう白はくになってよろめくリステル。

　何ど処こかでリステルは父の事を誤ご解かいしていたのかもしれない。

　どれだけ表面的には厳きびしくても最後の一線では自分の言う事を聞いてくれる優やさしい父なのだと思っていた。目的の為ためには手段を選ばない──などと言われてはいるが、それは何事にも真しん剣けんに全力で当たる父の誠せい実じつさの表あらわれだと思っていた。ソイの事もじっくりと話し合って説得すれば容よう認にんしてくれると思っていた。

　だが──

「お父様……ソイに何を？」

「何、旧ふるい知り合いに頼たのんで足止めをしてもらったまでだ。命を取るなどという無意味な真ま似ねはせんよ。だが何にせよ──彼は今日の結婚式には間に合わない。ままごと遊びは今日で終わりだ」

　バーロスは無表情にそう宣言した。





「どいてどいてどいてええええっ!!」

　切せつ迫ぱくした……しかし何ど処こか楽しげな声。

　その声に街門を守っていた衛えい視し達は怪け訝げんそうに振り返った。

　そして──

「げっ!?」

　一いつ斉せいに驚きよう愕がくの声を漏もらす。

　当然といえば当然だ。見たこともない巨大な物体──というか怪物──が猛もう烈れつな勢いで、土つち煙けむりの尾おなんぞを長々と引きつつ突つっ込こんでくるからだ。

　しかも──

「カスールさんちの？」

　その上に乗って大声を上げているのは、彼等も武器の修理や細こま々ごました用事で何度か世話になっているカスール商店の娘パシフィカの姿すがただった。

「どいてええええっ!!　あぶないよおおおおっ!?」

「どわっ!?」

　一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしていた衛視達であったが……それでも街の治ち安あんを預あずかる者の一人として鍛たん錬れんは積つんでいる者達である。咄とつ嗟さに左右に跳とんで道を開けながら怪物に轢ひかれる事だけは免まぬがれた。

　しかし──

「そんなもので街まち中なかに入ったら……！」

　衛視の一人が叫ぶ。

　マヌーリンの場合、街中では住民の安全の為に馬車や馬ですら一定以上の速度を出す事は禁じられている。当然ながらあんな巨大な物体が怒ど濤とうの勢いで走り回れば危険性は馬車の比などではない。

　血けつ相そうを変えて衛視達が追いすがり、止めようとしたその瞬しゆん間かん──

　轟ごう音おん。

　強きよう烈れつな閃せん光こうと爆ばく音おんが彼等の目の前で炸さく裂れつした。続いて衝しよう撃げきと熱ねつ風ぷうが唸うなりを上げて彼等の周囲を駆かけ巡めぐる。

「な……じ、自爆……？」

　思わずその場に立ち止まりながら呻うめくように言う衛視達。幸さいわい、街門の側そばはちょっとした広場が確保されている為──検けん問もん用に使う事もあるからだ──何かが壊こわれるといった被ひ害がいはなさそうだが……

「…………」

　彼等の視界と聴ちよう覚かくはすぐに回かい復ふくした。

　元々音と光は派は手でだが実際の爆発力そのものはそう大きくなかったらしい。衛視達の五感が麻ま痺ひしていたのはせいぜいが数分といった所であろう。

　だが……当然ながら視界を回復した彼等の目の前には最も早はや、怪物やカスール家の子供達といった連中の姿は無い。

　そして。

　幸か不幸か、爆発の直後……その爆ばく煙えんに紛まぎれる様にして突とつ入にゆうしてきた仮か面めん装しよう束ぞくの連中の姿も、衛視達が見み咎とがめる事は無かった。





　マヌーリンの街の西の端はし。

　そこにマウゼル教の教会が在る。田舎いなかの教会にしては規模は大きめだが──フランキ伯爵がそれほど信心深い方ではないので、良くも悪くも宗教関係の施し設せつらしく質しつ素そな印象になっている。年寄りの神官が一人とその世話役である神官見習いが二名ほど常じよう駐ちゆうしてはいるが、その機能としては、マウゼル教信者の集会所というよりも、街の公こう共きよう施設といった色合いが強かった。

　なので此こ処こで冠かん婚こん葬そう祭さいの儀ぎ式しきが行われる事は別に珍めずらしくないのだが──

「あの……ゴルダさん？」

　もう年齢は七十に達しようかという年寄りの神官は、杖つえを片手にバーロス・ゴルダに歩み寄った。

　部下に様々な指示を飛ばしていたバーロスは鋼こう鉄てつの如ごとき無表情で神官を振り返る。

「これはベネー様。なにか問題でも？」

「ああいや……」

　神官──ジョルジオ・ベネーは困こん惑わくしたかの様な声で言った。

「結婚式……とお伺うかがいしておったのですが」

「いかにも。我が娘リステルの結婚式の会場として教会をお借りした次第です。嘘うそ偽いつわりはございませんが？」

「いや……しかしあの方々は？」

　とジョルジオが指差すのは、教会の入り口あたりにいる男達だった。

　格かつ好こうは普ふ通つうだが、いずれもが手に長い棍こんの様なものを持っている。穂ほ先さきが付いていれば槍やりとしても通用しそうな代しろ物ものだ。彼等は何をするでもなく、まるで彫ちよう像ぞうの様に教会の要所要所で静かに立っている。

「ご心配なく。結婚式はいわばお祭りですからな。祭りではつい羽は目めを外はずしてしまう者もでて参ります。その時に、事を収めやすい様に配置された──まあ警備の者達ですよ」

「はあ……」

　今ひとつ納なつ得とくし切れていない様子のジョルジオではあったが──さすがに街の実力者でもあるゴルダ商会当主にそう断じられては異いを唱となえる程の元気もこの老人には無い。

　その時──

「──会長」

　まるで影かげの様に音も無く寄ってきた一人の男がバーロスに何事かを囁ささやく。

「──ふむ？　来たか。で──情報の伝でん達たつと拡かく散さんの速度は予定通りか？」

　男は頷うなずいた。

「うむ。ではこの場所と時間はちゃんと伝わると思って間違いなかろう。では客人達にも一働きしてもらう様に伝えたまえ」

「分かりました」

　男は一礼して来たときと同様に去ってゆく。

「……今のは？」

「ああ。お気になさらず。全すべて予定通りですよ、全て──ね」

　バーロスが薄うすく笑う。

　初めて見るこの街の有力者の笑顔に……ジョルジオは密ひそかに戦せん慄りつを覚えた。





「ちょっとすいません、ちょっと……ええと……ちょっと通してもらえます？──」

　マヌーリンの街の西区画。

　教会の在るその街区は今……大量の人々でごった返している。そしてその中を、シャノン、パシフィカ、ラクウェル、ソイ、そして何な故ぜか紐ひもでぐるぐる巻きにされたままパシフィカに引っ張られる戦術型家政婦蒼乃六号が人の間をすり抜け、あるいはかき分けながら進んでゆく。

「……まさかいきなり結婚式とはな」

　呻うめくように言ってシャノンは手にしたビラを眺ながめた。

　そこには『ゴルダ家令れい嬢じようリステル・ゴルダ結婚式』と書かれていた。しかも豪ごう華かな食事と酒が参列者には振ふる舞まわれるとも書かれている。無論、費用はゴルダ商会持ち。

　住民の識しき字じ率りつの高いこのマヌーリンの街で、こんなものが大量にばらまかれているのだから、人が集まらない訳わけが無い。

　そういう訳で、大量の参列希望者が集まってきては、結婚式が始まるのを今か今かと待っている状態である。

　さすがに帯たい剣けん──まあ中身は訓練用の模も擬ぎ剣けんだが──しているシャノンや、戦術型家政婦の格かつ好こうを見て奇き異いの視線を向ける者も居るのだが、催もよおしの前の期待に盛もり上がる独特の雰ふん囲い気きのせいか、単に顔見知りが多いせいか、騒さわぎ立てる者も居ない。

　だが──

「──シャノン！」

「分かってる」

　ラクウェルの言葉にシャノンは言って立ち止まる。ついでに左手でパシフィカの襟えり首くびを掴つかんで引き戻した。

「やっぱり先回りしてやがったか」

　人混みの向こう。

　シャノン達と教会の間に立ち塞ふさがる様にして立っている仮面家政婦達の姿が見える。

　人数は四名。それぞれがそれなりに使い手だという事は、既すでに知っている。簡単に教会まで行かせてくれそうにはなかった。

「魔法で吹ふっ飛ばすのは？」

　とパシフィカが提てい案あんする。

「この人混みの中でか？　無む茶ちや言うな」

　確かにラクウェルの魔法なら彼女等を一いつ掃そうできるかもしれない──周囲の何も知らない一いつ般ぱん人じんごと。

「でも非常時だし」

「非常時も何も──ご近所の人一いつ緒しよに吹っ飛ばして、明日からどんな顔して近所づきあいする積もりだよ、おまえは」

「うわ。シャノン兄所しよ帯たいくさい」

「やかましい。そもそも街中で攻こう性せい魔ま法ほう使うのは違い法ほうだろ。治ち安あん騎き士し団だんに逮たい捕ほされるぞ」

「あ、そうか」

　まあそもそも街中云うん々ぬん以前に、ラクウェルの習しゆう得とくしている魔法は軍用のもので、一般人が身に付けている時点で違法なのだが……まあそこまで詳くわしい事は素人しろうとには分かるまい。

　しかし──

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　とラクウェルが微笑ほほえむ。

「私達に任まかせて、シャノン達は先に」

「私……達？」

　怪け訝げんそうな表情で尋たずねるパシフィカに、ラクウェルは頷うなずき……そして自分ともう一人を指差す。

「──へ？」

　間の抜けた声を出したもう一人。

　それは戦術型家政婦蒼乃六号であった。





「──さて。お手て並なみ拝はい見けんといきますか」

　人混みの向こうに問題の一行を発見し、戦術型家政婦紅あか乃の弐に号ごうであるところのバティルは仮面の下でうっすらと笑った。

　アルテア、バティル、コリーン、ディアリエという四人──フランキ伯爵邸ていに常じよう勤きんしているメイド達は、元々フランキ伯爵の軍役時代、部下だった者達の娘である。いずれも父親や母親に戦せん闘とう技ぎ能のうの一通りを叩たたき込まれた上で伯爵邸に奉ほう公こうに来ているため、メイドの格好こそしているものの、そこらの兵隊よりも遥はるかに使い手ではある。

　ここまでは伯爵──もとい皇帝の命令があったので、敢あえて通しはしたが、これ以上、ユーマ・カスールの子供達を教会に近づけてはならない、との命令も受けている。

　故ゆえに彼女たちは完全に本気だった。

　だが──

「あれ？　あれってエネア……もとい蒼乃六号じゃないの？」

　と指差す同どう僚りように従したがって視線を向けると、確かに自分達と同じくやたらに目立つ黒と赤のメイド服に身を包んだまま、ぐるぐる巻きに縛しばられている娘の姿が見えた。

「まだ捕つかまったままだったの、あの娘」

　呆あきれた様に隣となりのアルテアが言う。

「まあそう酷ひどいことされた様子も無いけど。どうする？」

「それこそ、この人混みの中で人ひと質じちが有効に使えるとも思えないわ。囲かこんで制せい圧あつ」

　四人の戦術型家政婦達は人混みの中に自みずから分け入ってゆく。

　無論、常時シャノン達の姿を視界に収おさめる事は無理だが、エネアの──戦術型家政婦蒼乃六号の姿はやはり人混みの中でも目立つ。

　それを頼たよりに彼女等は包囲を狭せばめる。

「…………」

　バティルは素す早ばやくシャノンの背後に回ると、その右手を掴つかんだ。この青年が一番の難なん物ぶつだと彼女は踏ふんでいた。ラクウェルの魔法も相手にすると厄やつ介かいだが、この人混みの中ではさして攻こう撃げき力りよくのある魔法は使えまい。

「え……!?」

　愕がく然ぜんとシャノンが振り返る。

　だがその瞬しゆん間かんにはバティルは彼の関かん節せつを逆さかしまにひねりつつ脚あしを払はらっている。シャノンはなすすべも無く地面に倒たおれ──

「……？」

　違い和わ感かん。

　前ぜん述じゆつしたようにバティル達は使い手だ。相手の力量は大体動きで分かる。彼ひ我がの実力差というものも大まかにだが測れる。

　だが──今のシャノンはあまりにも無む防ぼう備びに過ぎた。あまりにも簡単に制せい圧あつできたのだ。これではまるで素人しろうと──

「な、なにすんだ、あんた？」

「──へ？」

　思わず眼を丸くして呻うめくバティル。

　彼女が組み敷しいているのは──いつの間にかシャノンとは似にても似つかない中年のおっさんに変化していた。

「え？　あ？　あの──」

「ちょっと、うちの人に何すんだい？」

　と、すぐ隣となりでおっさんの妻らしい中年女性もぷりぷりと怒おこっている。

「いや、今、あの──」

「違うんです、先せん輩ぱい」

　と──声を掛かけてきたのは、相変わらずぐるぐる巻きに縛しばられたままのエネアだった。

「私は囮おとりなんです……！」

「なんだって？」

「だからあのラクウェルって人が、魔法で姿すがた形かたちを──」

「あ……！」

　すぐにバティルは気付いた。

　幻げん影えいの魔法だ。

　ラクウェルは先にやたら目立つエネア──戦術型家政婦を敢あえて目め印じるしとして歩かせ、自分達は人混みに紛まぎれながら、通行人に幻影の魔法を掛けてバティル達の眼を欺あざむいたのである。

「アルテア！　コリーン！　ディアリエ！」

　バティルが思わず声を上げる。

　通行人達がその切せつ迫ぱくした叫びに振り向く。

　全員──ラクウェルの顔で。

「…………!!」

「せ、先輩、お気を確かに」

　とエネアの声でラクウェルが言う。

「な、な、なにこれっ!?」

「うおっ!?　なんだこれっ!?」

　アルテア達は無論、通行人達も、無む作さく為いに自分達の姿が変わる事に戸と惑まどいを覚えている様だが──

「皆みなさん」

　よく通る──しかし何ど処こかのんびりと間ま延のびした声が言った。

「今日のお目め出で度たい日に、ゴルダ商会から楽しい催し物イベントを一つ。魔法による変身──男性が女性に、子供が老人に、子が親に──仮かり初そめの幻げん惑わくですが、つかの間の幻げん影えいを皆様、お楽しみくださいまし」

　言うまでもなくラクウェルの声だ。

　しかし──そのラクウェルは何処にいる？

　無論気け配はいはあるのだが、人混みの中でその正確な位置を特定するのは不可能に近い。

「く、考えたわね──」

　呻うめくバティル。だがラクウェルの罠わなはそれだけではなかった。

「なお……今回の催し物に関する、ご意見、ご要望は、お近くのゴルダ商会の従業員にお問い合わせください。黒と赤のメイド服に仮面という格好ですので、すぐにおわかりいただけるかと思います」



    

  
    
      「…………！」

　バティル達は愕がく然ぜんと周囲を見回す。

　シャノンが、ラクウェルが、パシフィカが、ソイが、何十人何百人と右う往おう左さ往おうし、そしてバティル達を認みとめては視線を向けてくる。

「うわ……」

　さすがのバティルもこれには呻くしかない。どれが本物のシャノン達か分からないとか、そーゆー問題以前に……はっきりいってめちゃくちゃ気き色しよく悪わるい。

　しかも──

「ちょっとこれじゃ訳わかんないわよ！　今すぐこの催し物中止してよ！」

　シャノンが叫んだ。

「おお、お姉ちゃん、これまたえらい格好だな。えっへっへ。それはそうとこの催し物はいつまで──？」

　とパシフィカが聞いてくる。

「ああ、ちょっとお待ちくださいなあ、どうも嫁よめとはぐれてしまったんじゃが、結婚式の参加受付は何ど処こでしてますのんかいなあ？」

　とラクウェルが言う。

　言うまでもなく全すべて、一般通行人の上に被かぶせられた幻影だ。

　無論──よく見ればそれらは声と合わせて動いていないし、すぐに平面的な──明らかに映像と分かる程度のものに過ぎない。恐おそらくは緻ち密みつな幻影を大量に作るにはラクウェル個人の意識容よう量りようが足りないのだろう。

　だが何しろこの数だ。目の前に何十人ものシャノンだのパシフィカだのがうろうろしていると混乱する事おびただしい。これでは本物のシャノン達が混じっていても、とても見分けがつかないだろう。

「……や、やってくれたな……！」

　ラクウェルの顔をした通行人達にもみくちゃにされながら、バティルは悲ひ鳴めいじみた声で言った。





　そのころ。

「……うわ」

　ちらりと背後を振り返ったパシフィカは、化ばけ物ものでも見たかの様な声を漏らした。

「シャノン兄が一いつ杯ぱい。気色悪う」

「やかましい。俺だって御お前まえが大たい挙きよして並ならんでる光景なんざ見たくない」

　そんな事を言いながらも教会に向かって走るシャノン達。

　だが──

「待て！　貴様達、なんだその格好は──」

　シャノン達の前に、数名の男達が長ちよう棍こんを手に立ち塞ふさがる。まあシャノンは武ぶ装そうしていたりする訳で、そんな奴やつが結婚式場に近づいてくれば誰でも止めようとはするだろう。警備を任まかされた者達なら尚なお更さらだ。

　だが──

「花はな嫁よめをかっさらいに来たんだよッ！」

　そう言うが早いか、シャノンは抜ばつ剣けん。その鞘さや走ばしりの勢いのままに男達の間に飛び込んだ彼は一いつ瞬しゆんにして手にした剣を翻ひるがえし──

「…………」

　そのまま、振り返りもせずに走り抜ける。

「あ。どうもどうも」

　後頭部を掻かきながらその後を追って男達の間を走り抜けるパシフィカ。そしてソイ。

　男達は三人が走り抜けた直後、改めて自分達が気き絶ぜつしている事に気付いたかの様に──一いつ斉せいに倒たおれ伏ふした。

「うわ。シャノン兄、大たい量りよう殺さつ戮りく」

「峰みね打うち──じゃなくて、模も擬ぎ剣けんだろが」

　言いながらシャノンは剣を鞘さやに収おさめる。

　更さらに数名をシャノンが叩たたきのめし……シャノン、パシフィカ、そしてソイの三名は教会の前にたどり着いた。

「追っ手はラクウェルが何とかしてくれたみたいだな……」

　呟つぶやきながらシャノンは肩から突っ込み、教会の扉とびらをぶち抜ぬく様にしてその中に入り込む。

　だが──

「ふははははははははははは！」

　それを待ちかまえていたかの様に高々と響ひびき渡る哄こう笑しよう。

　教会の真ん中。

　祭さい壇だんのすぐ側に一組の男女が立っていた。

「──リステル！」

　ソイが叫ぶ。

　確かに彼の言葉通り、女の方はリステルだ。

「ソイ！　ソイ！　来てくれたのね!?」

　喜き色しよく満まん面めんでそう叫ぶリステル。まさしく花はな嫁よめといった白いドレスを身に纏まとった彼女は、思わずソイの方へと駆かけ寄ろうとするが──

「ははははははははははははは」

　笑い続けている声の主ぬし──男がぐい、とその肩を押さえる。というか動く時位は笑うのを止やめれば良かろうに、何か意い固こ地じな位にその男は高々と笑い続けていた。

「…………」

「…………」

　対して──シャノンとパシフィカは無言。

「わははははははははははははは……」

　男はさらにひとしきり笑い続け──

「……おいシャノン」

　男はふと真ま顔がおに戻って言った。

「何かつっこんでこない事には次の台詞せりふに移うつれないではないか」

「……パシフィカ。帰るぞ」

「そうね」

　珍めずらしく一発で意見の一いつ致ちを見た兄と妹は、そのまま教会の祭さい壇だんに背を向ける。

「シャノンさん!?　一体何が──」

「ふははははは！　此こ処こまで来て恐おそれをなしたか、我が息子むすこよ！」

「息子っ!?」

　驚おどろくソイを振り返り……シャノンは呻うめく様に言った。

「途と方ほうもなく認めたくはないんだが。あれは俗ぞくにユーマ・カスール、俺との続ぞく柄がらでいけば『父親』と定てい義ぎされている謎なぞの物体だ」

「…………」

「驚いたか我が息子よ！」

　ユーマは反そっくり返った姿し勢せいで尊そん大だいに言った。

「あーあー驚いたよ。驚きました。こんなところで何やってんだ、バカ親おや父じっ!?」

　仕方なく振り返って怒ど鳴なるシャノン。

「無論、結婚式の準備だが」

「……念のために聞くがその衣い装しようは何だ？」

「新しん郎ろうの衣装に決まっておる」

　意味もなく胸を張ってユーマは言った。

　リステルとお揃そろいの──眼にも痛い程に真っ白で丈たけの長い衣装。まあ確かに結婚式でもなければ着そうにない様な代しろ物ものではあった。

「母さんが亡くなってもう九年。そろそろ御前達も新しいお母さんが欲しいんじゃないかなーとか思ってな」

「いらんわ！　つーか元学友の母親なんざ出来ても困るだけだろが！」

「むう。親の心を知らぬ奴やつめ」

「自分の娘と同じ歳としの嫁さんもらって恥はずかしいと思わんのか、あんたは!?」

　父親をびしりと指差して喚わめくシャノン。

　だがユーマはこれっぽっちも恥じる様子は見せず大きく頷うなずいて見せた。

「愛があれば年の差は関係ないのだ」

「ないだろうが、その肝かん心じんの愛が!?」

「そこらは、おいおいと育はぐくんでいくとして」

　ユーマは無茶な事を言いながら、にやりと笑うと祭さい壇だんの後ろから一本の刀を取り出した。

「聞こえていたぞ我が息子よ。先程は『花嫁をかっさらいに来た』とか言っていたな」

「……いや、俺じゃないんだけどな」

　とシャノンが言うものの、聞こえていないのか、そもそも聞く気が無いのか、問もん答どう無む用ようといった様子で盛もり上がりながらユーマは刀を掲かかげた。

「見事、このリステル・ゴルダ嬢じようを奪うばいたくば、この父を倒たおしてみよ！　さすれば」

「……さすれば？」

「明日からは御お前まえが私の父だ！　パパと呼んでやろう！」

「呼ぶなっ!!」

　喚くシャノン。

　ついで彼は剣を抜いて構えながら、傍かたわらのソイに言った。

「ソイ。あの腐くされ中年は俺が相手をする。全力で走っていって、リステルをかっさらえ」

「かっさらえって──」

「あの変態中年はああ見えてもかなり出来る奴やつなんでな。俺が必死になっても完全に止められるかどうかわからん。だから、ソイ、とにかくリステル連れて逃げろ。後は御前の力で何とかしろ」

「……わ……分かりました」

　表情を引き締しめてソイは頷うなずいた。

「……ふはは。どうしたシャノン。来ないのなら俺はリステルちゃんと結婚するぞ？　しちゃうぞ？　初夜とか迎むかえちゃったりするぞ？　わははははははは」

　ユーマが笑いながら言った──その時。

「………………お父様？」

　微び妙みように。

　何ど処こがどうという訳ではないのだが、微妙に──含ふくむものがあるような感じの声が教会の中に響ひびく。特に大きな声ではないのだが、それは何な故ぜか必要以上にはっきりとその場に居る者達の耳に届とどいた。

　その瞬しゆん間かん、ユーマの表情が凍こおり付く。

　ついでにシャノンとパシフィカの表情も凍り付いた。訳が分からない、といった様子なのはリステルとソイであるが──

「お父様……？」

　ぎぎい、と音を立てて教会の扉が開かれる。

　そこから入ってきたのは、ラクウェルだった。

　彼女はいつもの様なのんびりしたにこやかな表情を浮かべながら……

「私の聞き違いかもしれないのですが……」

「あ、ラ、ラクウェル……」

「お父様、『リステルと結婚する』と今おっしゃいました？」

「いや、あのな──」

「聞き間違いですよね？」

　ラクウェルは眼を潤うるませながら──まあ彼女の場合は元々普ふ通つうの人間に比べて一・五倍位潤んでいるのだが──縋すがるような口調で言った。

「そ、そそそれは無論──」

「誰よりも深い愛でお母様と結ばれていたお父様がそんな薄はく情じような事を言う筈はずありませんものね。ええもう絶対にあり得ません。あってはならない事ですもの」

　祈いのるような眼で言うラクウェル。

　ユーマは何故か哀あわれな程に狼ろう狽ばいし──

「いや、それは──」

「……ということはそこにおられるのはお父様の様に見えても、実はお父様ではないですよね？」

「い……？」

「だから私が魔法で攻こう撃げきしても全然問題ありませんよね？」

　にこやかに微笑ほほえみながら言うラクウェル。

　その、いつものようにおっとりのんびりしたその顔のすみっこ、額ひたいの辺あたりに血管が小さく浮いているのに気付いたのはシャノンとパシフィカ、それにユーマだけだった。

「ちょ、ちょっと待て、おまえ怒おこっ──」

　ラクウェルは、俯うつむきつつもぶつぶつと何かを口くち早ばやに唱となえていたが──

「…………故ゆえにこそ、今我が召しよう喚かんに応こたえ炎えん熱ねつの威いをここに示せ！」

「伏ふせろ！」

　叫んでシャノンはパシフィカの上に覆おおい被かぶさり、ソイもリステルに駆かけ寄って一いつ緒しよに物もの陰かげに転ころがり込む。

　そして。

　次の瞬間、問答無用で教会を揺ゆるがす程の大だい爆ばく発はつが逃にげ惑まどうユーマの足あし下もとに炸さく裂れつした。





「……で、結局」

　仮面執しつ事じ──の扮ふん装そうを解といたフランキ伯はく爵しやく邸ていの女性執事ファインベルは、これまたいつもの格好に戻ったフランキ伯爵と共にフランキ邸を歩きながら言った。

「何だったのです、今回の事は？」

「まあ要するにな」

　フランキ伯爵は顎あご髭ひげを撫なでながら言った。

「昔むかしの部下の一人が、力を貸してくれと言ってきたのだ。一人娘がそろそろ結けつ婚こん適てき齢れい期きなのだが、どうも恋れん愛あい中の相手が今ひとつ頼たよりない感じなんだそうでな」

「で──その人と別れさせる手伝いを？」

「いや、まああれは目的の為には確かに手段は選ばん男だがな。むしろ根の部分ではかなり浪漫主義者ロマンチストなのだよ」

「というと──？」





　教会の中にもうもうと立ちこめる白はく煙えん。

　言うまでもないがラクウェルのぶちかました魔法の結果である。さすがにユーマは素す早ばやく身をかわして魔法の直撃を避よけたものの、二次的な破は壊かい力りよくである衝しよう撃げきまではどうにもならなかったらしく、頭から祭さい壇だんにめりこんだまま痙けい攣れんしている。

　シャノン達もこの教会の中の何ど処こかに居る筈なのだろうが──さすがにこのもうもうと立ちこめる煙けむりの中では位置が分からない。

　とりあえずソイはしっかりと抱だきしめた恋人に囁ささやいた。

「リステル、大だい丈じよう夫ぶかい？」

「え、ええ──」

「ごめん、来るのが遅おそくなった」

「ううん。結局は来てくれたんだから、それ以上の事は望まないわ」

　などと他人が見ていたら爆笑するか、背中をかきむしりたくなる様な会話をする二人であったが──無論二人は大おお真ま面じ目めだ。リステルとソイは互たがいの瞳ひとみを覗のぞき込み感かん極きわまった表情で次の言葉を紡つむぎ出そうと──

「……大変な事をしてくれたな」

　その声にソイが愕がく然ぜんと振り返る。

　そこには……仮面のメイド達を背はい後ごに従したがえたバーロスが傲ごう然ぜんとした様子で立っていた。

「……!!」

　まるで人食いの猛もう獣じゆうを見たかの様に思わずリステルが身を縮ちぢ込こませてソイの手を握にぎる。

　そんな娘の反はん応のうをどう思っているのか──無表情な視線でリステルとソイをそれぞれに一いち瞥べつすると、バーロスは錆さびを含ふくんだ声で言った。

「私の一人娘をかっさらう？　そのためにここまでの事をした訳か」

「…………」

　まあ『ここまでの事』をしたのは実はラクウェルであったりするのだが、ここでそんな事を言っても始まるまい。

「去れ。今ならまだ許ゆるしてやる。教会の修しゆう繕ぜん費ひも私が肩代わりしてやろう。これを持って何処へなりと行くがいい」

　そう言ってバーロスが投げ出してきた革かわ袋ぶくろが、ソイの足あし下もとに転ころがる。

　衝撃で口が解とけ──中から涼すずやかな音を立てて滑すべり出てきたのは金貨だった。

　恐おそらく袋の中身は百枚以上ある。金額にして恐らく百万セトメは下るまい。大金だ。

「嫌いやだというのなら私が直じき々じきに叩たたきのめして、二度と不ふ埒らちな真ま似ねなどしようとも思わぬ様に教育してやろう」

　言ってバーロスは右手を出す。

　背後に控ひかえていた仮面のメイドの一人が、すっと歩みでて、彼に二本の剣を渡した。

「どちらをとるのも自由だが」

　そう言ってバーロスが投げた剣は、これまたソイの足下で教会の床ゆかに突き刺ささった。

「私は元軍人だ。一流などと自惚うぬぼれはせんが、心得の無い素人しろうとが勝てる相手でもない」

「…………ソイ」

　震ふるえる手でリステルが彼の手を握にぎる。

「お父様の言う事なんて聞く必要ないわ。一緒に逃げましょ」

「…………」

　ソイはしばし剣と金貨を見つめ──

「…………分かりました」

　彼は金貨を手に取った。

「ソイ……？」

　愕がく然ぜんとした表情を浮かべるリステル。

「どうも商人の家に育ったせいか、お金を粗そ末まつにするのには抵てい抗こうがあるんですよ」

　そう言って彼は革袋をさしたる躊躇ためらいも見せずに懐ふところに入れる。

　そして……

「……何の真ま似ねだ、それは？」

　バーロスは眉まゆを顰ひそめて尋たずねた。

「悪いですが」

　ソイはにっこり笑って剣を床から引き抜く。

「僕はリステルと添そい遂とげると決めました。決めた以上は、どんな事をしてでも彼女と生きていきます。だから手に入るものは何でも利用しますし、卑ひ怯きようと言われようと、僕に打てる手は全て打ちます」

「……ほう？」

「このお金は逃とう走そう資し金きんに使わせてもらいます。この剣は──貴方あなたに勝てないまでも、逃げる役には立つでしょう」

「全てを獲とるか？　欲よくが深いな」

「これでも僕は商人の息子なので」

「……なるほど。良い心こころ掛がけだ」

　頷うなずくバーロス。

　右手で剣を構えつつ彼は滑すべる様に近づき──

「だが現げん状じよう把は握あくが甘あまいぞ」

　無む造ぞう作さな一いつ閃せん。

「──!!」

　バーロスの一撃でソイの剣ははじき飛ばされ、壁に突つき刺ささった。そのままバーロスの剣は停てい滞たいする事もなく、素す早ばやく翻ひるがえってソイの首くび筋すじに突きつけられる。

　ソイは……身動き一つ出来なかった。

　実力の優ゆう劣れつを論じるのも愚おろかしい。文字通りに大人おとなと子供の戦いだ。バーロスを打ち負かすどころか、リステルを連れて逃げる事さえ今のソイには到とう底てい不ふ可か能のうだ。その気になればバーロスは一瞬で──逃げようと背を向けたその瞬間にソイを地に這はわせる事が出来るだろう。バーロス本人が何と言おうと彼の剣技は尋じん常じようのものではない──その程度の事はソイにも分かった。

「ただ覚かく悟ごだけで勝てるのならば誰だれも苦労はせん」

　バーロスは冷ややかな眼でソイを見み据すえながら言った。

「実力の伴ともなわぬ覚悟などただの戯ざれ言ごとだ」

「……否ひ定ていはできません」

　ソイが表情を引きつらせながら言う。

　バーロスの言う通りではある。少なくとも現状では、商人としても一人の男としてもソイはバーロスには勝てない。確かに『口先だけ』となじられても返す言葉が無い。

　だがそれでも。

　ソイは完全に覚悟を決めていた。

　たとえ今敗北しても次には勝つ。次に敗北してもその次には勝つ。足りないと言うのなら手を尽つくして力を手に入れる。金を手に入れる。必要なら計けい略りやくを巡めぐらせる。たとえ一年かかろうと二年かかろうと──あるいは十年かかろうとリステルと結ばれる為の手を打ち続ける。

　今この瞬しゆん間かんの勝ち負けなど些さ細さいな事だ。

　いつか目的を達する事。

　最もつとも大事な目的を定さだめ、諦あきらめずそれに向けて進み続ける事。それを躊躇ためらわない事。出来ない自分を許してしまわない事。形なり振ふり構わず自分の目的に邁まい進しんする事。

　覚悟を決めるとはそういう事なのだと──ソイは思った。

　だから……たとえ今は負けたとしてもいつか。

　いつか必ず。

「貴様はまだまだひよっ子だ」

　バーロスは言う。

「商売人としても男としてもな。そんな奴やつに娘はやれん。俺の商会もやれん」

「…………」

　ソイの両眼はバーロスを見据えたまま揺ゆるがず、その左手はリステルの右手を握ったまま離はなしていない。バーロスの言葉を否定はしない。出来ない。事実は事実として認みとめるしかない。

　だが──

「大至急、修しゆ行ぎようし直してこい」

　バーロスはそう言ってソイに背中を向けた。

　そのまま側に居たメイドに剣を手渡すと、傲ごう然ぜんたる足取りで歩み去っていく。

「……え？」

　咄とつ嗟さにはバーロスの言葉と行動の意味が分からず……ソイとリステルは眼を丸くしてその場に立ち尽つくしている。

　そんな二人に……背中越ごしにバーロスの声が投げられた。

「いいか──急げよ。待たせすぎてリステルが行き遅おくれの婆ばばになってしまわぬ様にな」

「…………」

　ソイはしばし呆ぼう然ぜんとその背中を見つめ──

「……御ご指し導どう、ありがとうございました」

　そう言って深々と頭を下げた。





「──今ひとつ煮にえ切らないというか覇は気きの足たらないその娘の恋人に『覚悟』をさせる手伝いをして欲しい、という事だった訳わけだ」

　屋敷にてすっかりいつもの格かつ好こうに──領りよう民みんから名めい君くんと慕したわれる伯はく爵しやくの格好に戻ったルイギス・フランキは、手にしたグラスの中でゆっくりとワインを回しながら言った。

　傍かたわらに立つ執しつ事じ姿すがたの娘が注そそぎ終えたワインの瓶びんをワゴンの上に置きながら無表情に──しかしほんの少し呆あきれた様な口調で今回の一件を評ひようした。

「回りくどい事を……」

「回りくどい方がこういう事はよく効きくものでな。まあ──なんだかんだ言ってあの男らしい。娘を幸せにする為には本当に手段を選んでおらんよ、奴は。自分や昔の上司を悪役にすることすら、何ら躊躇ためらわん」

「御お館やかた様さまのあれは、趣味でしょう」

「まあそれはそれ、これはこれ」

　そう言ってフランキ伯爵はワインのグラスを掲かかげた。

「乾かん杯ぱいを」

「何に？　若い二人にですか？」

「不ぶ器き用ような父親に──さ」

　言ってフランキ伯爵は笑った。



    

  
    
      　終章






　春も近い晩ばん冬とうの空を雲の群れが漂ただよっていく。

「あー……今日も良い天気だ……」

　数日前と同じく家の前で箒ほうきを片かた手てに掃そう除じなどしながら、シャノンは空を見上げて小さく──そして面めん倒どう臭くさげに欠伸あくびを一つする。彼の側そばでは珍めずらしくパシフィカも雑ぞう巾きん片手にランプだの看かん板ばんだの店先のものを磨みがいて掃除を手伝っていた。

　リステルの結婚式（未み遂すい）から数日後。

　一連の騒そう動どうなど無かった事の様に街まちはいつもの平和な様相を取り戻していた。

　聞く所によると、デトニスク商会とゴルダ商会は幾いくつかの商品の販はん売ばいと輸送について提てい携けいする事が決まり──ソイは研修の名目でゴルダ商会に出入りする事になるらしい。もっとも現場をあちこち飛び回らねばならないので、結局は以前と同じく滅めつ多たに会えない日々が続く様ではあるが……それでもリステルやソイは満足そうだった。

　少なくとも彼等の関係にはそれまで無かった『未来』が出来たのだから。

　大だい団だん円えん──ではあろう。

　少なくともソイとリステルに関しては。

　しかし……

「で、結局何だったのよ？　あの変な家政婦軍団とかなんちゃら帝国ってのは」

　とパシフィカ。

「……さあな」

　想い出すのも面倒臭い、といった様子でシャノンが言う。

　一連の騒動が終わると彼等はまるで煙けむりの様に綺き麗れいさっぱりと姿すがたを消していた。当初はゴルダ商会に雇やとわれた傭よう兵へいか何かかとも思ったが、どうも違ちがうらしい。

　一応、山さん賊ぞくめいた行動をしていたのは事実なので、フランキ伯はく爵しやく麾き下かの治ち安あん騎き士し団だんに届けてはおいたが──何な故ぜか治安騎士団はシャノン達の通報をまともに取り合ってはくれなかった。

　まあ当然と言えば当然ではある。

『仮面の家政婦軍団に襲おそわれました』──などと言って特に疑問も示しめさず素す直なおに受け付けてくれる方が問題ではある。『ふざけるな』と怒ど鳴なられなかっただけでもまだまし──という程てい度どにシャノンは考えていた。

　まあそれはいい。シャノン達が気にしても仕方なかろう。もう一度会いたい連中でもなし、後は領内の治安を預あずかるフランキ伯爵や騎士団の問題だ。

　ただ……

「いや、だからあれはバーロスの奴やつに頼たのまれて芝しば居いをしたまでで──」

「…………」

「だからな、ラクウェル、おい、父さんの話を聞きなさい！」

「…………」

　カスール商店の店先。

　掃除をするシャノン達の背後では……包ほう帯たいだらけのユーマが、にこやかな笑みを浮かべつつも父を無視して歩くラクウェルを追っている。珍めずらしい光景ではあるがこうなるとラクウェルは強ごう情じようだ。機き嫌げんが直るには後、数日は必要だろう。

「おい、ラクウェル、だからな、あれは──」

「…………」

「──自じ業ごう自じ得とくだな」

　苦く笑しようを浮かべて父と姉を振り返りながらシャノンが呟つぶやく。

「自業自得ね」

　パシフィカも苦笑を浮かべて頷うなずいた。

「しかし結婚か……」

　言ってシャノンは肩を竦すくめる。

「よく考えたらリステルとは同じ歳としなんだし、俺もラクウェルもそろそろ考えないといかんのだよな」

　言って溜ため息いきをつくシャノン。

　パシフィカは拭ふき掃除の手を止めて兄を振り返った。

「何よ、その面倒臭そうな表情は？」

「いや、実際、面倒臭いだろ。ただ好き合ってるってだけで済すむ事でもなし」

　とシャノン。

　確かに──だからこそ今回の様な騒そう動どうも起きてしまう訳で。

「覚かく悟ご決めれば済む事じゃない？　ソイさんだってそうだったでしょ？」

「覚悟ねえ……」

　ふと何か思いついた様子でシャノンは腕うでを組んで空を眺ながめ……そして無む言ごんで視線を傍かたわらの妹に向ける。

「な……何よ？」



    

  
    
      　妙に生き真ま面じ目めそうな兄の視線に困こん惑わくするパシフィカ。

　シャノンはしばらくそんな妹を眺めていたが──

「いや──別に」

　と顔をしかめて言うと箒ほうきを肩に担かつぎ、そのまますたすたと歩いていく。

　パシフィカは意味が分からず首を傾かしげて彼の背中を眺め……

「──あ」

　そして唐とう突とつに思い出すのはラクウェルの言った言葉。

『例えば──シャノンとパシフィカがそういう関係になったとして──』

「ちょっとシャノン兄。何よ今の意味ありげな視線は!?」

「──別に」

「別にじゃないでしょ!?　シャノン兄、シャノン兄！　ちょっと、こら、逃げるな！」

　頬ほおをほんの少し紅こう潮ちようさせたりしながら──パシフィカはそそくさと逃げる兄を追って駆かけだした。



    

  
    
      
　あとがき






　電話はとても便利なものである。ファックスもとても便利なものである。

　共に無ければ私などは仕事にならない。ついでに最近はネットも手放せなくなった。入稿なんざメールに添てん付ぷして送るだけ。わざわざ昔のよーにフロッピーにデータ記き憶おくさせて「データが飛びませんように」とか念じながら郵便局に行く事も無くなった（校正原稿だけはどーにもならんけど）。

「もしもし。ドラゴンマガジンのＴです」

「おお。たなぽん」

「何だかファックス送れてないようなんですけど」

「いや、すんません。引っ越し先の家がなんか訳わけワカメで」

「はあ？」

「いや、元々は小さな電気工事の会社の社長さんのお宅だったようで。家中にやたらとコンセントだの照明だのが『これでもか』という位につけてある上に、電話回線も複ふく雑ざつ怪かい奇きな代しろ物もので。何ど処こにどうやって何を繋つないでいいのかもよく分からない上、モジュラージャックじゃないという」

「いや、さんの新居事情はよく分かりませんが。ファックス使えないって事ですか？」

「いや、使えます。使えますが、何というか非常に使いにくいというか。側そばについててこっちでタイミング合わせてマニュアル操そう作さしてやらんと受信しません」

「厄やつ介かいな。で──それはいつ普通に受けられる様になるんですか？」

「……………」

「見通しがついていないんですね？」

「だって、だってＮ●Ｔも、ホームテレホンシステムの製造会社も、全然はっきりした事言ってくれないし、『そこはうちの管かん轄かつじゃない』とか何とか言い出して。聞く度たびに言う事違うし。挙あげ句にこの家、テレビまで映うつらないんですよ？　近くに建っているマンションが電波障害起こしてて。普通はそういう場合って共同アンテナ引いてくれる筈はずなんですが、マンション建った当時、この家無人だったから、対象外で、今から共同アンテナ分配工事するなら十一万円払えって──えぐっ。えぐっ（註：‥嗚お咽えつ）。衛星放送ならともかく、ち、地上波アナログ放送を見るだけに、見るだけに十一万円…………えぐっ。えぐっ」

「はいはい。とりあえずファックス送りますから前についててくださいね？」

「なんかＮ●Ｔが訳わかんない事言って……ネットも使えなくて、改めて開通するのに二週間かかるって……」

「はあ。大変ですね」

「分かってくれますか、たなぽん。それでね、それでね」

「それはそれとしてファックス送りますね」

「…………」

「機械の前についてたら受けられるんですよね？　今日中にチェックして返してくださいね？　わかりましたかー？　わかったら『はい』って言いましょうねー」

「…………はい」

　教訓。引っ越し先が中古住宅である場合は先まず細かい配線までよく調べよう。後で引き直すと壁はがしたりして大事である。





　それはそれとしてどうも、です。

　スクラップド・プリンセス番外編──「サプリメント」の長編版をお届け致します。

　これは本編終了後にドラマガで連載されていた、言うならば「プレ篇」ですね。連載当時は「ラブレター・エクスプレス」という副題がついておりましたが、今回は題名を統一するという事で、この副題は使いませんでした。

　内容的にはまだユーマ親父が生きていて、シャノン達が十代の頃の話です。編集部からは「いっそスクラップド・プリンセス２を」という有り難い話も頂いておったのですが「いくらなんでもそれは無理でする。インポシブルでする」という事でこういう形に相あい成なりました。





　この番外編……元々本編が一年ほど（フューレの話のラスト辺りから）あまりにシリアスな展開をしてたんで、それを補おぎなう意味でもお気楽極ごく楽らく、馬ば鹿かな話をしようという事が決まっておりました。

　ところが連載当初は、本編ラストのシリアスなノリを引きずっていたせいか、気を抜くとシャノンが妙に熱血してしまったりして「なんか違う」と担当さんにまで言われたりして。馬鹿な話、お気楽な話、というのもそれは読み手の受ける印象であって、書く側の苦労はあんまり変わらなかったりします（笑）。というかかえってバランスとるの難しかったりするのな。

　何はともあれ、楽しんで頂けたら幸いです。



　番外編はあと一本、今度は本編後の話が残っています。更さらに短編集一冊と書き下ろしが一冊（予定）。どれがどういう予定で発刊されるかは今後の仕事の予定との兼ね合いによりますが、皆様、どうか最後までおつきあいくださいますよう。

　多分、最後は五千年前の話の書き下ろしになるかと（それまで編集部がやらせてくれるかどうかは売り上げによったりしますが。ああ、世せ知ち辛がらいのう）。



　んでは。皆様、また次の本でお会いしましょう。



二〇〇四／三／一九

ＭＡＣＨＩＮＥ：‥自作機（ペンティアム４　２．４Ｇｈｚ／ＲＡＭ　１ＧＢ）

ＢＧＭ：‥自宅リフォーム中の工事音（ｂｙ　大工さん）



    

  
    
      　　初　出



この小説は『月刊ドラゴンマガジン』２００３年３月号～

８月号までに連載したものに加筆修正したものです。



    

  
    
      スクラップド・プリンセス サプリメント２

恋こい人びと達たちの狂きよう騒そう曲きよく
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